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本年度は、大阪大学創立
90 周年、大阪外国語大学創
立 100 周年という記念の年で
す。この節目の年度を迎える
にあたり、念願の箕面新キャ
ンパスが無事開学しましたこと
は、この上ない喜びです。

この新キャンパスがある箕
面船場の地は、吹田キャンパ
スと豊中キャンパスの中間に
位置しています。今後、三つ

のキャンパスを結ぶ「要」として、キャンパス間の連携や
コミュニケーションのさらなる活性化に大きな役割を果
たすことを心から期待しております。

新キャンパスには、二つのキーコンセプトがあります。
第一は、本学のモットーである「地域に生き世界に伸

びる」を実践するグローバルとローカルの両面を備えた
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［表紙のことば］

新キャンパス玄関ホールにそびえ立つ巨大な大理石の柱。これぞ

新キャンパスの象徴である。25 専攻語を象徴する様々な言葉がそれ

ぞれの文字で刻まれている。1921 年、第一次世界大戦後の大正デ

モクラシーの時代に大阪上本町の地に 9 言語で開学したわが母校。

創立 100 周年を迎えた今、25 専攻語を有する大阪大学外国語学部

となった。石板の裏には、大阪大空襲の戦火から図書館書庫を守っ

た鉄扉が埋め込まれており、歴史を感じさせる。

「世界時計」の名で親しまれた時計台は、図書館前広場の中央

に立つ欅の大木とともに、旧箕面キャンパスのシンボルであった。

1999 年の箕面移転 20 周年に、記念モニュメントとして設置された

もの。「烈士の碑」とともに新キャンパスに移設された。

それぞれの世代のシンボルをその精神とともに大切に受け継ぎ、

母校がさらに大きく発展することを願う。

今年、西日本では早くから
梅雨に入り、雨または曇りの
日が続いています。新型コロ
ナウィルス感染症（以下単にコ
ロナという）の流行が続いてい
る中での梅雨は、憂鬱そのも
のです。同窓の皆様は、いか
がお暮らしでしょうか。コロナ
に感染されていないことを願っ
ております。

さて、今年は、大阪外国語
大学創立 100 周年に当たります。この記念すべき年に、
キャンパスは粟生間谷から箕面船場に移転しました。
4 月 1 日には、箕面新キャンパスの竣工記念式典が行
われました。現在は、新キャンパスで授業、研究が行
われています。

咲耶会の活動については、今のコロナの流行の中で、
先輩、同期、後輩が顔を見ながら親密な交流を行い、
お互いの友情等を確認しあう場という同窓会ならでの
活動は、ほんの少ししか出来ていません。その中で、『咲
耶』誌の発行は、一番目立った活動です。今回の『咲耶』

誌には、今後百年を見つめて、どのように国際人を育て
るかについて、学長、学部長を経験された先生方の論
考を載せてあります。コロナ下で思うように動けません
が、コロナ後の世界を推論するには、格好の記事だと
思います。コロナも過去の感染症と同じく、いつかは終
息します。この記事を熟読してコロナ終息後の世界に思
いを馳せるのは、楽しいことです。

ところで、咲耶会のプライマリーバランスの件ですが、
昨年と今年の活動が思うようにできなかったので支出が
若干減少したためか、結果的に財政収支の均衡がとれ
ています。この調子でプライマリーバランスを均衡させ
て、咲耶会の活動を継続しようと思っています。

幸い、咲耶会の若手幹事等が、Web 会議システムや
SNS を使って、在学生との交流を図っています。新しい
咲耶会の活動として注目しています。創意工夫で咲耶会
の活動を続けたいと思っています。

現在、我々執行部としては、11 月13 日（土）の咲耶
会総会が開催できるものとして準備をしております。

咲耶会は、財政的に困難を抱えているのはご承知の
とおりです。同窓の皆さん、年会費の支払いをお願いし
ます。

大阪大学総長

西尾章治郎

グローカルな教育研究拠点となることです。「社会との共
創（Co-creation）」の場として、世界各国の研究者や学生、
地域住民の皆様との交流を通じて、多様な文化に対す
る相互理解を育みます。

第二は、最先端の情報通信技術を駆使したスマー
トキャンパスの実現です。産業界との共創活動を通じ
て、環境に配慮したサスティナブルなキャンパス整備を
強力に推進します。そのことにより、我が国が目指す
Society 5.0 やカーボン・ニュートラルな社会、さらには
国連が定めた「持続可能な開発目標（SDGs）」の実現に
向けて、本学は最大限の貢献をしてまいります。

この新キャンパスを核として、本学は「これからの
百年も大阪に国際人を育てる」べく、地域と世界に開か
れた教育研究拠点の形成により一層励んでまいります。
本学から世界へ羽ばたく学生達に対して、咲耶会の皆様
のあたたかいご協力、ご支援の程を引き続きよろしくお
願い申し上げます。

ご挨拶

大阪外国語大学創立 100周年記念、新キャンパス開学によせて

咲耶会会長

大水　勇
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咲耶会のみなさま、いつも外
国語学部へのご支援・ご協力を
賜り、本当にありがとうござい
ます。みなさまからの多大なご
支援をいただいて、コロナ禍に
おいても何とか建設を進めてお
りました新キャンパスも、本年
4 月1日に無事に竣工記念式典
を終えることができました。コ
ロナ禍のために「通常運転」と
いうわけにはまいりませんが、

教職員も学生も真新しい研究講義棟で日々がんばってお
ります。

さて、その新キャンパスですが、大阪大学の中で唯
一、明確な使命を帯びた名称が与えられております。「OU

（Osaka University）グローバルキャンパス」と申します。
OU グローバルキャンパスに期待されていることは 4 つあ
ります。第 1 に、世界の多様な言語とそれら言語を基底
とする地域の文化や社会に関する教育研究の集積拠点
となり、高度なグローバル人材を育成する場となること
が使命となっています。第 2 に、世界に向けて日本語・
日本文化を発信する拠点となることが期待されています。

新キャンパス紹介

4 月 1 日、大阪大学箕面新キャンパス竣工記念式典
が、箕面市長はじめ、地元箕面市の関係者、文部科
学省文部科学審議官、大阪大学の関係者等、約 80 名
が列席して、「大阪外国語大学記念ホール」にて挙行
されました。

大阪外国語大学関係では、赤木・是永両元学長に加
え、咲耶会から、大水会長、少德前会長（現相談役）、
井上副会長の３名が出席しました。西尾章治郎総長
の挨拶につづき、竹村景子外国語学部長から新キャ
ンパスの概要について説明がありました。式典のハ
イライトは、エントランスの中央にそびえる石板を
背景に行われたテープカット。石板には、専攻 25 言
語の各言語を象徴する言葉が刻まれています。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介

ご
挨
拶
・
大
阪
大
学
箕
面
新
キ
ャ
ン
パ
ス
竣
工
記
念
式
典

外国語学部長

竹村景子

第 3 に、外国語・外国学研究等の成果を介して地域の
市民と世界を結ぶ場となること、そして第 4 に、持続性
が高くスマートで機能性に富んだキャンパスとなることが
期待されています。特に第 3 の点については、大阪大学
のモットーである「地域に生き世界に伸びる」を具現化す
る場として、阪大の社学連携の「一丁目一番地」となる
ことが期待されております。

コロナ禍で不安な船出ではありましたが、外国語学部
は、新たな 100 年に向けて真新しいキャンパスでスター
トを切りました。「烈士之碑」や「大阪外国語学校の図
書室の鉄扉」、「世界時計」など、いろいろな世代の方々
にとって思い出深いものもきちんと移設しつつ、「25 専
攻語それぞれの大切な言葉」を刻んだ大きな石板など、
新たなシンボルとなるものも設置しております。何より、
若い後輩たちがコロナ禍にもめげずに「外語の魂」をもっ
て日々外国学の研鑽に励んでおります。「地域に開かれ
たキャンパス」を目指しておりますので、コロナ禍が落ち
着きましたら、咲耶会のみなさまにもお気軽にお越しい
ただければと思っております。

最後になりましたが、外国語学部生たちのために、今
後も咲耶会のみなさまからの温かいご支援とご協力を賜
りたく、心からお願い申し上げます。

新キャンパス＝ OUグローバルキャンパスでお待ちしております

箕面新キャンパスが開学、
外国語学部の新しい歴史の幕開けです

04

1 階  大阪外国語大学記念ホール
同窓生の皆様の寄付により設置されたホールです。「新たな知を共創する場」として、
国際シンポジウムから市民フォーラムまで幅広く活用します。

光と平和の広場
５F と６F の学生交流スペースをつなぐ階段。学生が自由に語らう場として、
またプレゼンテーションスペースとしても活用します。

5 階  同時通訳実習室

3 階  食堂（東側小上がりスペース）

5 階  留学生交流情報室

5 階  学生交流スペース

1 階  エントランスホール正面にそびえる石板

6 階  学生交流ラウンジ

3 階  食堂
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特　集 　　　　　　　　　　　　　　　  これからの百年も大阪に国際人を育てる―　　　 創立 100 周年に寄せて
「言語（人間）と地球を究める」―未来設計図―

これからの100 年を見据えた「外国語学部未

来設計図」には、これまでの百年を踏まえた上で

の基本理念が必要であろう。それは、「言語（人

間）と地球を究める」ではなかろうか。言語は人

間そのものであり、地球上の多様な言語を習得

し、人間が抱える多様な課題に挑戦する基礎を

養う場が 21 世紀の外国語学部であろう。さらに

は、日本で唯一の「総合大学の中の外国語学部」

という特徴を生かした新しく個性的な外国語学部でなければならない。

それを実現するために、今すぐ集中的に皆さんで議論を始めてほしい。

たとえば、具体的な論点としては、次のようなことが浮かんでくる。

最も急がれるのは、習得可能な言語数の拡大と既存の言語教育の質

的向上であろう。少なくとも、アフリカや中央アジア地域の言語学習

コースを整備したいものである。他方、他大学でも学習が可能な英語

AI 時代のこれからも大阪で国際人を育てる—母語による相互理解のために
大阪大学と統合してはや 14 年、上八学舎で

アラビア語を学んだ身としては、母校の思い出

は外大時代に関わってくる。1971 年 3 月卒業で

はあるが、まだアラビア語の文献の入手は難しく、

教材は謄写版プリント（もう古語か）中心、まと

もな辞書は高価で図書館にしかない。従って、

勉強とは習ったプリントを覚える意味だった。そ

れ以上は、判然としないモヤモヤに苦しむのみ。

そんな環境だからか、アラビア語の「ア」とイスラームの「イ」があれば、

どんな活字でも読んだ。それが、大学に奉職して 10 年もすれば、母校

の発展とは、東京外国語大学にいかに伍していくかということと同義と

分かってきた。地の利には敵わず、残念な思いは払拭しきれない。ある時、

かの地で開かれた研究会での発表後、日帰りのため早めに懇親会を辞

すと、お１人が出て来られ、「万一の場合、両校が一緒になるという考え

EX ORIENTE LUX  ET PAX!
私事になりますが、私が大阪外大に入学した

のが 1967 年、すでに外大創立から半世紀経過

しておりました。その半世紀の間にどのようなこ

とが外大や過去の卒業生に起こっていたのか、

間接的ながらも私がある程度知ることになるの

はずっと後になってからのことでした。入学当初

の 18 歳の私は「よーし！これから英語をこれま

で以上にもっともっと頑張って勉強するぞ〜！」

といった単純な勉学意欲に支えられていたと思います。そして結局そ

の後大学院、学部助手・講師・助教授・教授を経て 2014 年３月の定

年退職に至るまでの 47 年間の長きに渡って、大阪外大、および統合

後の大阪大学でお世話になることになりました。その間、教育者・研

究者として自分なりに充実していたと思える時期も相当期間あったと

思いますが、定年退職するまでの約 10 数年は大阪外大副学長、大阪

大学外国語学部長、総長補佐などの役職がついてまわり、外大・阪大

モノリスの磁場
新学舎の一階ロビー正面に、異世界からのモ

ノリスとも思える石板がそそり立っている。そ

の石板は、みずから磁場を生成し、この学舎に

学ぶ者の意識、身体、想像力を刺激する電磁

波を学舎の隅々にまで放出させているかのよう

である。モノリスには、人類の言語中枢を司る

神が宿り、人間の精神は言語において躍動し、

言語は人間存在の根幹をなす、と告げている。

百年ののちも、その磁場の中での学生のすさまじい勉学の様子は、『福

翁自伝』に福沢諭吉が記す適塾（大阪大学発祥の地）での塾生の鍛え

られ方を髣
ほうふつ

髴とさせるだろう。中国語学習は、『普通話正音字表』を

手に、約 400 の音節を発声する徹底的な調音体系の訓練、習得を

通して、中国語の身体性に限りなく近づくことから始まる。中国語の

あらゆる事象の解析には伊地智善継先生の編まれた『白水社中国語

「今後とも変わらぬ使命＝グローバル人材の育成」
「大阪に国際人を育てる学校を」という趣旨の

もとに設立された大阪外国語学校以来、高度な

言語能力と異文化理解能力、さらに主体性（自

ら考え行動する力）・協調性（譲り合う心）・使命

感（こころざし）を併せ持った人材（「＝グローバル

人材」）を育成するというミッションは、大阪外事

専門学校、大阪外国語大学の時代を通して一貫

しており、その理念は、「外国の言語、およびそ

れを基底とする文化一般について理論、および実際にわたって教授研

究し、国際的な活動をするために必要な広い知識、および高い教養を

与え、言語を通じて外国に関する深い理解を有する有為な人材を養成

することを目的とする」という現在の外国語学部規程に結実しています。

学部長時代、外国語学部生の約 3 分の 2 が、在学中に海外留学

等を経験するというその「外向き志向」を誇らしく思っていました。海

外生活への旺盛な意欲は、何よりも外国語学部生の異文化に対する

「これからの百年も大阪に国際人を育てる」
昨今の AI を駆使した翻訳エンジンの精度の

向上により、携帯翻訳機や翻訳サイトを活用し

て、日本語の外国語への翻訳や外国語の日本

語への翻訳が便利になりました。とくに携帯翻

訳機は、今まで外国人とコミュニケーションす

る機会のあまりなかった人々にとって心強い道

具として大いに普及しているようです。100 年も

すれば、外国人とのコミュニケーションは、AI

機器があれば困らないといった状況が来るのでしょう。そうなれば、

外国語学部の教育がどれほどの意味を持つことになるでしょうか。

外国語学部の「学び」は、コミュニケーションのための単なるツー

ルとしての言語を学ぶ（AI と競合する）だけではなく、言語とそれが

第９代大阪外国語大学学長
大阪外国語大学名誉教授

赤木　攻
（大 TV15）

第２代大阪大学外国語学部長
大阪大学名誉教授

高階美行
（大 A19）

第 1 代大阪大学外国語学部長
大阪大学名誉教授

杉本孝司
（大 E19/ 院 E3）

第 10 代大阪外国語大学学長
大阪外国語大学名誉教授

是永　駿
（大 C14/ 院 C1）

第３代大阪大学外国語学部長
大阪大学名誉教授

東　明彦
（大 S26/ 院 S11）

第４代大阪大学外国語学部長
言語文化研究科教授

大内　一
（大 S28/ 院 S13）

や中国語などの言語教育は質の高度化・差異化を図り、日本で最も

能力の高い学生を育成しなければならない。

並行して、地球上のあちこちで人間が抱えている課題を見つける素

養が要求される。学生が学内の他学部の授業にも参加し、広い視野

から地球を眺め。さらには地域を注視し、知見を広める機会の提供

が必要である。課題解決型思考力を養い、最も適切な大学院へ進学

し専門学修に励む準備をしてもらいたい。。

さらに、設計図に組み込んで欲しいのは民間力の活用である。関

西には、古くから民間が「教育・研究」を促す独特の土壌がある。幸い、

今度の新キャンパスは街中にある。だれもが出入りする活性化した場

にしたいものである。

そして、「平和の旗」、「愛の言葉」、「文化の光」の精神が教育およ

び研究のすべての営みに満ちる設計図でなければなるまい。

はどうか」と尋ねられた。唖然とした一瞬、「もちろん、対等ですよね。

なら、そちらも名古屋辺りまで移って来る用意がありますか」。ついに最

終に乗り遅れ、寝付けない耳に、その会話が何度も鳴り響いた。

大阪外大が大阪に立地している諸原理を感得したのは、この時だっ

た。「大阪に」こそ、諸制約からの解放と巨大な可能性とが内在している。

外大時代から多言語同時処理などと唱えていた者には、118 言語

対応の携帯通訳機が TV ショッピングで 1 万円の今は夢のようである。

とはいえ、いかにビッグデータを AI が処理した翻訳であろうと、世界

言語研究センター時代の地政学的研究プロジェクトで確認したモット

ー「人は母語による対話を通じてこそ相互理解が可能となる」とのレベ

ルには、遠く及ばない。逆に、AI が性能を競うからこそ、異なる母語

話者の間で活躍できる人材を育成するとの外国語学部のミッションは

輝きを失わない。ネットで世界と常時接続の時代でも、地球規模で他

の母語話者との対話を夢見て研鑽する学生諸君は、勇敢である。

の統合問題とも相俟って、打ち合わせや会議の連続の日々を過ごした

ことが強く印象に残っています。それまで自分が思い描いていたよう

な教育者・研究者としての日常は結局定年により退職の日を迎えるま

で取り戻せなかった感が否めません。もちろん私は私なりに授業や生

徒指導、会議に全力を注いでいたつもりでしたが、同僚や学生たちに

どのように受け止められていたのか、甚だ心もとない気持ちにならな

い訳でもありません。ましてやこんな私が外国語学部のこれからの百

年を脳内に投影しておこがましくも何かを語るということはあまりにも

僭越至極なこと、この部分は偏に現在、および今後の外国語学部の

構成員（教職員および学生）の皆様や阪大の他の学部・研究科の構

成員や阪大執行部の皆様との間で、今後も稔り多い議論が展開され

ていくものと固く信じております。そして今後も、どのような困難に直

面しようとも、学部章に刻まれた言葉が常に我々構成員全員を勇気付

けてくれること、固く信じております --- EX ORIENTE LUX  ET PAX!

辞典』が応えてくれる。余談ながら、塾生たちが唯一勉学の頼りとし

たオランダ語日本語対訳辞書（編纂者の名をとってヅーフ辞書と呼ば

れていた分厚い書物）には、緒方洪庵が 1862 年幕府奥医師に召され

て江戸に出る際の騒動の最中に失われるというミステリーが絡む。

日本の高等教育史上、最大、最強の統合であった大阪外大と阪大

との統合の意味は、「変革と再生、自ら差異化して次元を変える」とい

うことであった。大阪外大は、世界諸言語の殿堂というコアを維持・

発展させつつ、旧帝大の包括的な知の体系のなかで新たな次元へ挑

戦する、という変革と再生の道を選択したのである。官立の大阪外国

語学校として生まれ、新制国立大学の歩みを重ねてきた大阪外大の

DNA の核となるのは、言語中枢の覚醒と他者への想像力であろう。そ

れをもたらすのは人間存在の根幹であることば（logos）であり、そのこ

とばに命が宿り、人間の精神を鍛え、育む。百年ののちも、モノリス

の磁場は躍動する精神を具えた国際人を輩出し続けているであろう。

強い「好奇心」「探究心」を反映していると感じていたからです。

私は、有為な「グロ－バル人材」にとって最も大切な点は、いかに

異文化に対する「好奇心」「探究心」を持ち続けるかだと思っています。

異文化理解には、「知識」は必要ですが、頭ではなく、異文化を肌で

感じない限り、本当の知識は身につきません。異文化に対する「好奇

心」「探究心」を原動力として、多様な国や地域の人 と々草の根的な交

流を続けることのできる人材こそが貴重です。

ただ、そのような草の根的な交流には、現地の言語の能力が不可

欠です。その場にいっしょにいるだけで、ただそれだけで、異文化に

属する人 と々の相互理解が可能だというような幻想を抱くのではなく、

言語による真摯な交流を通してはじめて、一定の相互理解が可能であ

るということを忘れてはならないと思います。

その意味で、優れた言語能力と確かな異文化理解能力を併せ持つ

人材の育成こそが、今後とも外国語学部の進むべき道だと考えて

います。

話される地域の文化や社会を多角的な視野から総合的に理解するこ

とを目的とした「語圏研究」をとおして、高い言語運用能力と言語地

域に関する深い知識を備えたジェネラリスト、さらには世界の諸地域

の文化や価値観等を相対化する異文化理解力を身につけた国際人を

育成することなので、希望的観測ですが、AI に簡単に負けることは

ないと思われます。

「国際人」の育成は、林蝶子氏以来の外国語学部の教育の目標で

あると同時に国家的ニーズでもある点で、普遍性があると思います。

しかし、この「国際人」の育成がいつまでも外国語学部の「専売特許」

であるとは限りません。大阪大学全体として国際人を育成することを

前提に、その中で外国語学部がどのようにそれにコミットするかをあ

らためて考える必要があると思います。
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「大阪外大 70 年史」への反省

［ 特別寄稿 ］

私がもう10 年以上住んでいる宝塚の老人

ホームへ、近年私よりひとまわり若い大阪外

大 E18（1970 年）卒の人が入って来られた。

超一流の貿易商社に勤務し、英・米・伯の主要都市で活躍された国

際人である。名士が少なくない当ホームでも際立って洗練された、極

めて礼儀正しい紳士で、その存在は同窓生として誠に誇らしい。

その人物が先日何気なく語った言葉に私は大きなショックを受け

た。同氏は学生時代にギター部にいたのだが、その時の友人が『大

阪外国語大学 70 年史』を読んだが、我々のクラブのことには一言も

触れられていない」と言っていたというのである。「ああ、やっぱり大

きな書き落しがあったか」と私は心が痛んだ。

既に『大阪外国語大学 70 年史』の巻末にこの年史成立のいきさつ

については書いた。年史出版の話は 35 年目は時期尚早、50 年目は

大学紛争未終結の理由で流れ、70 年目になってやっと同窓会からの

強い要請で実現に至った。一つの学校の歴史を 70 年目になって初め

て振り返り、できる限り詳しく、正確に記述するというのは至難の作

業である。私は編集委員長に指名されて困惑したが、この時点で誰

かが学校の歴史を記録に残しておかなければ、やがて過去のことが

全く分からなくなってしまって外語・外大の年史など作れなくなると思

ったので、お引き受けした。

古い時代については、当時活躍なさった方々はもういらっしゃらな

いので、当然資料に頼らざるを得ない。ところが重要な書類が大学

紛争と箕面移転のために多くは紛失し、残ったものも散乱していて、

役立ちそうな書類を見つけ出すのに相当の時間と労力を要した。

こうして漸く見つかった資料を精一杯活用し、『扉』、『きんきら 50

年』、『大阪外国語大学 70 年史・資料集』に多くを学び、また専門学

校最後の校長・新制大学初代学長の平澤俊雄先生、外大の紛争解決

と箕面移転に多大な貢献をなさった牧祥三・伊地智善継両学長から

の多くの貴重なご証言を得て、外語・外大全学の 70 年の歴史記述は

でき上った。

次に重要なのが外国語大学特有の各語学科の学科史である。これ

も先生方のご理解・ご協力を得て、全学科の学科史が出揃った。

しかし、年史にとって最重要な 2 つの章の完成に 3 年余りの年月

を費やしてしまったので、私達の目標である1992 年 11 月11 日出版

への残り時間があと 1 年足らずになって来た。勿論それまでにも年史

に欠くことのできないその他の重要事項については同時並行的に調査

し、記述をしてきてはいたのだが、最後の段階で私達は、できる限り

書き落しをしないように集中的に、これらの事項について作業したつ

もりであった。念願の学校創立 70 周年記念日出版の目標は達成でき

たが、今回ご指摘を受けた様な手落ちがあった事は誠に申し訳ない。

クラブ活動については、運動部については兎も角、文化系のクラブに

までは確かに目が届かなかった。私達の努力不足を深く反省し、心か

らお詫び申し上げる。

令和 2 年 11 月 14 日、第 23 回司馬遼太郎記念学術講演

会が実施された（主催：大阪大学、協力：産経新聞社、後援：

司馬遼太郎記念財団、協賛：咲耶会）。今回は新型コロナウ

イルス感染拡大防止のためオンライン上での開催となり、

司馬作品における「日本の歩んだ道」をテーマに、阪大生に

よるビブリオバトルと、小説家の朝井まかて氏による講演

が行われた。

ビブリオバトルでは、まず経済学部 2 年の垣内亮太さん

が『燃えよ剣』を取り上げ、作品の多様な読み方を提唱した。

言語文化研究科博士後期課程 1 年の寺井悠人さんは『坂の

上の雲』を取り上げ、歴史小説でもありながら明治日本社会

の全体像を分析した作品の特徴を述べた。外国語学部 3 年

の児玉七海さんは『最後の将軍』を取り上げ、維新を幕府側

から描く作品の魅力を語った。文学研究科博士前期課程 1

年の平尾漱太さんは『風神の門』を取り上げ、忍びの者たち

が生き生きと描かれている作品の面白さを流暢に熱弁した。

布施俊夫
大阪外国語大学名誉教授（ドイツ語）

理学研究科博士前期課程 1 年の藤谷恭明さんもまた『坂の

上の雲』を取り上げ、滑稽なほどに貧しい明治日本のある種

の明るさを描く作品の魅力を力説した。オンライン視聴者

による 5 分間の投票により、準チャンプ本には児玉さんの

『最後の将軍』が、チャンプ本には平尾さんの『風神の門』が

選ばれた。

続いて講演「朝井まかて、司馬遼太郎を語る」が行われた。

朝井氏は 1959 年大阪市に生まれ、甲南女子大学文学部を

卒業、2008 年に小説家デビュー、2014 年に歌人中島歌子

の生涯を描いた『恋歌』で直木賞受賞、このほか『阿蘭陀西

鶴』で織田作之助賞を、『悪玉伝』で司馬遼太郎賞等数々の文

学賞に輝き、最新刊に女優伊澤蘭奢の知られざる人生を描

いた『輪舞曲（ロンド）』、森鴎外の末子の物語『類』等がある。

開始に当たって司馬『竜馬がゆく』第 1 巻『門出の花』の一

節が朗読された。竜馬の姉で豪快な性格の乙女を描いた場

面である。朝井氏はこれが初めて読んだ時代小説だといい、

この場面に惹きつけられたという。弟を守る包容力のある

姉型の人物とは『俄　浪華遊侠伝』の主人公である明石家万

吉を見守った芸子の小左門にも共通する司馬特有の女性像

で、湿っぽい恋愛とは無縁の、一種のカウンセラーのよう

な役割を果たしている。

朝井氏は司馬作品を男性中心の「志の文学」と位置づけつ

つも、登場する女性たちは総じて情愛深く湿っぽくないと

いう。小説『菜の花の沖』における主人公嘉兵衛と妻おふさ

との契の場面については、水や氷や遠さといったイメージ

を駆使した静かな描写が主人公の後の運命を暗示し、そこ

には激しくはないが詩情に満ちた恋の姿が描かれていると

いう。いっぽう朝井氏の小説はほとんどが女性を描いてい

て、たとえば『恋歌』は幕末の町人の娘が水戸藩士への一途

な恋を成就させる話であるが、こういう積極性や自由奔放

さは江戸庶民の女性に特有のもので、また男も女も家に囚

われず生涯独身の気ままな者も大勢いたのであり、家を中

心とする男性中心型の息苦しい社会が形成されたのはむし

ろ明治の近代化以降のことだという。

朝井氏は小説『ひとびとの跫音』について、明治大正期を

生きた女性のいい部分を凝縮していて、作者自身が取材者兼

記録者としての存在感を顕わにする、いわば実録的な要素も

主催：大阪大学
協力：産経新聞社
後援：司馬遼太郎記念財団
協賛：咲耶会（大阪大学外国語学部・大阪外国語大学同窓会）

テーマ：「日本の歩んだ道」
プログラム

主催者挨拶

 

ビブリオバトル

大阪大学の学生による、司馬作品の紹介と質疑応答。視聴者の皆

さまに投票いただき、チャンプ本１冊、準チャンプ本１冊を決定。

講　演　

「朝井まかて、司馬遼太郎を語る」  小説家　朝井まかて

声の出演（作品の朗読）：小川真由（アナウンサー）

令和２年度大阪大学司馬遼太郎　記念学術講演会　　

大阪大学総長　西尾章治郎

併せ持った、ある意味でもっとも司馬らしい作品だと指摘し

た。最後に朝井氏は、書き手として常に司馬作品から励まさ

れてきたと述べ、そのうえで「事実とは物語ることで初めて

歴史になる」という司馬の言葉で講演を締めくくった。 　

　　　　　（文責：松本健二）（写真提供：大阪大学共創推進部社会連携課）

令和 3 年度司馬遼太郎記念学術講演会・
箕面新キャンパス開学記念国際シンポジウム

―11 月 14 日（日）、オンラインで開催します― 
対象：学生及び市民　視聴人数は制限なし

大阪外国語大学創立 100 周年の今年、大阪大学司馬遼太郎記念学
術講演会は、箕面新キャンパス開学記念国際シンポジウムとの併催で
実施。隣接する「箕面市立文化芸能劇場」にて、対面での開催を予定
していましたが、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、「大阪外国
語大学記念ホール」にて、オンライン（You Tube Live）での開催となり
ました。詳細は、大阪大学または咲耶会のホームページをご覧ください。

【第一部】 令和 3 年度司馬遼太郎記念学術講演会
テーマ：「世界と日本を結ぶ道」
内　容：＜ビブリオバトル＞学生による司馬作品の紹介及び質疑応答
＜講演＞ 講師：多和田葉子氏（小説家）
演　題：「コトバとコトバの間の閾、挟間、そして跳躍」

【第二部】 箕面新キャンパス開学記念国際シンポジウム
テーマ：「これからの世界と日本を結ぶ道」
内　容：＜箕面新キャンパス紹介＞
＜講演＞講師：リービ英雄氏（小説家・日本文学者）

サヘル・ローズ氏（タレント・女優）
＜パネルディスカッション＞ パネラー：リービ英雄氏、サヘル・ローズ氏他

司会：竹村景子学部長

大阪大学ホームページ：https://www.osaka-u.ac.jp/ja
咲耶会ホームページ：https://sakuyakai.net/

準チャンプ本紹介者 児玉七海さん ビブリオバトルの出場者たちチャンプ本紹介者 平尾漱太さん
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荒木和夫 
（大 DM18）

関口英子
（大 IT38  翻訳家） 古希からの英国留学

［ 特　集 ］留学体験記

はじめに
2018 年 9 月下旬から1 年間、オックスフォード大学

大学院医療人類学修士課程に留学しました。同年 3 月
に満 70 歳になりましたので、古希での留学ということに
なります。「苦労はしても、笑い話に時が変える」とよく
言われますが、今だからこそ書ける、留学にまつわる悪
戦苦闘の一端をご紹介したいと思います。

留学の経緯と準備
オックスフォードで医療人類学をやろうと思った直接

のきっかけは、その直前に京都大学大学院医学研究科
社会健康医学系専攻専門職学位課程で疫学を専攻して
いたことです。疫学というのは人間集団の疾病や健康に
関する事象を研究する学問ですが、その対象は社会・
文化人類学の 1 分野である医療人類学に類似しており、
疫学の質的研究の手法は医療人類学のそれと共通点が
あります。

とは言っても、まず IELTS という世界的に最も受験者
が多い英語の試験において、4 科目全てで Band 7 以上

（最高は Band 9）、総合で Band 7.5 以上の成績を取ら
なければなりません。英語が得意でもない私は、オック
スフォードにオンライン出願する前月（2017 年 11 月）、
ようやく基準を満たすことができました。

オックスフォードから合格通知が届いたのは 2018 年
3 月で、妻が泣いて喜んでくれました。

オックスフォードでの体験

英国の大学は、フランスやドイツと同様、10 月入学で
す。3 学期制で、1 学期は通常 10 週間ですが、オック
スフォードとケンブリッジでは 8 週間です。

私の専攻は必修・選択必修が合計 4 科目でしたが、

念願の大阪外国語大学に入学し、イタリア語を専攻
することになったのはいいけれど、当時の私は、生のイ
タリア語を聞いたこともイタリア人と話したこともなかっ
た。箕面のキャンパスのこぢんまりとした教室で出会っ
たアントニエッタ・パストーレ先生が、初めて言葉を交
わしたイタリア人であり、先生の話される言葉が私にとっ
てのイタリア語だった。すっと伸びた背筋に眼鏡の奥か
ら注がれる静かな眼差し。私は最初、その目に胸の内
まで見透かされているような気がして、どこから声を出
せばいいのかわからないほど緊張した。

それがいつしか、先生のお宅にまでお邪魔させていた
だくようになっていった。「相手とのあいだに境界が存在
しないから」との理由で畳をこ
よなく愛されていた先生は、手
入れの行き届いた平屋の日本
家屋に、イタリアからやってき
たルーナという賢い犬と一緒に
住まわれていた。そこでは学年
の区別なく先生を慕う学生たち
が集い、鍋をつつき日本酒を
酌み交わしながら、じつに豊か
な時間が流れていた。イタリア
留学から帰った先輩たちの話を
聞きながら、私は隅っこに座り、
皆と一緒の空気を吸っているだけで誇らしい気持ちにな
ったものだ。

当時、学生有志の編んだ文集に、先生はこんな言葉を
寄せられている。「大学の 4 年間で、皆さんと私の祖国
とのあいだに、愛情にあふれた関係が築かれることを願
ってやみません。皆さんにとってイタリアが、素敵な思い
出や幸せなひと時、大切な誰かといった、なんらかの縁
で結ばれた場所であってほしいのです。〔中略〕イタリアと

いう言葉を耳にしたときに
ふっと心が温かくなり、感
情が動かずにはいられな
い、そんな場所であります
ように」。

この言葉に、先生のお
人柄と教育者としての姿
勢、そしてなにより私たち
学生を包んでくださった深
い愛情が感じられる。

毎週、Essay（2,500
語）を書いてTutorial

（少人数指導）を受け
る か、Debate/Class

（ グル ープ 討 論・発
表）に参加しなけれ
ばならず、学期中は、
それらの準備で休む
暇がありませんでし
た。休暇期間中は、同じ専攻の院生（私以外は全て英
語の native speaker）で分担して、直前学期の参考文
献の要旨を作成しましたが、1 人当たりの担当文献が
数十冊ありました。

そのうえ、第 3 学期にあった試験がまた難儀で、6 月
中旬の月曜日から木曜日まで 4 日連続、9 時半から12
時半まで、背広にガウンと帽子という正装で受験しなけ
ればなりませんでした。答案は、1 科目 2,000 語書くこ
とを目標にしていましたが、とうてい無理で、実際に書
けたのは 1,400 〜 1,700 語でした。語数自体は問題で
はないとしても、量が少ないとやはり見劣りし、実際、
後日、教授から答案が短かったねと言われました。

試験終了後、修士論文を書き始めました。語数制限
10,000 語ぎりぎりの論文を提出したのが 8 月下旬。そ
して 9 月下旬、試験・論文ともに何とか合格し、無事修
了が決まりました。まさに苦闘の 1 年以外の何物でもあ
りませんでした。

おわりに
2019 年 11 月 9 日、

Master of Science 取得
者に許される青いフード
を付けた新しいガウン
を纏い、学位授与式に
参列しました。感無量
でした。

高校生の頃からの夢
であったオックスブリッ
ジに留学できたのは、

50 年にわたって私を支え続けてくれた妻（2020 年 8 月
往生）のお陰です。本当に、亡き妻には感謝の言葉しか
ありません。

1993 年、惜しまれながらもイタリアへ帰国されたの
ちは、日本の近現代文学の重要な作家を次々に訳され、
イタリアの読者と日本のあいだの縁を結ばれている。

期せずしておなじ翻訳の道を志すようになっていた
私の手元に、５年前、１冊の本が届いた。Mia amata 
Yuriko（愛しいゆり子へ）というタイトルの、先生が書
かれた小説だ。戦争に翻弄された一人の日本人女性が
生きた証を、その甥の妻にあたるイタリア人女性（著者）
が掘り起こしていく。小説という形をとってはいるものの、
そこには学生だった私にはうかがい知ることのできなか
った、文化も習慣もまったく異なる外国で一人の女性と
して生きる先生ご自身の苦悩や逡巡が綴られていた。そ

れを読んだとき、この作品を日
本の読者に届けることは、先生
にイタリア語を手ほどきしていた
だき、こうして曲がりなりにも翻
訳を生業としている私に課せら
れた宿題のようなものではない
かと感じた。幸い、横山（旧姓
木村）千里さんという同じイタリ
ア語科の先輩の頼もしい協力を
得て、2019 年の秋に、『最後の
手紙』（亜紀書房）として上梓する
ことができた。

本来ならば、2020 年の春に、邦訳を記念していくつ
かのイベントが東京と大阪で開催される予定になってい
たのだが、準備が整いはじめた矢先、Covid-19 の猛威
が世界を襲い、あれよあれよという間に飛行機が飛ば
なくなり、すべて延期となってしまった。先生が来日さ
れたら、イタリア語科の懐かしい人たちを集めて、先生
を囲む会を開こうと密かに計画していただけに無念で
ならないが、楽しみが先に延びただけだと考えることに
したい。

イタリア語はもとより、アントニエッタ先生から、自立
した一人の女性として、妥協することなく生きる姿勢を示
していただいたことは、私にとってなにものにも代えがた
い幸福なめぐりあわせだった。年を重ねられたいまでも
日本文学の優れた翻訳者として驚くほど精力的にお仕事
を続けられている先生の背中を追いながら、開いていく
ばかりの距離を少しでも縮められるよう、日々努力でき
たらと思っている。いつかまたお会いできるときに恥ず
かしくないように。

心に残る恩師の思い出

心が温かくなる場所

『最後の手紙』とその原書

アントニエッタ・パストーレ先生：近影
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私は大阪外国語大学の中国語学科を卒業後、名古屋
大学の国際開発研究科に進学し、開発学を学んだ。大
学院への進学を決めたのは、学部時代に日米学生会議
に参加し、世界で生じている問題を日米の学生たちと
議論した経験が影響していたと思う。修士論文を書
くために、中国湖南省の農村に 1 ヶ月あまり住み込み、
教育と経済発展に関するフィールド調査を行った。こ
の間、国連開発計画の北京事務所でインターンシッ
プをさせてもらうなかで、広西チワン族自治区の教
育プロジェクトにも参加した。

将来は国際機関で働きたいと考えていたため、博士
課程では海外に留学する計画を立てていた。アメリカ
か中国、どちらかを選択しようと考え、ロータリー財
団の奨学金に申し込んだが、最終的に中国への留学を
提示した。ただ、当時ロータリー財団は上海に事務
所を設置したばかりで、留学生の受け入れを開始し
ていなかった。そのため、中国語圏で他の留学先を
探すよういわれ、シンガポール、台湾、香港のなかか
ら最終的に香港を選んだ。中国でのフィールドワーク
を続けたかったことから、中国から地理的にも近く、
行き来がしやすいというのが香港を選んだ理由だが、
英語で中国について学ぶことができたのは、私のその
後のキャリア形成において大きなメリットになった。

香港大学の教育学部に進学し、最終的に決めた博
士論文では、中国における「公」と「私」という領域
を、国家権力と教育の関係で明らかにしようとした。

国際機関で途上国の開発に関わる実践的なプロジェ
クトに携わりたいと考えての大学院進学だったが、エ
スノグラフィーという参与観察による研究手法を学
び、学術研究に関心が向くようになった。書籍や資
料に埋もれているだけではなく、現場に出向き、自
らも参加者として活動に関わるなかで、観察を行い、
記録を蓄積し、それをデータとして分析を行う。私
が現在に至るまで、中国社会の奥深くに入り込んで
研究を続けているのは、香港で学んだことが基礎に
なっている。

香港は 1997 年に主権がイギリスから中国に返還さ
れた。私はその 1 年前に香港で学び始めており、返
還前後に香港の人々が動揺しながらも、未来を見据
えて自らの進む方向を定めていく様子を見ることが
できた。当時を振り返ると今の香港の状況が信じら
れない。中国でも経済発展に伴い政治改革が進むだ
ろうと見ていたが、今考えればその判断は甘かった。

交流を重ねているエミリー・ラウ（元民主党党首）
がジャーナリストだった 1984 年、中英共同宣言署
名後の記者会見でサッチャー英首相（当時）に「香港の
500 万人以上を共産主義独裁体制の手に渡すことを
約束した共同宣言に署名したことは、道徳的に許さ
れるのか」と問いただしたが、国家安全維持法施行に
よる香港の変容を前に、彼女の懸念が現実のものに
なったと感じる。

しかし、中国にも自由や法の支配、民主主義など、
価値観を共有できる人たちがいる。学術研究、教育、
文化活動などを通して、これからも人とつながって
いきたい。

Career Report
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途上国で働くことを目指すなかで
大学教員に　　　      東京大学総合文化研究科 教授  阿古智子（大 C42）

プロフィール

1994 年に中国語学科を卒業し、名古屋大学国
際開発研究科に進学。1996 年から 2000 年ま
で香港大学に留学。その間、1 年は上海で一
般家庭にホームステイしながら、調査活動を
行った。2000 年 12 月から 2003 年まで在中国
日本大使館にて専門調査員として、中国の農村
各地でフィールドワークや草の根無償資金協力
を担当する。帰国後、姫路獨協大学、学習院

女子大学、早稲田大学で教鞭を取り、2013 年から現職。著書に『貧者を喰ら
う国―中国格差社会からの警告』『香港 あなたはどこへ向かうのか』ほか。

プロフィール

2002 年入学。2006 年度在アフガニスタン日本
国大使館 草の根・人間の安全保障無償資金協
力委嘱員。2011 年に大阪大学大学院言語文化
研究科博士前期課程修了後、ドキュメンタリー
ジャパン入社。国内外での幅広いテーマで 100
本以上のテレビ番組、映画、配信コンテンツに
携わり、英語翻訳や字幕も手がける。主なプロ
デュース作品に、シリーズ番組『フランス人がと
きめいた日本の美術館』(2018-19 年 )、『未知

へ挑む彼女たち ~Next Generations』(2020 年 ) など。2019 年にイラン人監督
と組んだ『Farkhondeh』が Tokyo Docs Colors of Asia 2020 ベストピッチ賞受
賞。また 2020 年に香港との国際共同制作『私の母は能楽師』で Tokyo Docs
優秀企画賞受賞。

NHK で放送された『“小さな世界”の大引っ越し 大
阪大学外国語学部』。それは、ドキュメンタリー制作
10 年目の私が、ある夏の夜目が覚めてふと思いつき、
飛び起きて作った１枚の企画書から始まった。英語教
育ばかりが注目を浴びるなか、世界には他にも多くの
言語や素敵な文化があり、習得にはその地域のことも
知る必要があるということ、また昨今議論される文系
学問の意義や、コロナ禍で全国的に閉鎖されていた大
学キャンパスという場所が本来持っていた意味につ
いて問う番組が作れないかと考えたのだ。私がそれら
の大切さを教わった、箕面キャンパス。そこに多様性
と底知れぬ面白さが広がっていることは実感していた
し、創立百周年で移転という、番組制作にとってこの
上ない機会と条件が揃っていた。更に長年お世話にな
った学舎の姿を最後に映像で記録しておきたいとい
う個人的な思いも加わり、結果、多くの人を巻き込ん
で制作させていただけることとなった。

私が今の仕事に就いたきっかけは大学にある。高校
でアメリカに留学し、将来は国際的な IT 起業家になる
ぞと欧米方面しか向いていなかった私に与えられたの
がペルシア語だった（主専攻は言語の選べない「国際
文化学科 言語・情報」）。しかし 2 年生で初めてイラ
ンを訪れたとき、人の熱気と美味しいご飯と排気ガス
に満ち躍動するテヘランの街の面白さが、聞いていた
話や私の想像を遥かに超えていて、圧倒された。3 年
生終了後にあらためて留学してイラン生活を満喫し、
その翌年には隣国アフガニスタンで経済協力の仕事に
も就いた。テロが頻発し、過酷な部分はあっても、国
際社会が一堂に会して戦後復興に向かう首都カブール
の熱量は凄まじかった。「怖そうな所によく行くね」と
何度となく言われたそれらの国々に住み、メディアが
報じない姿を体感すればするほど、こんなに楽しいこ
とと優しい人に溢れているのに、知られていなさすぎ
るのが勿体ない、と思わずにはいられなかった。きっ
と世界には、まだ伝えられていないだけで、もっと面
白い場所があり、素敵な人がいる。それをまずは自分
自身が感じて、そしてたくさんの人にも知ってもらい
たいという思いから、私はかつての自分にアメリカ文
化への憧れを抱かせてくれたテレビの仕事を選んだ。

ドキュメンタリーでは、実際の人々にカメラを向け
させていただき、その現場からストーリーを紡ぎ出
す。そのため、作中での１カットに何時間、ときに何
日と要することもあれば、突然思いも寄らない事態に
発展することもある。そして事実を切り取り公開する
という責任の重さを背負い、最後まで葛藤しながら映
像を作り込んでいく。難しいことは多いけれど、時々、
誰かの人生のまたとない大切な瞬間や素晴らしい光
景に立ち会えたり、作品を喜んでもらえたりすると、
心の底から感動する。だからまた新たな興味に出合う
うと全力で挑んでしまうのだろう。これからも、地
球上の実際の営みや歓びを、敬意を持って私は伝え
ていきたい。

Career Report
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母校の引っ越しでテレビ番組を
作った理由　　      

ドキュメンタリー番組プロデューサー 田中志緒理（言語大 56）

2019年 1月に東大での講演会後に周庭さん（右）と

仕事風景
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イタリア人は表題のように「歌って、食べ

て、恋をする」ことに生きがいを感じている

と言われていますが、そのようなことは何

もラテン民族に限ったことではなく、全人

類に共通の事柄だと思います。大東亜戦争

の最中に傷病兵の子として生まれた私は、

外大に就職が決まるまで、赤貧を洗うがご

とき生活を余儀なくされていました。その

反動で、食事をすることが私の大いなる楽しみの一つとなり、

スペインやルーマニアに留学した時も、南欧諸国を旅した時も、

食文化には大いなる興味を感じ、美食家・大食漢になりました。

私の専門はロマンス語比較言語学ですが、習得した言語圏に

は素晴らしい音楽があります。定年退職後、忌まわしきコロナの

蔓延前までは、タンゴ・ラテン・カンツォーネ・シャンソン・ファ

ド・映画音楽などをピアノやバンドをバックにステージで歌ったり、

アルゼンチンタンゴを踊ったりして、経済的理由で若かりし頃に

味わえなかった青春を楽しんでいたのですが、今はそれも夢。ネ

ットを活用して外国の文化を楽しんでいる今日この頃です。

私は論文を 25 本、著書は 30 冊を公にしてきました。ある

出版社の依頼で 15 年の歳月をかけて『ルーマニア語辞典』を

書き上げましたが、2000 頁以上の大部になったためと、出版

界の不況が原因で、いまだに上梓されていないことを極めて

残念に思っています。

最 後 に、 皆さん の 健 康と幸 せを、 切に願って います。

CARPE DIEM!

大阪大学を定年退職後、2015 年 4 月1

日付で神戸学院大学グローバル・コミュニ

ケーション学部に就職しました。5 年間、

日本語コースの外国人留学生に日本語を教

えました。毎年１本の論文執筆を目標にし、

達成しました。

「国会会議録を用いた日本語の研究」で

は会議の動画を視聴して、ほとんどの「で

しょうよ。」が下降調イントネーションであることを確認しまし

た。「終助詞『よ』を文末に持つ文のモダリティー─国会会議

録と衆議院インターネット審議中継の動画を資料として─」で

はイントネーションや口調や表情を参考にして発話・伝達に関

するモダリティーを分析しました。「表現の文法性または適切

性の判断について─『んだろう』を例として─」では、安倍晋三

首相（当時）の「んだろう」という言い方に違和感を持ったのが

きっかけで、「ん」のない「だろう」と比較して考察しました。「倉

吉方言の文末詞」はずっと分析したいと思っていた母方言の分

析・考察です。「副詞『そもそも』の意味─「基本的に」という

意味は認められるか─」では安倍首相（当時）が国会で「これ

は基本的にという意味もあるということもぜひ知っておいてい

ただきたい」と答弁したことの当否を検証しました。その結果、

根拠のない強弁だとの結論に至りました。

退職後の 2020 年 4 月以降はコロナ禍でのステイホームで日

本語の言語事実について観察することを続けています。日本

語はボクの暮らしのパートナーです。

日本語は暮らしのパートナー CANTARE, MANGIARE, AMORE

小矢野哲夫
大阪大学名誉教授

（日本語）

伊藤太吾
大阪大学名誉教授

（スペイン語）（院 S2）
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新型コロナウイルス ･ パンデミックは未だに収束の
兆しが見えません。その中で芸術も大きな影響を受
けていますが、一方で、コロナ禍の人々の心を癒し、
励ましてくれる「芸術の力」が見直されています。

私は 20 年前から公益財団法人日本美術協会で、絵
画、彫刻、建築、音楽、演劇 ･ 映像の 5 部門の優れ
た芸術家を顕彰する「高松宮殿下記念世界文化賞」

（世界文化賞、PRAEMIUM IMPERIALE、https://www.
praemiumimperiale.org/ja/）を担当してきました。海
外では、日本発の「芸術のノーベル賞」とも評されて
います。

毎年、5 月から 1 カ月間、
海外受賞者のインタビュ
ー取材に出かけるのが常
でしたが、昨年はコロナ
禍のために受賞者発表と
授賞式は延期となり、海
外取材もできませんでし
た。今年も海外には行け
ませんでしたが、9 月 14
日に受賞者は発表します。
しかし、10 月下旬の授賞
式は、またも中止するこ
とになりました。

この 20 年間にインタビューした受賞者は 100 人
（25 カ国）ほどになります。巨匠たちの豊かな個性と
作品に接し、芸術家の魅力を実感できる得難い経験で
した。昨年は、過去の受賞者 50 人にコロナ禍の感想
を聞き、『芸術の力とコロナウイルス ･ パンデミック』
と題する報告書にまとめました。

その中で、英国の画家ブリジット ･ ライリー（90 歳）
は「自己規律、忍耐、楽観主義、寛容さ、そして少し
のユーモアを備えてコロナと共存する方法を学ばね
ばならない」、イタリアの画家ミケランジェロ ･ ピス
トレット（88 歳）は「人間の創造性がかき立てられ、
人工物と自然の真のバランスが確立されて『社会の再
生』が可能になるのを期待する」、建築家の安藤忠雄

（80 歳）は「芸術の力は人々の心を一つにまとめるこ
とができるので、芸術家の果たすべき役割はコロナ
前よりもむしろ大きくなる」と前向きです。

「芸術の力」は、作品を通じて受け手の価値観や生き
方を変えることもありますが、コロナ禍で分断され
た人々の繋がりや絆を再生させる役割も期待されて
います。だからこそ世界文化賞は、今後もコロナに
も負けない「芸術の力」を生み出してくれる創造者へ
の支援を強めていくべきでしょう。

それにしても、私が “ インタビュー行脚 ” を 20 年
続けられたのは、新聞記者時代から「インタビュー」
が習い性となっていたからかもしれません。半世紀以
上も昔の外語時代を思い返すと、新聞記者志望の動
機は、「サンケイスカラシップ」でワシントン D.C. の

ジョージ ･ ワシントン大
学に留学した際、大学近
くのホワイトハウス周辺
を歩き回りながら国際政
治の “ 息吹 ” を肌で感じ、
自分で記事を書きたいと
いう単純な思いからでし
た。

因みに、同時期（1967-
68 年）に米国留学した「サ
ンケイスカラー」には、外
語同級生の松田武さん（京
都外国語大学学長）と佐藤

（旧姓橋詰）敬さんがいます。その同期生の一人（サン
フランシスコ在住）から、米、英、独、仏に留学した
同期生の初の同窓会を東京で開く話が持ち込まれま
した。ワクチン接種を終え、コロナが落ちつくのを
念じながら、今年 11 月に「半世紀」を語り合える機会
を楽しみにしています。

公益財団法人日本美術協会
「高松宮殿下記念世界文化賞」事務局長

元産経新聞ロンドン支局長

野津修敏 （大 E17）

コロナにも負けない「芸術の力」

2014 年受賞者のアルヴォ ･ ペルト（作曲家）とエストニア･ タリンにて

略歴
1944年島根県生まれ、1969年大阪外国語大学英語
学科卒業、1969年産経新聞社入社、京都支局、経済
部、夕刊フジ、ワシントン特派員、ニューヨーク支局
長、ロンドン支局長、社長･会長秘書役、外信部編集
委員兼論説委員、2001年から公益財団法人日本美
術協会「高松宮殿下記念世界文化賞」事務局長

菜
の
花

懐かしの恩師は今
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2009 年、本欄に近況報告してから13 年が経ち、そのあい

だビルマ語専攻では、いろいろなことがありました。

まず教員の顔ぶれが一新しました。2009 年に藪司郎先生

の退官と井上さゆり先生の着任をお伝えしましたが、2013 年

には南田みどり先生が退官されて私、池田が着任、2017 年に

は加藤昌彦先生が慶應大学に移籍されて大塚行誠先生が着

任しました。

2011 年、ミャンマーでのテインセイン政権成立はおもわぬ

「民主化」をもたらし、その恩恵はビルマ語専攻にもおよびま

した。それから10 年のあいだ、専攻としては初めての交流協

定を、ヤンゴン大学とマンダレー大学の２校との間で結ぶこと

ができました（井上先生のご尽力）。ヤンゴン外国語大学を中

心に、ミャンマーへの留学渡航も、ぐっと増え、2015 年から

はヤンゴン大学への短期研修を始めることができました。

2017 年 12 月には、なんとミャンマー大統領のティンチョー

さんが箕面のわれわれの学び舎を訪問してくれました！大統領

のご尊父・故ウー・ウン先生はミャンマーではつとに知られた

作家ですが、我が専攻の初代特任教授として、70 年代後半

の 5 年間在籍されていたのです。これを機に大野徹先生、藪

先生、南田先生、原田正美先生もお集まりくださり、在学生

とたのしい話の輪となりました。

2020 年春先からはじまったコロナ禍は、我らの専攻にも試

練となりました。その 3 月、留学生たち、インターン生たちが

大事なく帰国できたのは在緬同窓生の皆様のおかげです。あ

らためて御礼申し上げます。

この年の暮れ、感染症が猛威をふるうさなか、「箕面キャン

パスありがとう＆さよなら会」に合わせ、ビルマ語専攻の同窓

会創設が決まりました。さよなら会は中止となりましたが、わ

れわれはしぶとくオンラインで開催し、日本全国どころか在緬

と海外在住の同窓生の皆様、退官された先生方が、たくさん

参加くださいました。そして 2021 年、ミャンマーはまたぞろ

クーデター、専攻にさらなる試練を与えています。ミャンマー

の人々の忍耐強さを思い、われわれもこれに耐えて良い専攻

を作っていく所存です。 

旧大阪外国語大学から連綿と続いてきた「夏まつり」をここ

箕面船場の新キャンパスにていかに続けていくか、私たち新

事務局に課せられた大きな命題であります。そして私たちは大

学と協働して、今年の夏まつりを「国際フェスティバル」と銘打

ち、大学・地域・周辺企業の産官学民の皆様に参画いただき、

新しい箕面船場の街びらきとして地域に生きる夏まつりを目指

して行うことにいたしました。そのうえで今年度、国際フェス

ティバルは「世界旅行」をテーマに大阪大学外国語学部の中に

ある国際性だけでなく、箕面の街の中の国際性にも注目して、

多様性豊かな大学祭を実現します。

Covid-19 の世界的な流行の中、私たちは約２年間もの間、

なにか大切なものが奪われているような日々を過ごしてまいり

ました。１０月の開催日程でも、その現状はもしかすると変わ

っていないかもしれません。しかし、私たちは大阪大学の様々

な専門家の先生方、大学事務と連携して、感染症対策を厳格

に行い、感染症対策ガイドラインを遵守して、奪われたあの

日々を少しでも取り戻したいのです。

私たち学生は４年間しか大学にいることができません。しか

し、咲耶会のみなさまの結束からわかるように、この４年間

がいかに人生にとって重要かはかり知ることはできません。全

てを取り戻すことができないにしろ、私たちはできることを確

実に行い、学生文化、地域文化、大学文化が花開く国際フェ

スティバルを実現します。

国際フェスティバル実現にあたり、日 ご々支援を賜り深く感

謝申し上げます。また、引き続き、新しいキャンパスでの大学

祭にご支援ご鞭撻賜りますようどうぞよろ

しくお願いいたします。

それでは 10 月の晴れやかな国際

フェスティバルにて皆様にお会いでき

ますように。

こんにちは。2021 年 度

語劇祭実行委員会委員長を

務めさせていただいており

ます、イタリア語専攻 3 年

の安田優美香です。

今年は大阪外国語大学

設 立から 100 周年、大阪

大学外国語学部になってか

らは 14 周年を迎える節目

の年となります。キャンパ

ス自体もこの 4 月に新しく

粟生間谷地区から船場地区に移転いたしました。そのような

大切な年に、外国語大学時代から続く伝統行事に委員長とし

て関われることをとても嬉しく思っております。

語劇祭には 1 年生では裏方として、2 年生では役者として

参加し、専攻言語の文化や表現を授業外でも沢山学ばせてい

ただきました。また、簡単に外国の言語、文化に触れること

ができるということも語劇祭の醍醐味だと思っています。毎年

10 か国語以上の専攻語が参加している語劇祭では、２日間で

の開催ですが、会場に足を運ぶだけで本当に多くの国の雰囲

気を感じることができます。まさに海外旅行をしているような

感じです。新型コロナウイルスの影響で多くの方が長らく海外

から遠ざかっておられるかと思いますので、ぜひ今年は箕面

市でプチ世界旅行を楽しんでいただけたらと思います。

また昨年は新型コロナウイルスの感染拡大の為、無観客で

の開催となってしまいました。昨年直接お届けできなかった分、

今年こそは対面で、より良い形で観ていただけるよう、語劇祭

実行委員会役員、そして各専攻語参加者全員がそれぞれ一丸

となって取り組んでおります。ぜひ観に来てください。

大阪大学外国語学部ヒンディー語専攻は、南アジアを代表

するこの言語を本格的に学べる数少ない本邦教育機関の一つ

として、今日も活動を続けています。現在の所属教員は、長

崎広子教授（ヒンディー語文学）、西岡美樹准教授（ヒンディ

ー語言語学）、2019 年春にご退官された高橋明教授の後任と

して着任した拓徹助教（南アジアの政治・社会・歴史）の 3 名

であり、加えてネイティブ教員としてヴェーダ・プラカーシュ・

スィング先生、非常勤講師として松木園久子先生ほか、多数

の先生方をお迎えし、ヒンディー語、およびインドを中心とす

る南アジアの言語・文化・社会について広く教育と研究に努め

ております。

とはいえ、本専攻も当然ながら、昨春より猛威を振るうコロ

ナ禍の影響を受けて参りました。本専攻では、高橋明先生の

ご尽力によりインドのデリー大学、ティラク・マハーラーシュ

トラ大学、ジャワーハルラール・ネルー大学の 3 校と部局間

協定を結び、毎年数名ずつの学生をヒンディー語学習のため

に留学させていますが、2019 年度にデリー大へ派遣された 3

名の学生が昨春ぎりぎりのタイミングでプログラムを修了し、

大変な苦労の末に見つけた航空便でかろうじて帰国したのを

最後に、これまで一年以上の期間にわたってインド留学がで

きない状況が続いています。

インド訪問を夢見て入学した本専攻の学生たちにとって、海

外渡航できない状況はまさに受難以外の何物でもないのです

が、学生たちはこの逆境に負けず、主にオンラインによる学習

を続けてきました。昨年度は恒例の語劇祭も無観客・ビデオ

収録による開催となりましたが、本専攻ではヴェーダ先生のご

指導の下、当時の一年生を中心に『ボーラーラームの魂』を上

演しました。また、昨年度末には外国語学部のキャンパス移転

という一大事業も敢行され、

学生たちは箕面船場の新キ

ャンパスで心機一転すべく、

コロナ後の学生生活を鋭意

準備中です。今後とも、ヒ

ンディー語専攻を何卒よろ

しくお願い申し上げます。

ビルマ語専攻の今　　　　     池田一人
大阪大学　言語社会研究科　言語社会専攻　准教授

外国語学部　ビルマ語専攻代表

国際フェスティバル開催にあたって
国際フェスティバル学生運営事務局

事務局長

『節目の年、念願の対面開催へ』
～語劇祭でプチ世界旅行～

2021 年度語劇祭実行委員会委員長

ヒンディー語専攻の今　　　    拓　徹
大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻　助教

外国語学部　ヒンディー語専攻代表

キャンパス内でオンライン授業を受ける
新 1 年生たち（2021 年 5 月）

マスク姿で学位記授与式に臨む卒業生たちと教員一同（2021年 3月）
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大谷真寛（人間科学部人間科学科４年）

安田優美香（イタリア語専攻 3 年）

◇「箕面国際フェスティバル（略称：国フェス）のご案内 ◇

阪大生と箕面市民の皆様との協働による開学記念イベントに
ぜひお越しください。

主　催：箕面国際フェスティバル運営委員会
主　管：国際フェスティバル学生運営事務局
テーマ：「世界旅行」
開催日程：10 月 2 日（土）〜 3 日（日）
開催会場：大阪大学箕面新キャンパス
企画内容：展示・発表、ステージ発表、模擬店、縁日、

リレー講義、各種ワークショップ、体験・交流企画、
民族音楽コレクション、スタンプラリー等

詳細は、国際フェスティバル学生運営事務局のホームページをご覧ください。

URL：https://kokusaifes.com
咲耶会企画：展示、ありさよグッズ募金活動

オンライン配信交流スペース

◇「語劇祭」のご案内 ◇

開催日時：11 月 27 日（土）〜 28 日（日）
開催会場：COM3 号館 3F ステージ　
• 詳細は、外国語学部ホームページ、咲耶会ホームページ、SNS 等で

お知らせします。
•10 月 2 日、3 日の「箕面国際フェスティバル」で、昨年度の語劇祭の

上映会を行う予定です。両日とも午前 10 時半に開始、会場は箕面
新キャンパス 502 講義室です。タイムスケジュールは語劇祭実行委
員会公式 Twitter, Instagram アカウントで公開の予定です。



C A M P U S  N E W S

◆
告
知
板
◆

17 18

CA
M

PU
S N

EW
S

部
活
動
の
広
場

広 場の部 動活

私が入部した 1996 年は、前
年 3 部リーグで優勝。入替戦
にも勝利し、2 部リーグに昇格
し、意気揚 と々リーグ戦に臨ん

だが、残念ながら全敗、再び 3 部リーグに降格。そこ
からチームは暗黒期に突入。97 年、98 年も全敗。主
将として臨んだ最終年（99 年）も、リーグ規程人数に部
員が足りない中、友人や退部したメンバーにも協力して
もらいリーグ戦には参加できたものの、連敗が続いた。
最終学年の最終戦、忘れもしない外大グラウンドでの大
阪商業大学との試合。前半は劣勢が続いたものの、試
合前のスカウティングが奏功し、後半についに逆転。そ
の後、再び再逆転され、残りはわずか 20 数秒のところ
で、再び逆転し、劇的な勝利をつかみ取ることができた。
正直、在籍期間の戦績は誇れるものではないが、OB、
同期、後輩に助けられ、やっとつかみ取った公式戦初
勝利は人生の財産である。

こんにちは。大阪大学スト
リートダンスサークル ROOTS
です。

今年 24 年目を迎える ROOTS
は、現在、部員数は約 100 名で活動しています。主な
活動場所は、例年通り、豊中キャンパス内のピロティ、
小野原にある太陽の家であり、今年からは箕面新キャ
ンパスに隣接する、生涯学習センターの利用も始まり
ました。

2020 年はサーク
ルにとって今までに
類を見ない非常に
活動の少ない一年
でした。満足のいく
新入生歓迎のため
のイベントや学園
祭を行うことができ
なかったことが大き

Gamblers とともに
歩んだ 20 代
アメフト部 OB

村田誠貴（大 SH49）

感情をダンスに
ストリートダンスサークル
ROOTS

山添　優（ドイツ語専攻３年）

2000 年前半に実施された OB 戦の際の集合写真

阪大統合後に実施された最初で
最後の合同 OB 戦の際の写真

引退後はチームに恩返しするため学生コーチ、卒業後
もコーチとして携わり、私が現役時代からヘッドコーチ
の丹生氏の後を受け継ぎ、ヘッドコーチに就任。また長
きにわたり監督を務められた大島氏の転勤に伴い、監督
という大役も拝命した。大島氏が帰阪された後も再びヘ
ッドコーチとして、統合前の最後の年までチームに携わ
ることができたのは、今振り返っても非常に光栄なこと
である。

現チームである Tridents に移行後は、OB 戦が無くな
り、寂しい限りではあるが、また OB 戦で諸先輩、後輩
と会えることを楽しみにしたい。

な心残りです。しかし、一方で、新入生向けに、SNS で
の活動に力を入れました。具体的には、ZOOM を使っ
て説明会を開催したり、インスタグラムでダンス動画や
メンバー紹介の投稿を発信したりしました。部員が集ま
ることはできませんでしたが、一人ひとりが SNS 上で積
極的に参加できたのではないかと思います。

Improvement というROOTS が運営するイベントを開
催できたことが唯一の達成であったと思います。感染症
対策に気を配りながら、タイミングを考えながら、の計
画は難しいものでありましたが、ダンスってすばらしい！と
参加した全員が再確認できたイベントだったと思います。

現在はサークル活動が再開しましたが、今後どのよう
な状況になるかわからないという不安は消えません。し

かし、ダンスが好
きという気持ちを
見失わないように、
自分たちが踊って
表現したいことをは
っきりと表現できる
ように、積極的に
活動していきたい
です。

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　朝鮮語　助教

岩
い わ い

井亮
りょうた

雄

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　ウルドゥー語　助教

宮
みやもと

本隆
た か し

史  

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　フランス語　助教

篠
しのはら

原　 学
　まなぶ

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　ハンガリー語　助教

江
え ぐ ち

口清
き よ こ

子  

大阪大学　言語文化研究科
日本語・日本文化専攻　講師

鴻
こ う の

野知
ともあき

暁  

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　ドイツ語　助教

　 橘
　たちばな

   宏
ひろすけ

亮  

大阪大学　言語文化研究科
日本語・日本文化専攻　講師

櫻
さくらい

井千
ち ほ

穂  

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　イタリア語　特任講師（常勤）

P
ポ ッ ツ ィ

ozzi C
カ ル ロ
arlo E

エ ド ア ル ド
doardo  

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　英語　講師

岡
おかもと

本太
た す け

助  

大阪大学　言語文化研究科
言語社会専攻　英語　講師

藤
ふじやま

山一
か ず き

樹

着任のメッセージ

朝鮮語学が専門です。学位論文では現代朝鮮
語の母音の変化を考察しました。朝鮮語学、
朝鮮文学、朝鮮語の授業を担当しております。

４月に着任して２か月が経ちましたが、ことばを観察して分析するこ
との楽しみを学生と享受できるように悪戦苦闘しております。

ウルドゥー語と南アジア社会についての教育と
歴史研究に取り組んでいます。インドとパーキ
スターンの人びとも、コロナ禍の中で厳しい生

活を強いられています。同時代に日本に生きるわたしたちが、共に歩
んでいく道を、学生さんたちといっしょに探していきたいと思っており
ます。

チェコ生まれのフランス語作家、ミラン・クン
デラの文学に魅せられ、研究を続けてきた私
が、外国語教育・研究の長い伝統をもつ本学

に着任したことにご縁を感じています。これから学生たちとともに探
求を深めていく所存です。どうぞよろしくお願いいたします。

日本語教師としてハンガリーへ派遣されたこと
がきっかけで、ハンガリー語の研究に携わるよ
うになりました。これまでお導きくださった先

生方へのご恩返しの思いを込めて、次世代を担う学生のみなさんに
バトンを繋いで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

日本語の奈良時代から平安時代における文法
論を専門としており、コーパスを分析手法に取
り入れることも行っています。美しい山々を望

む新キャンパスで、元気の良い学生さんとふれあえることを楽しみに
しています。どうぞよろしくお願いいたします。

ゲーテ時代のドイツ文学・文化について研究し
ておりますが、学部では法律を学んでおりまし
た。伝統ある大阪大学で、学生たちとともに文

化や社会について幅広く考える機会をいただき大変ありがたく、また
嬉しく思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

複数言語環境で育つ子どものことばの発達に
ついて研究しつつ、学校現場の教員や支援者
の方 と々様々な教育実践を行っています。大阪

大学の学生たちと共に、多様化する社会の一員としてできることを考
えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

ミラノの大学ではイタリア外交史を、京都の大
学では日伊関係を専攻しました。現在は日伊間
の外交関係史を中心に分析しています。私が日

本から受けた恩恵のように、皆さんがイタリア語やイタリアとの関係
を深めることで、豊かな学びを得られるよう尽力していきたいです。
よろしくお願いいたします。

私は 1993 年に学部に入学し、阪大での助教
職を経て、昨年度まで九州大学にて教鞭をとっ
ておりました。この度、恩師のご退職を機に母

校へ戻り、アメリカ演劇と文学の授業を担当することとなりました。
新キャンパスにて心機一転、教育と研究に邁進してまいります。

伝統ある本研究科に迎えていただき、大変嬉
しく存じます。20 世紀の縮図というべき戦間期

（1919-1939）の国際関係を、当時の主要大国・
イギリスの視点から研究しています。現代世界の成り立ちを学ぶ醍
醐味を学生の皆さんに味わってもらえるよう、日々励んでまいります。

◆令和２年度退職教員
松村耕光　言語文化研究科 教授（ウルドゥー語）

早稲田みか　言語文化研究科 教授（ハンガリー語）

貴志雅之　言語文化研究科 教授（英語）

岡田　新　言語文化研究科 教授（英語）

杉田米行　言語文化研究科 教授（英語）

高階早苗　言語文化研究科 教授（フランス語）

◆受勲者のご披露
● 令和２年秋の叙勲　瑞宝中綬章

橋本　勝 氏 
（大阪外国語大学名誉教授）（大 M13）

● 令和３年春の叙勲　瑞宝重光章
河田悌一 氏 

（関西大学元学長・名誉教授）（大 C16）

真嶋潤子　言語文化研究科 教授（日本語）

小西敏夫　言語文化研究科 准教授（朝鮮語）

黒谷茂宏　言語文化研究科 講師（ドイツ語）

小池　康　言語文化研究科 助教（日本語）

CARDI LUCIANA  特任講師（常勤）（イタリア語）
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令和2年度 咲耶会総会のご報告
新型コロナウィルス感染拡大のため異例の開催となりました

母校創立 100 周年の前夜祭ともなるべき、令和 2 年度咲耶

会総会が 10 月 25 日（日）、大阪大学中之島センターにて、オ

ンライン併用、参加人数を制限しての開催となりました。会場

出席者 22 名、オンラインでの出席者 45 名、204 名の会員の

皆様から委任状を提出していただきました。

総会では、令和元年度の決算報告と令和 2 年度の予算案を

承認。平成３０年度総会で選任された、大水勇会長、小林正受

副会長、西尾齊幹事、深川

泰博幹事、後藤峻幹事、少

德敬雄相談役の 6 名の役

員の再任が承認されました。

2021 年の大阪外国語大

学創立 100 周年・箕面新キャンパス移転事業のための寄付金

として、前年度総会では、咲耶会の積立金から、大阪大学未

来基金「大阪大学箕面新キャンパス整備事業」に1,000 万円を

寄付することをご承認いただきました。 令和 2 年度の予算案

では、さらに広く寄付を募るため、「外大 100 周年記念寄付事

業プロジェクト（ありさよ記念グッズ付寄付）を立ち上げ、募金

目標額を 700 万円、返礼用記念品制作費、発送費等の必要

経費を差し引き、350 万円を「大阪大学箕面新キャンパス整備

事業」に寄付することをご承認いただきました。

報告事項としては、第 5 回「咲耶出版大賞」の選考結果を石

野伸子選考委員長から発表。例年の総会での表彰式は割愛、

受賞者のスピーチに代えて、大賞受賞者の澤田和彦氏、特別賞

受賞者の関口英子氏・横山千里氏、真嶋潤子氏には、コメント

をお願いし、咲耶会のホームページに掲載する旨お伝えしました。

樽井副会長からは、イスタンブル支部の設立についてのご

報告がありました。

コロナ禍の一日も早い収束により、100 周年本番の 2021 年

こそ、新キャンパスに多くの同窓生が集う「記念総会」が実現す

るよう、誰もが願った一日でした。　　　　  （文責：井上泰子）

令和3年度 咲耶会総会の開催について
2021 年の咲耶会総会は、大阪外国語大学創立 100 周年・

箕面新キャンパス開学記念の年にふさわしい、一大イベントと

なる予定でした。楽しみにされていた方も多いと思います。新

型コロナウィルス感染症の拡大に歯止めがかからず、7 月の咲

耶会幹事会で慎重に検討した結果、昨年に準じた形での開催

となります。講演会、懇親会は割愛、議案の審議に絞り、オ

ンライン併用にて、下記のとおり開催いたします。会員の皆様

には、ご了承くださいますよう、何とぞよろしくお願い申し上げ

ます。一日も早いコロナ禍の収束を願い、来年こそ、多くの会

員の皆様が一堂に会し、母校創立 100 周年と新キャンパス竣

工を祝す、「特別記念総会」を実現させたいと思います。

会費のクレジット決済をご活用ください
2018年 4月から、咲耶会では会員の皆さまからの会費、

賛助金を少しでもご協力していただきやすくするために、クレ

ジット決済を導入しています。年々、会員が増加し咲耶会活

動にかかる予算も増加する中、皆さまのご協力、ご支援で咲

耶会活動の活性化と母校支援を充実させていきたく存じます。

海外からのお支払いも便利になりましたので、海外支部の

皆さまには、ぜひご活用いただきますよう、よろしくお願い

いたします。詳細は、咲耶会ホームページをご覧ください。

このクレジット決済は咲耶会のデータ管理、名簿作成で

長年業務委託している株式会社サラトのシステムを利用

していますが、クレジット決済に関するクレジット情報は

三井住友ファイナンシャルサービスにのみ残るシステムで

運用していますので安心してご利用ください。

※ご利用いただけるクレジットカードは、
VISA、Master のみです。

※咲耶会ホームページから、クレジット決済ページへアクセス
することができます。

＜咲耶会ホームページ＞ sakuyakai.net
なお、2019 年度から、会報『咲耶』賛助金を、会報以外

の多目的に活用させていただくため、単に「賛助金」といた

しております。皆さまの温かいご理解のもとご支援よろし

くお願い申し上げます。

1962 年創部の大阪外大ギタ
ークラブは、 公 式 な OG・OB
会が存在しておらず、卒業生が

国内や海外に分散していて、比較的人数が揃う東京と大
阪などで有志が食事会で集う状態が続いていましたが、
昨年来、コロナ禍で会食はおろか、外出も儘ならず巣ご
もりに近い自粛生活の状況下、学生時代ギターという共
通の趣味のもとに狭い部室で活動した元部員が今一度
青春の思い出と心の憩いを共有出来ないか、という趣
旨で、当時の部員の連絡先の集約作業に着手しました。

阪大との統合後も、「大阪大学箕面キャンパスギター

上八学舎卒業ギター
クラブＯＧ・ＯＢ会
活動報告
諏訪忠泰（大 S19）

クラブ」として部活は続きましたが、今回元部員経由連
絡先を辿れる範囲の上八学舎の卒業生（1964 年卒〜
1979 年卒）に、先ずは絞り込みました。昨秋、皆さん
のご協力を得て、OG・OB30 人余の部活の思い出や近
況などを綴った「寄稿集」、さらに「卒業アルバム」「定
演プログラム集」「上六上八街並み編」等を編集、配付し、
メンバー間のＥメールによる交信が動き出しました。

ギターの演奏活動を続けているメンバーは少なく、
OG・OB による演奏の再現は難しいかも知れませんが、
コロナが収束し、いつか全員が年次を超えて集える日が
来ることを願っています。

●１９６４〜１９７９年上八学舎卒で、本会に未参加の
方々は、 ぜ ひ【 諏 訪：tadsuwa@gmail.com と 岡 本：
ok808102w@gmail.com 両名宛】に、ご連絡ください。
尚、在学途中で退部を余儀なくされた方々も、一度でも
定演に出演頂いていれば、入会歓迎です。

日時：令和 3 年 11 月 13 日（土）午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

会場：大阪大学　箕面キャンパス 外国学研究講義棟１Ｆ
大阪外国語大学記念ホール　

所在地：〒 562-8678　箕面市船場東 3-5-10
TEL：072-728-2327（咲耶会事務局直通）    　　　　　

アクセス：北大阪急行・大阪モノレール「千里中央駅」または、阪急
電鉄「箕面駅」から阪急バス乗車、「新船場北詰」下車、徒歩約 5 分

議案：第一号議案　令和 2 年度決算および会計監査報告
第二号議案　令和 3 年度予算案
第三号議案　令和 3 年度本部役員選任

その他：第一号議案と第二号議案については、P.22 決算報告書と予
算案をご参照ください。

参加ご希望の方は、同封のはがきにてお申込みください。オンライ
ンによる参加を希望される方は、はがきにメールアドレスをご記入く
ださい。咲耶会会則「第 5 章 会議」により、委任状による出席も認め
られています。

第２７条　総会の議事は、出席正会員・準会員および特別会員の過
半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところ
による。（委任状出席）

第２８条　総会にやむを得ない事由により出席出来ない正会員は、委
任状を提出して前条の議決に参加することが出来る。その
場合、委任状を提出した正会員は、出席したものとみなす。

※なお、当日、午前 11 時～午後 1 時 30 分の間、幹事・支部長会議
を開催する予定です。

現役、OB・OG を問わず、部活動ならではの交流の様子
をお寄せください。執筆要領は右記のとおりです。

（詳細は咲耶会事務局にお問い合わせください）

● 原稿字数：600 字程度
題名をつけてください。（題名は原稿字数に含めず）
スナップ写真を１～２枚ご提供ください。

● 原稿の締切：6 月末　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇「部活動の広場」へのご寄稿をお待ちしています  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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第6回 咲耶出版大賞が決定しました
選考委員長  石野伸子（大 D22 ）

卒業生や教員による 2020

年刊行の出版物を対象とす

る「第６回咲耶出版大賞」の

受賞作品が決定した。大賞

に選ばれたのは、春名幹男

氏（大 D17）の『ロッキード

疑獄  角栄ヲ葬リ巨悪ヲ逃ス』（KADOKAWA ）。

６回目を迎えた今年も、学術書から翻訳本、絵本、実用書

など多彩なジャンルの作品１４点が寄せられたが、今回は４人

の選考委員がそろって「充実した内容で読むのが楽しかった」

と感想を述べた力作ぞろい。

その中から選ばれた『ロッキード疑獄』は、共同通信ワシン

トン特派員などをつとめた国際ジャーナリストの著者が、15

年の歳月をかけて事件の深層に迫った労作。すでに大宅壮一

ノンフィクション賞（2021）の候補作に選ばれるなど、高い評

価を得ている。事件の背景にあるものは何だったのか、時代

を経て初めて見えてくるものもある。公開された英文の公文書

などを読み込み、日米外交の裏側に潜むものを追求する筆致

は「抜群の読み応え」。「まさに現代史を読み解く快感がある」

「多くの同窓生に薦めたい」と、強い支持を集めた。

特別賞は、霜鳥慶邦氏（院後言語 5・大阪大学大学院言語

文化研究科准教授）による『百年の記憶と未来への松明（トー

チ）二十一世紀英語圏文学・文化と第一次世界大戦の記憶』（松

柏社）。100 年前の戦争の記憶を、カナダ、オーストラリア、

パキスタンなど、幅広い国に視点を広げ、各国の現代文学に

つなげることによって、この 100 年で取り残されてきた世界の

課題を浮き彫りにする。テロ・移民・難民・先住民。戦跡や

記念碑など筆者が各地で撮影した写真も豊富で、著述への理

解を助けてくれる。

咲耶出版大賞は、咲耶会によって 2016 年に創設された。

過去１年間（１―12 月）に卒業生や教員などによって書かれた

著作を対象に毎年春に募集を行い、応募作品の中から、卒

業生や教員４人で構成する選考委員会で決定する。大賞賞金

５万円、特別賞１万円。秋の総会で授賞式が行われる。応募

要項など、詳しくは咲耶会ホームページ。

オンライン交流会、継続していました
若手活性化委員会委員 /在学生支援委員会委員  後藤　峻（夜 F42）

コロナ禍の影響が長期化するなか、大学の授業も状況に合

わせてオンラインとリアルを繰り返していたのがこの 1 年半で

した。咲耶会または OGOB として、昨年の 4 月にスタートしま

したオンライン相談会（sakuya meets）は、この状況に合わせ

て断続的に開催してきました（主な開催時期：2020 年 4 月〜

8 月、2021 年 1 月〜 3 月、2021 年 5 月〜 6 月）。

活動当初は自宅

待機で人に会いにく

い状況のなか「オン

ラインでも、誰 か

に相談できる機会

があること」そのも

のが喜ばれていまし

たが、次第にその環境は改善される上で、次の変化が生まれ

ました。「大学の卒業生がどのように活躍しているか、どのよう

なキャリアを歩まれているかを実際にお聞きする機会となって

よかった」という点に関心をもって参加される学生が増え、学

年も２〜３年生の比率が増えていきました。（緊急事態宣言下

で部活やアルバイトなども止まり社会で経験する機会が少なく

2021 年版「同窓生名簿」まもなく刊行します　　　　　　　　  同窓生名簿編集委員会

母校創立 100周年・箕面新キャンパス開学記念刊行の

2021年版「同窓生名簿」がまもなく完成します。装丁も新

しく、新学舎の写真もふんだんに掲載されています。

同窓生の皆様には、現況確認にご協力いただき誠にあり

がとうございました。また、多くの方々から、広告掲載、

賛助金、名簿購入のご予約等、ご支援をいただきました。

あらためて御礼申し上げます。

個人情報の保護にはより一層留意し、同窓生の親睦・交

流、在学生の支援に活用してまいります。発刊後も、ご住

所等に変更がありましたら、忘れずに咲耶会にご連絡をお

願いいたします。

なお、購入予約をされていない方でも、咲耶会会員であ

ればご購入いただけます。ご希望の方は事務局までご連絡

ください。在学生会員の方には、就職活動等にご活用いた

だけるよう、無料で進呈いたします。会員証をお持ちの上、

事務局までお越しください。

【名簿の内容】

●収録者：学校創立から現在までの同窓生約 49,000 名

●発行日：2021 年 10 月下旬

●頒布価格：6,400 円

●賛助価格：12,000 円

コンビニエンスストア・郵便局でのお支払い

毎年、当会より会員の皆さまへ送付する同窓会報に振込用

紙を同封しています。お手元に届きました振込用紙をご利用く

ださい。万が一会報が届いていない場合は、お手数でも同窓

会事務局へご一報願います。次年度より会報を送付いたします。

振込用紙を紛失した方は、郵便局もしくはクレジットカードで

の払い込みをお願いいたします。払込手数料は、当会が負担

いたします。ご利用いただけるコンビニエンスストアは以下の

とおりです。

■振込用紙は下記の 3 種類を同封しています。

①年会費 3,000 円のみ送付用（郵便局、コンビニエンススト

アのどちらでも使えます。）

②年会費・賛助金一括送付用（年会費 3,000 円、賛助金一口

3,000 円、計 6,000 円を一括してお送りいただけます。郵

便局、コンビニエンスストアのどちらでも使えます。）

③年会費 3,000 円＋賛助金２口以上の一括送付用（郵便局で

ご使用ください。金額欄は空欄です。年会費と賛助金の合

計額をご記入ください。）

～ご寄附をいただいた皆様に『100 年史』を謹呈～
大阪大学外国語学部では、100 周年記念事業『大阪外国語大学・大阪大学外国語学部

100 年史　写真で振り返る 100 年』の刊行準備を進めておりましたが、先般、無事に

刊行に至りました。すでに写真をご提供くださった方等にお送りしておりますが、卒

業生の方々から入手希望のご連絡を多数頂戴しております。

つきましては、外国語学部と咲耶会を繋ぐキャンペーンとして、大阪大学未来基金に

合計で 3 万円以上のご寄附をいただいた皆様に、感謝の気持ちを込めまして『100 年史』

を謹呈させていただくこととなりました。詳しくは、大阪大学外国語学部 HP、または、

咲耶会 HP をご覧ください。なお、お一人につき 1 冊のお渡しとなることをご了承く

ださい。

　　決　算 （単位：円）

収　入

入会金収入 1,775,000 

年会費収入 5,160,000 

賛助金収入 2,343,400 

咲耶広告収入 456,000 

名簿及年史収入 55,600 

総会収入※ 0 

大阪外大創立 100周年記念事業寄附金収入 8,166,300 

雑収入 279,875 

合計 18,236,175 

支　出

援助金 300,000 

事業費 479,074 

運営費 4,075,943 

咲耶作成費 2,472,537 

咲耶通信費 1,716,457 

大阪外大創立 100周年記念事業寄附金 3,500,000 

大阪外大創立 100周年記念事業費 3,523,337 

合計 16,067,348 

収支差額 2,168,827 

期首正味財産（前期より繰越） 34,757,559 

期末正味財産（次期へ繰越） 36,926,386 

　　予算案 （単位：円）

収　入

入会金収入 2,000,000 

年会費収入 5,100,000 

賛助金収入 2,400,000 

咲耶広告収入 376,000 

名簿及年史収入 1,500,000 

総会収入 0 

大阪外大創立 100周年記念事業寄附金収入 1,000,000 

雑収入 102,000 

合計 12,478,000 

支　出

援助金 300,000 

事業費 630,000 

運営費 6,248,000 

咲耶作成費 2,500,000 

咲耶通信費 1,800,000 

大阪外大創立 100周年記念事業寄附金 500,000 

大阪外大創立 100周年記念事業費 500,000 

合計 12,478,000 

収支差額 0 

期首正味財産（前期より繰越） 36,926,386 

期末正味財産（次期へ繰越） 36,926,386 

  令和 2 年度  決算報告（令和 2年7月1日～ 令和 3年 6月30日）   令和 3年度  予算案（令和 3年7月1日～ 令和 4年 6月30日）

※総会収入が 0となっているのは、新型コロナウィルス感染防止のため懇親会を
中止したことによる。

※新型コロナウィルス感染症の流行により、咲耶会の活動全体に不確実性を伴う。

就活への不安にもつながり、キャリア研究や自己理解を早い

時期からスタートされている方もいらっしゃるようです）。

これらは一時的な状況ということもありますが、キャリア相

談の相手として同窓生に期待されることとしては喜ばしいこと

であり、今後も引き続き担える関わり方かもしれないとの実感

を得た機会となりました。お忙しいなかご協力いただきました

同窓生、機会づくりに向けてご支援をいただきました皆様方

にこの場をお借りして御礼を申し上げます。

外
国語学部と咲耶会を繋ぐキャンペーン



咲 耶 会 ニ ュ ー ス

23 24

咲
耶
会
ニ
ュ
ー
ス
・
つ
ど
い

つ
ど
い
・
支
部
だ
よ
り

つどい

ロシア語同窓会「アヴローラの会」総会開催
藤本和貴夫（大 R12）

毎年６月第 3 土曜日が恒例となっている、ロシア語同窓

会「アヴローラの会」総会を、6 月 19 日（土）、ZOOM によ

るオンラインの形式で開きました。昨年は新型コロナ禍の

拡大で直前に中止を決定、今年は大事をとって箕面新キャ

ンパス「大阪外国語大学記念ホール」での開催とオンライン

「中国語専攻卒業生の交流の場 ml-pengyi」
『鵬翼』誌編集担当 青野繁治（大 C27  院 C12）

大阪外大時代から、中国

語専攻の同窓会「鵬翼会」に

便乗して、教員として、メ

ー リ ン グ リ ス ト ml-pengyi

を運営し、同窓生、卒業生

の交流を行ってきました。

阪大との統合後は、阪大の

メールアカウントで、運用

を行っていましたが、小生

の定年退職に伴い、Google  

groups にアカウントを移動し、再スタートしました。教員

時代には、大学や専攻のイベントの告知が多かったのです

が、ちょうどキャンパス移転やコロナ禍が重なったことも

あり、独自に別のホームページを立ち上げ、写真や動画、

音楽などを公開しています。「100 年史」に提供した写真以

外にも、同窓生の家に隠れていた「史料」を提供してもらい、

巣ごもり生活に対応し、これからも充実させる予定です。

1960 年代末から、今日に至る中国語劇のパンフレット表

紙や関連資料のページには、中国語劇団の YOUTUBE チャ

ンネルへのリンクが貼ってあり、過去の上演の録画を視聴

できるようになっています。3 月 31 日には、粟生間谷キャ

ンパスへのラストドライブを試み、そのドライブレコーダ

ー動画をアップロードしました。

メーリングリストの話題は、移転のほかに、卒業生の出

版した本の紹介や音楽などの趣味、それから中国がらみの

話題。例えば去年、京都のかもがわ出版が出した『中国は社

会主義か』や阿古智子東大教授の著書『香港あなたはどこへ

向かうのか』に関連して、香港における民主活動への取り締

まり、また中国国内での人権弁護士弾圧の問題が話題にな

りました。

開設した HP の URL は、

https://ss456932.stars.ne.jp/oufsc/ 

です。メーリングリスト参加希望の方

は、shig.aono@gmail.com ま で、 ご 連

絡ください。

東北支部　　　 　　　　　　　　　  黒木一吉（II E10）

東北は「笑子幸齢化」を目指して！
２年目に入ったコロナ禍で東北支部も活動を自粛、基本的

には身動きできない状況です。こうした中で開学 100 周年を

迎え、箕面新キャンパスが完成。新学舎で国際人を目指して

勉学に励む学生の姿を想像する時、大いに心弾むものがあり

ます。

同窓会事務局も移転し、何かと大変な中、快適な環境下で

今後の円滑な事務作業にご期待申し上げます。NHKBS で放

送された「小さな世界の大引っ越し」。支部会員にもお知らせ

し、懐かしくご覧いただいたことでしょう。今春には、我が大

崎市内の高校からアラビア語に合格した女子生徒もおり、殊

の外、共感の思いを強くしております。

今秋 11 月、記念ホールで予定される竣工・開学記念シンポ

ジウムや記念学術講演会などが楽しみです。東北支部の総会・

懇談会は従来、仙台市内で開催してきましたが、新時代には

新思考でと、今後は東北 6 県を回ることも考え、震災 10 年

後の復興の様子も発

信したいと思います。

東北は「少子高齢化」

が進んでおりますが、

子供達の笑顔が弾け、

高齢者が光輝き幸福

になる「笑子幸齢化」

を目指して進んで参り

ます。

支部だより

東京支部　　　　　　　　　　　　 久保義昭（大 S14）

コロナ禍での東京支部活動について
2020 年度は新型コロナの影響で、主要行事（ビアパーティ、

支部総会、新年会）は全て中止になり、月例会も４月・５月、

８月・９月は中止になりました。

しかしながら、10 月度月例会をトライアルとして、オンライ

ン講演でテストしました。12 月度月例会からは、対面講演と

オンライン講演のハイブリッド型で開き、緊急事態宣言下で

も何とか苦労しながら開催を続けています。２月度は、アフリ

カのルワンダからの講演で受講者は米国、静岡、明石市、沖

縄と色々な地区から参加され、従来の関東地区在住者中心の

月例会とは景色が変わってきました。今後もテヘランやパリ在

住の講師も予定しており、ワールドワイドなものとなります。

対面講演については、学士会館の定員 60 名の部屋を 30

名限定で実施しています。

今年の７月のビアパーティは、若手会員が多く集まる楽しい

催しですが、やはり酒食がメインであり、開催を断念せざる

を得ませんでした。

昨年 12 月、栗生間谷キャンパスを訪れた際、
電車から望んだ「太陽の塔」

の併用を目指しましたが、大阪の緊急事態宣言が総会予定

日の翌 6 月 20 日まで延長されたため、石田修一先生の講

演は来年に延期としました。

総会に向けては、例年通り会誌『アヴローラ』第 29 号を

およそ 2,000 人の会員に送付し、ホームページ (https://

www.avrora.jp/) の会員通信欄も活用して広報しましたが、

懇親会のない ZOOM 総会は、やはり「今後の課題」として

残りました。

しかし、そのような中でも大好評を博したイベントがあ

ります。急遽、新キャンパスをビデオで撮影した「箕面新

キャンパスの探検と想い出の旧キャンパス」（北岡千夏さん

撮影）の上映です。撮影者は２日かけて留学生と咲耶会事務

局のほかは、ほぼ無人の新キャンパスを「探検」し、ビデオ

にさまざまな「つぶやき」を残しています。また旧キャンパ

ス教室での最後のチャイムの音？も聞こえます。興味のあ

る方は以下をご覧ください。

https://youtu.be/J9Ndi6vzDQI

元大外大学長だった金子二郎先生の
ご遺志を継いで
松本卓美（大 C31）

大阪外大中国語学科昭和 58 年卒（大

C31）の松本卓美と申します。昨年メー

カーを定年退職し、現在 NPO 法人大阪

府日本中国友好協会で事務局長を担当

しています。この協会は 1950 年（71

年前）に設立され、現在は民間の非営

利活動団体として、日中間の友好関係を深める活動を行っ

ています。具体的には、①ボランティア活動の場、②会員

間親睦活動の場、③日中間文化交流の場といった３つの場

を会員や社会に広く提供しています。

大阪府日中友好協会と言えば、思い起こされるのは金子

二郎先生のことです。金子先生は戦前外交官としてご活躍

される一方、戦後は大阪外大中国語学科教授、そして同大

学学長として奉職されました。また、大阪府日中友好協会

会長として、1 回目は 1963 年から 3 期（6 年間）、2 回目

は 1973 年から 6 期（12 年間）、日中関係激動の時代に民

間の立場から日中友好のためにリーダーシップを発揮され

ました。私は微力ではございますが、金子二郎先生のご遺

志を継いで活動を実践しているところです。

来年（2022 年）は、日中国交正常化 50 周年記念の年に

当たります。この 50 年で中国も日本も様変わりしたことは、

皆さんご存じの通りです。大学を卒業しても、中国と何ら

かの関係を持っていたいとお考えの方は、ぜひ大阪府日中

友好協会の活動にご参加ご支援ください。大阪外大卒の会

員は指折り数える程沢山いらっしゃいます。

創立100周年・箕面新キャンパス整備事業へ
のご寄付ありがとうございました

2021 年の母校創立 100 周年を祝し、箕面新キャンパスに 

「大阪外国語大学記念ホール」を設置することを目標として、

2018 年から会員の皆様にご寄付をお願いしてまいりました。

皆様の温かいご理解と母校愛により、外国学研究講義棟 1 階

に記念ホールが完成いたしました。4 月1 日には、同ホールに

て「箕面新キャンパス竣工記念式典」が挙行されました。

「大阪に国際人を育てる」という開学の理念を具現化する場

として、大阪外国語大学の名を残すことができましたことは、

望外の喜びです。今後は、国際シンポジウムや学会、講演会、

市民フォーラムなど、「新たな知を共創する場」として大いに活

用されることを期待しています。ご寄付いただいた皆様には、

この場を借りて厚く御礼申し上げますとともに、募金の現況を

ご報告いたします。

●大阪大学未来基金「箕面新キャンパス整備事業」の 2021 年 6 月末
現在の募金額　　
寄付者延べ人数：936 名　    寄付総額：40,921,409 円  　
団体による寄付：18 団体　  寄付総額：17,748,795 円　
個人・団体 寄付総額：58,670,204 円
　　　　　　　　　   （咲耶会からの寄付金 1,350 万円を含む）
募金活動の期間は 2022 年 3 月までの予定。募金の目標額は大阪
大学全体で総額 35 億円（中之島キャンパス再開発事業 30 億円、
箕面新キャンパス整備事業 2 億円、その他記念事業費 3 億円）。

●外大 100 周年記念寄付事業プロジェクト（記念グッズ付寄付）のご
報告
2020 年 8 月～ 2021 年 6 月末までの寄付金額：8,166,300 円　

（収入予算額：700 万円）SNS による受付期間を 1 月末から 4 月末
に延長、さらに 7 月末日まで延長。寄付予算額 350 万円を、大阪
大学未来基金「箕面新キャンパス整備事業」に寄付。10 月 2 日 ( 土 )、
3日(日)に開催の「箕面国際フェスティバル」で募金活動を行う予定。

・寄付の最終報告については、2022 年発行の『咲耶』33 号で行います。
・箕面市の「ふるさと納税」を通じてご寄付いただいた方も多数いらっしゃいます。
・「箕面新キャンパス整備事業」の目標であった「大阪外国語大学記念ホール」が完

成しました。今後は、外国語学部の学生支援を目的とした大阪大学未来基金「咲
耶教育研究事業」へのご支援をよろしくお願いいたします。

髙　康治 氏（大IP10）が
紺綬褒章を
受章されました

元商社マンで、定年退職後は

「世界の人形館」を中心に、長

年社会貢献活動（寄付など）を

続けてこられた髙　康治氏が、この春、紺綬褒章を受章され

ました。誠におめでとうございます。在職中の海外駐在はもと

より、ご退職後も世界各国を精力的に訪れて、沢山の著書を

執筆されています。まさに、外語精神の権化とも言える方です。

昨年 11 月には、大阪大学未来基金「箕面新キャンパス整

備事業」に 1,500 万円ものご寄付をいただきました。写真は、

竹村景子学部長がご挨拶に伺った際に撮影したものです。
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京都支部　　　　　　　　　　　荒木泰子（大 E 1 0 ）

　8 月以降と限定しなくても、Covid-19 の影響で 2020 年

は全く活動できていません。例年 6 月に開く幹事会も開催

できず、そこで検討する支部総会の話も当然ないまま…。

「大阪外語同窓会 京都支部」と名乗っていたのを、本部

とのつながりを明確化しようと、「咲耶会（大阪外語同窓

会）京都支部」と改称しようと決めた（2019 年）のが目新し

いくらいでしょうか。

過去数年努力してきた脱老人会化の動きとして、総会で

の講師、幹事の若返りは継続していきたいと願っています。

その証拠に比較的若い幹事（濱屋伸子さん、長尾美千代さ

ん）と写した写真を下に添えます。

岐阜支部　　　　　　　　　　　　丹羽宏造（大 I N 7 ）

岐阜支部 支部総会 残念ながら現時点では未定です。
支部総会の参加者は高齢者の方が中心になってますが、幅

広く参加者を募るためには、若い方たちのワクチン接種もほぼ

行き亘ったことを確認したいと考えます。

支部だより

神戸支部　　　　　　　  大森久美子（大 D M 3 6 ）

神戸支部は、コロナ禍での生活について、支部地域在住の

大 C44 山岡（太田）あかねさんにお聞きしてみました。

「幸い仕事は減らなかった。もとより翻訳の仕事は地味だが

在宅勤務になり、ヨガスタジオにも行かなくなって地味が増し

た。食事の負担感も増した。ミールキットを頼んでみた。子

どもの反応は微妙だった。在宅時間が増えたこの機会に中国

語の字幕翻訳講座を受講した。ウォーキングは続かなかった

が、講座はどうにか修了した。週末は花や海や憩う人々を愛で、

時にメイデイ（台湾のバンド）のオンラインライブに歓喜し、バ

ーチャルで台湾に旅行する。コロナでも子は成長した。あと 1

年で大学生だ。休校中わら半紙の教材が郵送されてきた。修

学旅行は国内に変更され、文化祭や体育祭は保護者不参加に

なった。つい PTA 役員を引き受けた。クラウドファンディング

やウェビナーが身近になり、地元のレストランや映画館、ミャ

ンマー民主運動や香港映画の支援団体へ寄付した。閉塞感と

受容と模索と小さな幸せ。コロナ 2 年目、外では紫陽花が咲き、

鴨が鳴いている。」

 謝 ！々有難うございます。皆さんはいかがですか？さて当支

部では、できれば 21 年内に「外語ピープル ZOOM 交流会」を

開催したく思っております。詳細決定次第、当支部 FB ページ

にて告知しますのでぜひフォロー願います！

URL はこちら（QR コードでも ok）→

https://www.facebook.com/sakuyakaikobe

宮崎支部　　　　　　　　　 近藤哲二（Ⅱ S10）

2020 年 11 月 7 日開催の支部同窓会は、コロナ禍のため

中止としました。皆さんからもさまざまな意見がありました。

前年から活用していた咲耶会宮崎 LINE（12 名）で連絡を取

り合い決めたことでしたので非常に残念でした。本年はテ

レビでも放映されましたが、外国語学部の新キャンパス移転

（2021.3.18）がありました。宮崎支部としても同窓会を開催し

てお祝いしようと思っています。

6 月19 日、コロナ禍のもと、3 名の幹事が集まり協議しまし

た。この頃の県内の新感染者は、ゼロを含む 1 けた台が続い

ています。

日時は、10 月 9 日（土）午後 6 時 30 分、会場は昨年と同

じ店（レストラン フラウンダー）です。最終決断は、9 月初旬ご

ろのコロナやワクチン接種状況を見ながらの判断になります。

ニューヨーク支部　　　　　　石田佳子（大 D29）

昨年 3 月中旬 NY は必需

とみなされない職種はレスト

ランを含みすべて閉鎖、銀

行は在宅勤務となりました。

その後全国にコロナは拡が

り、昨年は阪大北米同窓会

の総会は協議の末対面開催

は断念、11 月にオンライン

で開催しました。北米同窓

会は全米にまたがって数拠点にあり、時差もあります。日本か

らの御参加もありましたので、金曜日東海岸の夜 8 時、シカ

ゴは 7 時、西海岸は 6 時、日本は朝 10 時から開始、2 時間

程度の会でした。講演の後 Zoom を分けて数人ずつで chat

をする形式を取り、なかなか楽しく過ごせました。

現時点（6 月末）NY 州ではワクチン接種が進み、接種率が

70％に到達、緊急事態宣言が解除され屋内での活動もほぼ

制限なく元通りに再開しました。

今年の総会については現在オンライン、ハイブリッド、対面

の何れかで、10 月か11 月に開催を目指して協議中です。州に

よって再開のレベルも違いますし、場所によっては 5 時間余り

飛行機に乗っての参加は（私も含めて）積極的でない方もおら

れるでしょう。対面形式は難しいのではないでしょうか。

総会とは別に、NY 地区では忘年会等、機会を見つけて食事

会をするのですが、こちらはずっとお休みです。ワクチン接種済

の人も増えて来ているので、もうすぐ会えるようになると思います。

ハノイ支部　　　　　　　 中本修一（開発環境大 48）

咲耶会ハノイ支部は、東京外大と合同で運営している「ハノ

イ外語会」をベースに年 3 〜 4 回程度集まっております。2020

年度はコロナ禍の影響もあり、2 回（10・1 月）のみの開催とな

りました。2021 年度については、5・8・11・2 月の年 4 回開

催予定でしたが、4 月末のコロナ第 4 波発生により、5 月開催

を止む無く延期することに。コロナ対応については優等生と言

われているベトナムですが、第 4 波前に1日あたり数名から10

名程度で推移していた感染者数が 300 名〜 500 名程度まで

増加し、感染地域のロックダウンや不要不急のサービス停止

等で封じ込めに奔走しております。感染者数累計自体は、1 万

2 千人程度（6/20 現在）と近隣諸国と比べ低い水準ですが、

約 2 時間の昼食懇談会）をアパホテル名古屋錦 5F日本料理「伊

勢」で開催していました。毎回 10 名前後の参加を得て、政治・

経済問題、外交問題、趣味など諸々の話題で楽しい会となって

いましたが、昨年 3 月以降はコロナの影響で、休会を余儀なく

されています。又、コロナの影響で日本料理「伊勢」が閉店に追

い込まれ、新しい会場を会員の皆様と共に探しているところです。

昨年 12 月12 日（土）には総会（忘年親睦会）を開催予定しま

したが、コロナの影響で中止しました。ただ、当日会員の皆様

にはメールをして、咲耶会の財政状況が非常に厳しく「年会費」、

「賛助金」を支払って頂くようお願いをしました。また 2021年創

立100周年・箕面新学舎整備事業への募金のお願いもしました。

今年は 12 月11 日（土）に総会（忘年親睦会）を予定してい

ます。会場は、従来使用していた会場が使えなくなり、新会

場を探しています。今のところ、ホテル ルブラ王山（池下）を

考えています。特別講演会の講師には昨年予定して頂いてい

た土森道雄氏（大 TV17）に演題「Sri Lanka 2000 有余年の

仏教歴史国家」で講演をして頂く予定です。

名古屋支部では、咲耶会本部、並びに東京支部からいろい

ろ有意義な情報を頂いています。名古屋支部ではそれら情報を

会員の皆様にメールでご連絡をしています。そのため、メーリン

グリストの充実は不可欠なので、愛知県在住の方はぜひ、私宛

にメールアドレスを連絡して頂ければと思います。また現在三重

支部はないので、三重県在住の方も私宛にメールアドレスを連

絡して頂ければ、いろいろな情報をメールでお送りいたします。

連絡先：名古屋支部長　白岩　修
TEL ＆ FAX：052-806-7873　携帯：090-4865-8172
E-mail：shiraiwa1123@yahoo.co.jp
以上よろしくお願いいたします。

名古屋支部　　　　　　　　　　　白岩　修（大 D19）

咲耶会名古屋支部の今後の活動について
昨年は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、名古屋支部

の活動にも大いに支障がありました。今年に入っても、緊急事

態宣言などが出され、引き続き活動があまりできませんでした。

ただ、5 月頃からワクチン接種が始まり、この会報『咲耶』32

号が皆様のお手元に届く秋頃にはコロナも収束して、名古屋

支部の活動が再開していることを願っています。

当支部では恒例の月例会「三水会」（毎月第三水曜日正午から

長野支部　　　　　　   　　　  山西敏博（長野支部長）

2018 年度より山陰両県の支部の統括を拝命しておりまし

た、山西敏博です。新学舎開学おめでとうございます。

2018 年 12 月、初の「鳥取県・島根県 合同同窓会」にて

260 名中 14 名、翌年 2 月「鳥取県東部同窓会」にて 8 名の

ご参加を得ました。また、2019 年は、鳥取県から【童謡・唱

歌のふるさと長野県】に異動をしました。前年度まで山陰両支

部の統括をしておりましたが、それぞれ地元の有志の方々に

委ねました。長野県に異動後は「長野支部」を新設し、2019

年 8 月に初の「長野県支部設立記念同窓会」を開催しました。

140 余名中 13 名のご参加を頂きました。

2020 年度には、国難のコロナ禍においても、12 月５日（土）

に東信（信州東部）地域にて「長野県支部第２回同窓会」を開

催しました。140 余名中 3 名のご参加を頂きました。

2021年度は、国難２年目のコロナ禍において、現在は再度

全くの活動休止状態です。ですが、下半期までにワクチン接種

で鎮静化がなされれば【12 月４日（土）18 時〜、第３回同窓会：

長野市 ホテルメトロポリタン長野（長野駅・徒歩３分）】北信（信

州北部）大会を開催したいと存じます。その際は皆様ご参集く

ださいませ。詳細などご連絡は、山西宛にご連絡くださいませ

（ezm11541@nifty.ne.jp / 080-3237-0225）。コロナ禍に負ける

ことなく、咲耶会を信濃國で盛り立てましょう！ よろしくお願いを

申し上げます。

大阪大学大学院 言語文化研究科
博士後期課程　言語社会専攻　満期単位取得

最後に、東京オリンピック・パラリンピックがどのような形で

あれ無事開催されること、また、ワクチン接種が順調に進み、

コロナと共存できる日常がくることを祈っています。

以下 支部活動の状況の連絡

支部長、幹事は変わりありません。

1. 登録会員数：168 名　2. 同窓会案内状送付数：60 名

3. 最近の総会　平成 31 年 11 月 9 日　参加人数：15 名

支部総会は、総会＋講演会＋懇親会、新年会は、新春放

談会＋懇親会の構成ですので、飲食を伴う懇親会については、

その時のコロナの影響を考慮しながらの判断となります。い

ずれにせよ、支部総会と新年会については、月例会と同様に

対面とオンラインの二本立てで実施します。
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ヤンゴン支部　　　　　 　　  馬場宏和（大 B47）

昨年のコロナウイルス感染拡大に続き、総選挙での与党

NLD の圧勝、本年 2 月の政変など、情勢が目まぐるしく動い

た 1 年でした。昨年以降多くの支部メンバーが一時帰国を余

北京支部　　　　　 　　　　   實亜里紗（阪大 C5）

你好！ 咲耶会北京支部から中国の近況を皆さんにお届けい

たします。

中国では外出時のマスク着用などの防疫対策は常態化して

いるものの、経済活動は既にアフターコロナ期を迎えており、

国内出張・旅行、大人数の会合や会食なども解禁されて久し

いです。その背景には 1 人でも感染者が発生したエリアは即

時封鎖措置を実施、日常生活でもビルや商業施設の出入りに

はその都度、検温・健康コードの提示が必要など中国式の厳

格な管理が存在しますが、その恩恵も大きく、昨秋から咲耶

会北京支部懇親会を再開することができました。東京外国語

大学とも合同でゴルフコンペや懇親会を開催しており、北京と

いう軸を中心に、縦へ横へご縁を広げていく機会となってい

ます。

中国国内ワクチン接種回数は 6 月末段階で 10 億回を突破

し、早期にワクチン供給を開始した北京ではすでに接種率 80

％まで到達したと報道されています。外国人である私もこの地

で 2 回の接種を完了しました。マスク越しではありますが、道

を歩く人々の表情からはコロナ拡大を制御している自信や安

心感を感じ取ります。特に今年は共産党建党 100 周年という

国家イベントもあり、国内が活気に満ちている印象です。

マニラ支部　　　　　 　　　 岡本真穂（大 PH55）

フィリピンは、バレンタイン・旧正月休暇以降、コロナ新規

感染者数が急増し、マニラ首都圏、および首都圏近郊の病院

は満室状態、いわゆる、医療崩壊になりました。3 月末に、2

回目の厳格な外出制限が宣言され、６月末現在も、外出制限、

マスクとフェイスシールドの着用義務が続いています。

このような状況のため、パンデミック以降、マニラ支部は食

事会を控えていますが、4 月からズーム飲み会を開始しました。

事前に何を飲もう？食べよう？など考えるのは意外と楽しく、

食べているものから話が盛り上がるときもあります。日本にい

る元メンバーとの再会、家族やペットの飛び入り参加、帰る時

間を気にしなくていいなど、なかなか好評です。3 月に赴任し

た新メンバーの笹川さん（日本語専攻）は、入国後すぐに隔離

ホテルからの参加でした。6 月に赴任された塩野さん（フィリピ

ン語専攻）の歓迎会もオンラインで行う予定です。また、阪大

待兼会とのオンライン懇親

会も 3 か月に一回のペース

で行っています。ワクチン

接種をした会員もいますが、

2021 年は、オンライン飲

み会を継続予定です。

最後に、フィリピンでは

三密ではなく、Iwas（イワ

ス：避ける）、Hugas（フガ

ス：洗う）、Mask（マスク）

の「三ス」です。

■令和 3 年　長野支部総会
日　時／ 12 月 4 日（土）18 時～
場　所／長野市　ホテルメトロポリタン長野（長野駅・徒歩３分）
連絡先／山西敏博（長野支部長）
　　　    （ezm11541@nifty.ne.jp / 080-3237-0225）

■令和 3 年　東京支部総会
日　時／ 2021 年 10 月 24 日（日）12：00 ～ 15：00
会　場／ 学士会館 203 号室　対面とオンラインの二本立てで実施。
講　演／「大阪外大創立 100 周年（仮）」
講　師：竹村景子（大阪大学外国語学部長）
参加費用：5,000 円（懇親会なしの場合 2,000 円）
＊新型コロナの感染状況次第で

・講師が大阪からオンライン出演
・飲食を伴う懇親会は中止となる可能性があります。

■令和 3 年名古屋支部総会（忘年親睦会）のご案内
日　時／ 12 月 11 日（土）12：00 ～ 14：00
会　場／ ホテル　ルブラ王山 2F　葵
会　費／ 5,000 円（和洋弁当と飲み物）
講演会／ 講師：土森道雄氏（大 TV17 ／タイ語学科 1969 年卒業）
演　題／「Sri Lanka　2000 有余年の仏教歴史国家」
経　歴／外大卒業後、日本陶器入社。タイ、カナダ、スリランカ、
　　　　アメリカ等に駐在。
申込先：名古屋支部長　白岩　修　
　　　　TEL ＆ FAX：052-806-7873　携帯：090-4865-8172　　
　　　　E-mail：shiraiwa1123@yahoo.co.jp
申込締切：11 月 20 日

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜支部総会・イベントのご案内 ｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

マカティ市 Sunday Market  2021 年 6 月

自由な日中往来が実現するにはまだ時間がかかりそうです。

私自身も一年以上日本に戻っておらず少々望郷の念が募るとこ

ろではありますが、東京・北京で開催予定のオリンピック・パ

ラリンピック、そして 2022 年の日中国交正常化 50 周年とい

う様々な節目をこの異国の地で過ごす意味を、コロナ前には

無かったであろう視点から考え、日中の未来を見つめていきた

いと思います。

儀なくされているため、活動らしい活動ができずにいる状態

ですが、主なトピックとして昨年 12 月 6 日に初めてとなるビル

マ語科同窓会をオンラインで開催しました。当地からは残留

メンバー（当時）の松島勇治さん、岩瀬景太さん、私の３名が、

コロナ禍のミャンマー、2020 年総選挙、ミャンマー支部の

交流行事の状況について報告しました。懐かしい顔ぶれが一

堂に揃い、旧交を温め合う大変良い機会になりましたが、や

はり酒肴を交えて直に会える日が一層待ち遠しくなる思いでし

た。今は一刻も早いコロナの収束と民主的な政治情勢の回復

と安定を切に願っております。

個人的には、帰国や旅行が自由にできない中で、ビルマの

人々の日常の暮らしや文化に多く触れる機会を得ました。特に、

年の瀬の休暇中にバゴ

ーの僧院にて暫し出家

する機会を得たことは思

い出深いものとなりまし

た。いろいろと驚きや

発見もあり、ここでは割

愛しますがご興味のあ

る方はご一報ください。
イスタンブル支部　　　　   片田　聡（大 DM36）

昨年設立されたまだまだ新しい支部です。昨年の設立前に

は、OB が 9 名もいたことから、本部より支部化してはどうか

との提案を頂きました。確かに、トルコ語専攻があるにもか

かわらず、その中心であるイスタンブルに支部がないのもどう

かなとも思い、皆さんに意見を伺いながら、支部として活動す

ることに同意を頂き、活動を開始することとしました。しかし

ながら、設立後、コロナ状況で集まることもできずで、今年 3

名のメンバーが当地を離れることになってしまいました。本当

に残念ではありますが、新たなメンバーを迎えられればと楽し

みにしております。イスタンブルだけでなく、周辺諸国に駐在

されておられたり、当地に来られることがあれば、ぜひご連絡

を頂ければと思っております。東洋と西洋が出会うこの素晴ら

しい街で皆様とお会いできるのを楽しみにしております。

支部長（片田　聡　大 DM36　商船三井トルコ社勤務）

satoshi.katada@molgroup.com

先日（6 月 22 日）開催した OB 会

第 4 波による感染者数が約 7 割を占めており、足元ワクチン

接種の拡大が課題です（6/20 時点、ワクチン接種率は人口の

約 1％程度）。 かかる中、6 月に日本政府からアストラゼネカ製

ワクチン約 100 万回分が無償供与され、台湾に次ぐ東南アジ

ア初のワクチン無償供与ということで、ワクチン到着時には当

地メディアでも大々的に取り上げられました。

このような状況下ですので、従来のような大人数での懇親

会の開催は難しいことから、今後は小人数での開催やオンラ

インツールの活用により、会員同士の親睦を深めていきたい

と考えております。
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野村𠮷孝（大 TV15）
元気に暮しております !
藪　司郎（旧教員  大 B15）
現在ビルマ語研究室の皆さんが「ビ
ルマ語専攻」の同窓生ネットワーク

（連 絡 網）を作ってくれているので、
同窓生の絆ができてありがたいこと
だと感謝しております。卒業後 53 年、
退職後 11 年、外大は遥か彼方になり
ました（2020.9.29）
佐々木康治（大 E15）
コロナ禍で旅は日本再発見にシフト。
故国は治安もよく礼儀正しい人ばか
り。道路も完璧。心が洗われる。
穂積健次（大 E15）
在宅コンサルタントを継続していま
す。ゴルフを毎月 2 ～ 3 回楽しんで
います。
村山久二子（大 E15）
胃の手術をしました。今まで頑張っ
て働いてくれていた躰に改めて感謝し
ております。小さくなったところから、
また頑張りスタートです。
吉田征子（大 E15）
2021 年 4 月 1 日の「開学記念式典」
はぜひ出席したいと今からワクワクし
ています。100 周年の節目に会えるっ
て大変なことですものね。どうぞ実
現しますようにー
三木達也（大 D15）
㈳日本ドイツワイン協会連合会の会
長としてドイツワインの紹介・普及に
努力しています。ご興味のある方は
ホームページをごらん頂ければ嬉しい
です。
塩屋　裕（大 S15）
在住外国人のための医療通訳、教育
サポーターとして活動中です。他に
TV、ラジオ、新聞、映画脚本翻訳とし
てメディアに登場できたのは、我が母
校で学べたお陰だと感謝の至りです。
橘　勲（大 M16）
令和 2 年 12 月を以って退職すること
にしました。現在の職場に勤めて 53
年、長いようで短い毎日でした。こ
れからは時間にしばられることなく、
好きな語学（英語・モンゴル語・ロシ
ア語）を勉強しながら第二の人生を過
します。
盛野芳郎（大 IP16）
古賀先生は御元気でしょうか ?
𠮷川昌宏（大 D16）
モノレールのボディ広告見ました。咲
耶会の発展を期待しております。
高橋輝次（大 E16）
昨年、『雑誌渉猟日録』（晧星社）と『タ
イトル読本』（左右社）出版。11 月に

『 古本者の読書日録』（晧星社）出る
予定。
浅尾一寛（大 D16）
またドイツ語でドイツの歴史の本を原
書で読んでいます。
本田正伸（大 IN17）
インドネシア駐 在 17 年。現 役を引
退して早や 8 年余り、その後 2 年に
1 度程度インドネシアセンチメンタル
ジャーニーを楽しんでいますが、ジャ
カルタ・バンドン・スラバヤ・バリ・ロ
ンボクばかり。今後は北マルク州など
の辺境地帯に行こうと考えています。
三輪淳三（大 A17）
特段の変化なく、GYM 中心の規則正
しく面白くもない生活ですネ。
松尾洋二（大 D17）
アウトドア、インドアテニス三昧、お
陰で毎日の酒が旨く、健康で元気に
活動しています。

榎瀬　彰（大 F17）
コロナ禍に負けずに頑張っています。
中川裕二（大 S17）
北大阪急行延伸が遅れると聞いてい
ますが、大学運営には影響が無いこ
とを祈ります。母校の益々の御発展
をお祈りします。
半田康彦（大 P18）
定年退職後、ライフワークとして研究
してきた中世ヨーロッパの歴史・文化
の一つの成果として 2019 年 10 月～
2020 年 3 月の間、東京都下自治 体
主宰の TAMA 市民塾で講座「ローマ
帝国分裂から近代イタリア統一まで
の歴史」の講師を務めるなど、充実
した日々を過しております。
森永　茂（大 D18）
来年度も『咲耶』の会報を御送付下さ
い。よろしくお願い申し上げます。
吉田久夫（大 E18）
刑務所での教育支援、教育技能連携
校での指導を通して英語との関わり
をもち続けております。
川崎佳代子（大 E19）
コロナ禍でも読書三昧の生活です。
有本哲史（大 D19）
コロナコロナで自粛の日々。旅にも出
られずストレスが溜って " 夏太り″の
年となっています。
白岩　修（大 D19）
咲耶会 名古屋支部長をしています。
皆様、是非一度咲耶会総会にご出席
下さい ! 懐かしい顔に出会えますよ !
健康麻雀、テニス、カラオケ、男の
料理等を楽しんでいます。たまの飲
み会が楽しみです。
神崎康彦（大 F19）
今の所、大丈夫です。
名波谷吉則（大 IT19）
60 代で西、仏、ポ語を猛勉強し、そ
れまでの伊、英語を含めて 5 か国の
通訳ガイドの資格を取りました。成田
市に住んでおり、普段空港で外人接
客の仕事をしていますが、コロナのた
め国際線旅客が来日しないので外国
語を使わない日々を過ごしています。
諏訪忠泰（大 S19）
マンションの管理組合活動、ギター
アンサンブルの演奏活動、身内の介
護で多忙な年金生活を送っています。
総会の盛会を祈念しております。
谷山泰朗（大 S19）
再就職し元気に会社勤めをしており
ます。
辻󠄀野六郎（大 C20）
上本町八丁目の学舎で学び卒業して
48 年半。長い日々が流れました。足
を運んだ事の無い箕面学舎にも行け
れば…
服部健治（大 C20）
今年はコロナ禍で 4 月ぐらいから自
宅で「蟄居」、勇ましくいうと「籠城」、
風流にいうと「幽居」、悪くいうと「閉
門」、カエル、ヘビばりには「蟄伏」、
中国語で「悶」。
水本義孝（大 M20）
家内（インパキ語科 ’73 卒）共々、京
都で元気に暮らしています。
近藤吉寛（大 IP20）
何とかやっています。
原田幸次（大 IP20）
時の流れは早く卒業後ほぼ半世紀と
なります。卒業の同期生で一番インド・
パキスタン・バングラデシュ等の南ア
ジアでのビジネスにかかわったと思
います。それも過去の事となりました。
今は趣味や読書を楽しむ日々です。

交野正隆（大 E20）
コロナ騒ぎで自粛生活をしています
が、夫婦で元気に暮しております。孫
が 6 人になりました。英語学科の同
期 7人とラインでつながっています。
桐山　薫（大 D20）
鎌倉に転居して 36 年。一番長く暮ら
した町になりました。関西にはなかな
か帰れませんが、なつかしい故郷です。
外大時代をなつかしく思い出します。
神崎信子（大 F20）
元気にしてます。
畑山康幸（大 K21）
朝鮮語学科を卒業して間もなく 50 年
になります。仕事では朝鮮半島と関わ
ることが多く、また私生活でも南北
朝鮮それに中国朝鮮族の出版物を読
み朝鮮民族の行方を見つめた半世紀
でもありました。これまで書きためた
論文等をまとめたいと思っています。
阿部博司（大 M21）
コロナ騒動で学校・職場などの OB
会などがすべて延期・中止となり、情
報交換・収集なく刺激が少なくなり
困っております。（笑）
寺尾裕子（大 DM21  院 J16）
2020 年 4 月から大学院研究生として
アメリカ文学（Herman Melville）に取
り組んでいます。文学研究は初めて
なので楽しいです。
永田一惠（大 IT21）
イタリア在住の同期生三浦君はお元
気です。
石田新一（大 S21）
コロナ禍で在宅時間が増えましたが、
ZOOM を使って web 飲み会などして
おります。
杉本重雄（大 S21）
四半世紀前のマドリード駐在時に買
い集めたスペイン古典劇関係の書物
を少しずつ読み始めています。
藤井利男（大 K22）
マーケティングコンサルタントとして
商社他社の販路開拓・営業支援をし
ながら、日本語講師として ECC 国際
外語専門学校にて留学生にビジネス
メール・文書を教えています。
井上清昭（大 M22）
この 10 月から 17 年ぶりにイスラエル
との取引が再開します。コロナの時
代、ビジネスは萎縮しがちですが、
イスラエルもアラブが結ぶ新しい中東
ビジネスに期待しています。
矢田初恵（大 IN22）
令和 2 年 9 月、私事、夫を亡くしま
した。ただ今、49 日法要まで供養し
ています。先輩、後輩、諸兄のご活
躍をお祈りしております。
藤井丈也（大 A22）
幸い健在です。皆様に宜しく。
倉吉（秀島）知恵子（大 E22）
麹町合唱団（地域のサークル）でコーラ
スを楽しんでいます。2 年前から同じマ
ンションのドイツ婦人と親しくなり、ド
イツ語を学んで南ドイツを訪れました。
亀岡光則（大 D22）
ヤマハ㈱に 24 年間勤務後、早期退職

（1998 年）。現在アート展の企画・作品
販売をしています。武漢ウィルスで中断
しておりましたが、11 月より再開します。
藤田　明（大 F22）
銀行退職してから自宅で税理士をして
います。相続贈与などご相談下さい。
勝原紀美代（大 IN23）
会報に知っている方々の写真や名前
を見て、当時をなつかしく思い出して
おります。

山本由紀子（大 P23）
公官裁判（裁定）に約 4 年。負けまし
た。勝てるようになっていない。袖
の下が日本総務省の下通ることがわ
かりました。公官では最低の国です。
日本は人材もない後進国です。
磐城春江（大 E23）
卒業以来 45 年、自分のしてきたこと、
家事・英語・信仰、それに趣味の俳句・
信仰を中心に運動はウォーキングを
楽しみながら、続けていけたらと思っ
ています。
辻󠄀　秀和（大 S23）
今年 4 月心筋梗塞で入院。今は元気
です。
北岸敏男（大 R23）
ロシア在住から丸 20 年。久しぶりに
ドストエフスキーの「罪と罰」を読み
直しています。人類の宝ですね。こ
の本は。
中根進吾（大 R23）
いつもご連絡ありがとうございます。
日々の生活に追われ余裕のない生活
をしております。
汐崎啓子（大 R23 ）汐崎澄夫（大 R24）
二人ともとっくに退職していますが、
元気にやっております。母校の発展
をお祈りしています。
佐藤則子（大 C24）
幹事役お疲れ様です。以前は中国残
留邦人の相談役を仕事としていまし
たが、今は学校通訳ボランティア、初
期支援をさせて頂いています。
峰岸義昭（大 M24）
今年 7 月いっぱいでパートの仕事を
やめて現在無職です。
山岡幸一（大 A24）
アラビア書道の講師をしています。毎
年秋に生徒全員の作品展を開催。今
年はペルシア・ハングル・モンゴルの
書道も共催。
白石昭男（大 DM24）
諸先輩方が各界で活躍されておられ
るニュースを拝見し、負けていられな
いなぁと益々やる気・元気・勇気を頂
きます。ありがとうございます。
日比　隆（大 P25）
トヨタを定年退職後マレーシアで友
人の経営するローカルサプライヤーの
アドバイザーをしています。
櫻井千賀子（大 E25）
この三月に定年を迎え、43 年間の
教員生活に終止符を打ちました。よ
き勤務先と教え子たちに恵まれ本当
に幸せな日々でした。これからは田
舎の実家の管理とまさに「晴耕雨読」
の余生となりそうです。
小森絹子（大 S25）
一昨年本当に久しぶりに再会した同
窓生と再会した折、スペイン旅行に
一緒に行こうと約束し別れたのです
が、この " コロナ″・・・でもいつか
必ずこの約束を実現させたいと願っ
ております。
中村隆雄（大 IP26）
上本町で過した 4 年間は私の宝です。
母校の益々の発展を祈念しておりま
す。
宮原武文（大 P26）
現役引退を機に身近なところから「断
捨離」を始めました。
青野繁治（旧教員  大 C27  院 C12）
年金生活 2 年目。研究室から持ち帰っ
た中国語の本がなかなか片付きませ
ん。少しずつ目録を作成しながら、
現役でやり残した仕事にとりかかって
います。

坂田　愃（大 R9）
卒業後 59 年になりました。まだ何と
か元気にしております。
市場めぐみ（大 D10）
卒業して 60 年余。激動する世界の
動きにも、移り変わる世の動きにも、
ゆらぐことなく平穏な日々を過してい
ます。平和ボケと言うべきか ?
青木俊一郎（大 C11）
4 月初旬、小生の５冊目出版物「蒋経
国回想録」を出版しました。
広瀬州男（大 IN11）
妻（広瀬逸子 大 R11［1963 卒］）共々
元気に暮しております。
岩崎友彦（大 IP11）
母校の繁栄をお祈りします。
庵原専三（大 S11）
毎年恒例の「SS38 会」秋の旅行につ
いては、コロナ問題の為残念乍ら中
止となりました。一日も早い災厄の
終息を祈ると共に次回の旅行実現を
念じています。
佐田公英（大 C12）
コロナ禍とは云え、負けるものか ! と
元気に過ごして居ります。
高水忠春（大 IP12）
退職後駐在国の一つ、台湾へ毎年 1
回旅行に行っていましたが、コロナ
の影響で今年の 2 月訪れた後はライ
ンでの再会のみ。もうすぐ 80 才故郷
の飛騨高山で余生を楽しんでいます。
樹下嘉之（大 C13）
守口市で「原爆と戦争展」を主催して
います。今年11月で 9 回目になります。
竹下晃治（大 C13）
豊中漢詩鑑賞会の会長をしているが、
コロナ禍で講師の先生が来られなく
なり、代理講師をしている。早くコロ
ナが終息して欲しい。
橋本　勝（旧教員  大 M13）
2020 年 9 月開催予定の朔風会総会
はコロナ禍のため中止となりました
が、2021 年には会の開催が実現し皆
様とお会いできることを楽しみにして
おります。
吉田隆観（大 M13）
元気にすごしています。
森岡義典（大 IN13）
ご盛会をお祈りいたします。
村上　光（大 E13）
お蔭様で何とか元気でやっています。
井上久生（大 IN14）
コロナで stay home の日々ですが、
俳句・囲碁など趣味の世界に浸る昨
今です。
直江英治（大 IN14）
新型コロナウィルスで外出もままなり
ませんが、夫婦二人元気にしており
ます。
池田正夫（大 IP14）
東京で総会を開催することも検討し
て頂きたいです。
井上哲朗（大 B14）
この 8 月 12 日まで 5 週間入院し股関
節（人工）入替えの手術を受け退院し
ました。78 歳になり充分健康に気を
つけつつ尚、週 2 回合気道をやって
おります。いつもお世話になりありが
とうございます。
後藤　毅（大 P14）
又の機会に出席します。元気です。
福積康光（大 D14）
外大から阪大への併合で理由の如何
であれ寂しい気がします。商社勤務
で東京外大卒生ともチームを組みま
したが、未だ存続していて誇りを持っ
ているようです。

三藤　勝（C12）
現在、特養の施設に入所中です。現
在 105 才で 12 月には 106 才になり
ます。皆様によろしくお伝えください。
( 代・長男 )
木村　弘（IP19）
今年の 12 月で年令も一世紀を迎えま
す。上六時代の同窓も誰一人居りま
せん。母校の益々の発展を祈ります。
福田玲三（F21）
私が学徒出陣して今年で 77 年目にな
ります。今は三鷹事件再審開始要請
に取組んでいます。
岡田孝憲（C22）
縁あり、1991 年中国内蒙古自治区の
大学で日本語講座を担当した時のこ
と。あの文化大革命の渦中を生きた
30 歳代の社会人学生に論語の話をす
ると、目を丸くしていたその表情が忘
れっぽくなった今も思い浮かびます。
周藤道生（C23）
囲碁（4 段）と書道を楽しんでいます。
中国の楷書はできなくなりましたが、
漢字はまだ皆が驚くほど書けます。
米田耕三（C23）
米田商事代表。日本綜合探偵社京都
事務所。
寺澤健治（D23）
次男寺澤元一は令和元年 10 月 2 日特
命全権大使に任命され、サモア国駐箚
を命ぜられました。前任者 青木伸也
氏の『菜の花』を拝読し感無量です。
込茶三郎（C26）
お陰様で元気に過しております。同
窓の諸兄の多くも亡くなられ往事茫々
です。
調子　肇（IP26）
阪大外国語学部の発展を祈ります。
90 才を過ぎましたが、旧友（クラス
メート）は次々と他界。現在私を入れ
て 4 名が連絡をとり合い、お互いに
励まし合って頑張っております。旧陸
軍工兵隊兵舎の高槻キャンパスは決
して忘れる事はありません。
金井　清（E26）
箕面市在住 91 才。一応元気なるも歩
行不自由の為、外出には手押車が必
要。新キャンパスの外大記念ホール
手押車で参観なりや ? 寄附は僅か乍
ら昨年、今年共ふるさと納税利用。
切明　慧（R26）
90 才になりボケました。
本多　謙一 （大 E1）
体力老化には勝てませんが、気力を
振り絞って独り暮しに奮闘しています。
髙輪　琢（大 F2）
卒寿を迎えましたが、元気一杯です。
しかしながら武漢チャイナ・ウィルス
の大阪・兵庫地区新規感染者数の減
少傾向に鈍化が見られており、誠に
残念ですが外出を控えています。
村上　成人（大 C3）
米寿を記念して、2 人の小学生の孫
娘を連れて、第 2 の故 郷と思う仏、
特に南仏を中心に訪れる予定です。
その為、改めて仏語を毎日学習して
います。孫娘は初めての海外旅 行。
わくわくして喜んでいます。「STOP コ
ロナウィルス」。
小林富藏（大 IP3）
今年 7/18 に 88 才となり、居 住して
いる箕 面 市から「米 寿」の 御 祝いと
して金券￥7,000 を頂き驚きました。
100 才になればいくら頂けるのでしょ
うか。楽しみです。
岡本総七（大 C4）
母校の益々の発展を祈ります。

井戸太喜男（大 C4）
米寿を迎えました。心身共に万全では
ありませんが、日々是好日暮しています。
奥出良吉（大 E4）
元気です。ヴァガバッド・ギーターの
英訳版を和訳してたのしんでいます。
堀江幸夫（大 E4）
週に 3 ～ 4 回スポーツジムで筋トレ。
ノルディックウォーキングとサイクリ
ングの仲間から落伍しないために努
力しています。
三宅正澄（大 S4）
もうすぐ 87 歳になりますが、元気に
暮らしています。昭和 31 年に卒業し
て以来殆どの年月を静岡県の浜松市
で過ごしてきました。その間ドイツの
ハンブルクに 5 年、アメリカロサンゼ
ルスに 10 年駐在しました。会社（現
ヤマハ）に就職できたのは外大のスペ
イン語科のお陰と感謝しています。
富永邦夫（大 C5）
市県区の 花の大タイル 壁画背景 の
300㎡薔薇岩石花壇広場とその並木
道の広域清掃整備に励んで参りまし
たが、今夏の激暑にはややバテ気味。
その折りも折り、まれに見る助っ人
が現れ、あざやかで清楚な広場に変
貌。まさに満 89 才にならんとす秋（と
き）、樹下読書を楽しめるようになろ
うとは、全く有難い限りです。
藤中藤男（大 E5）
87 歳ですが元気で毎日を楽しんでお
ります。
西　彰（大 D5）
満 86 才を過ぎ ても健 康に恵まれ、
ゴルフや旅行を楽しんでいます。大
阪日独協会の理事も継続しています。
首藤正登（大 S5）
2020 年 8 月に家族に米寿の祝いを
別府の別宅で挙行して貰いました。

「次は卒寿だ」と皆に言われ、その気
になっています。
金川弘美（大 E6）
86 才になりましたが、スイスの資産
運用専門銀行の日本代表をしていま
す。週 4 回程度卓球とその後の反省
会を楽しんでいます。
清水重雄（大 E6）
伊藤 忠商 事 kk 定年退 職 後 62 才～
81 才まで㈲清水インターナショナル
代 表取 締役で 働けました。公職に
も恵まれ東京西南ロータリークラブ
2016 ～ 17 年度 会 長を 務めました。
85 才です。
保田武司（大 D6）
高齢のため、一日一生の想いで生き
ています。よろしく。
小黒　一（大 IN7）
総会開催地のご一考を。広島、東京、
仙台等参加者の見 込める土地で如
何 ?
丹羽宏造（大 IN7）
筋力アップを励み過ぎて筋肉痛でお
となしくしています。
芳賀直美（大 E7）
3 月以降インバウンドがゼロになり、
善意通訳活動はストップ。「充電期間」
ですが何時まで続くやら。
小川𠀋治（大 F7）
大病から立ち直り、元気を取戻した
ものの、杖をつきつつ遠出をする自
信に欠ける 85 歳です。失礼します。
酒井　斌（大 F7）
今まで年に 2 ～ 3 回は開いていた F7
会も今年はコロナ禍と体調不良者続
出でほぼ 1 年間閉会のまま。来年は
是非とも開きたいものです。一方、

小生は幸い何の身体的故障もなく、
水泳、ゴルフ、里山歩き、それに水
墨画や旅行にと残された日々を楽し
く過ごしております。
中林速雄（大 R7）
前号で自称を紹介しましたが、つい
でに漢字表記を「幽鬼餓離皺」です。
疫病猖獗の中何とか無事でいます。
林　喜久雄（大 IN8）
Walking（毎日）で健康維持に留意し
ています。インドネシアでの会社の
監査役ですが、現状（新コロ）では往
来ままならず、休業状態です。
岩佐善哉（大 IP8）
陸上競技部で鍛えたせいか毎日元気
に街に出向いています。
大野　徹（旧教員  大 B8）
加齢と並行して様々な疾病に襲われ
体調不良の状態が続いています。同
窓会へは今後も欠席が続きそうです。
御理解の程を !
浅野　弘（大 E8）
地域安全のボランティア活動を続け
ています。
井上善二（大 E8）
健康維持が大変です。
菊井忠雄（大 E8）
相変わらず、散歩三昧の毎日を過し
ています。去年に続き月に 2 回 A.C.C
で、Kenneth Cl'ark の Civilisation を
読んでいます。
清水正治（大 E8）
卒業後一度も外大関係の同窓会に出
席しなかった事は大変残念です。し
かし会費と名簿は必ず納めてきまし
た。『咲耶』は心のふるさとです。阪
大であれ外語であれサクラより永遠
に !! の気持で余生を生きて行きます。
宅　哲男（大 E8）
外大卒業後 60 年経過しました。今
年は新型コロナウィルスの世界的拡
大のため現役の学生達は大変とお察
しします。
屋敷　潔（大 E8）
春以降、四ヶ月余の入院生活に草臥
れましたが、偶然にも、コロナと猛
暑の夏の避難場所となりました。今
後は、病根との共生になりますが、
通常生活復帰を目指して、体力、特に、
脚力の回復に努めて参ります。
大塚　享（大 D8）
老骨にムチ打ってキョウヨウ、キョウ
イクを探す日々をそれなりに元気に過
ごしています。
永渕秀夫（大 D8）
入学は高槻（旧工兵隊兵舎）二年から
大阪・上本町。昭和 32 年外大生活
協同組合を創立。食堂委員を続ける。
望月敬三（大 D8）
卒業後 60 年になり、同級生もどんど
ん彼岸に旅立っています。「コロナ騒
ぎ」の中、旧友の無事を祈っている所
です。どうか皆様もごきげんよろしく!
飯尾秀和（大 F8）
今年 3 月まで「本巣市選挙管理委員
長」を 13 年勤めました。まだ元気に
しております。
森　啓子（大 IN9）
なんとか生きてます。
神尾　佐（大 IP9）
日常生活に不便ない程度に健康に過
ごしています。TV、新聞は日頃目を
通すが、校舎移転は今回まで知らず。
益々のご発展を祈念します。
樋上　彰（大 E9）
今月九日で満 84 才になり、足腰が急
に悪化し、500 ｍも歩けなくなりました。

ちゅうさつ
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田中時恵（中・北欧大 SD59）
会 社 設 立しました。（ 合 同 会 社 LA 
PLAYA）観光業がメインなのでしばら
く大変ですが、がんばります。
宮前昌太（国際関係大 60）
シスメックス株式会社に転職し結婚
致しました。
伊藤早姫（東アジア大 M60）
昨年出産し、大阪で家族 3 人楽しく
暮らしています。
武智直矢（阪大 C1）
コロナ禍がきっかけで在宅勤務がで
きるようになり、郊外への引越を決め
ました。社会の大きな変化を感じます。
吉村（北藤）真美（阪大 U1）
卒業後、地元福井に戻って新聞記者
として働いた後、現在は一児の母とな
り実家の寺で僧侶としても働いてい
ます。松村先生、山根先生、北田先
生にもお会いしたいです。
神野奈津美（阪大 R2）
卒業後渡米し、現地にて仕事をして
います。いろいろなことにご協力でき
なくて申し訳ございません。永住する
予定です。
橋本（瀬川）渉（阪大 V3）
4 月から工作機械の販促・マーケティ
ングを担当し始めましたが、コロナ
の影響で恒例の展示会が次々と中止
に…。Web 展など前例のないデジタ
ルマーケティングに挑戦することにな
り、「はじめてのおつかい」の子どもの
ようにもがいております。
町屋瑠璃（阪大 PB3）
東京支部で広報を担当しております。
いつか総会にもお邪魔したいです。
長池史織（阪大 IN5）
元気でやっております。皆様もお体に
気をつけて日々をお過ごしください。
木内亜紀（阪大 PH5）
現在、群馬県で仕事をしています。
山口智士（阪大 P5）
爽やかな気候の中、職務に邁進して
おります。
丸子仁美（阪大 PB5）
会報いつも楽しく読ませて頂いてい
ます。東京での生活にも大分慣れて
きました。（会報は実家から送っても
らっています）仕事ではつらい時もあ
りますが、先輩方のご活躍を励みに
頑張っています。
今西あかり（阪大 U6）
この度弟も同学部・同学科に入学し
うれしく思います。新キャンパスぜひ
見たいです。
中島あやめ（阪大 IN7）
製薬会社に就職し、新潟へ配属され
ました。
中嶋弘子（阪大 V7）
毎回、楽しく会報「咲耶」を読ませて
頂いております。

｜　短　 信　｜総会出欠ハガキの短信欄からの転載です

須田　和（大 IN27）
コロナ禍で失ったもの（時間や関係）
も多いですが、わずかでも得た大切な
ものもあると実感しています。事務局
のみな様いつもありがとうございます。
堤　昌昭（大 IP27）
とてもなつかしいです。今は、年金
で暮らしています。
神田眞喜子（大 B27）
大学で英語を教えています。
松島勇治（大 B27）
11 月 8 日の総選挙を前に新型コロナ
禍の収束を背水の陣にて企図してい
るヤンゴンで「コロナ難民」となって
います。
新居田利広（大 A27）
定年退職しました。
山森雅弘（大 A27）
自宅が箕面新キャンパスの近くになり
ます。楽しみです。
味岡保雄（大 E27）
長年の教員生活を終え、今はのんび
りと隠居生活を送っております。上本
町学舎での大学生活がとても懐かし
いです。外大が創立 100 周年を契機
として、益々飛躍、発展されますこと
を祈念しています。
大橋章子（大 E27）
姉の孫（小 6・小 5・年長）の成長を
楽しみにしています。
横井信夫（大 E27）
令和元年 4 月より、現在の小原屋繊
維㈱企画営業部プロジェクトリーダー
として生地の輸出・輸入（企画調達）
と貿易プラットフォーム構築の仕事に
携わっています。
尾形裕幸（大 S27）
リタイア後は毎日、テニス・ゴルフ・
水泳をして健康を大切にしておりま
す。名古屋で孫たちと元気に楽しく過
しております。
村田純一（大 R27）
府立高校定年後、再任用等を経て、
現在大阪大学全学共通教育教職科目
で非常勤講師として「教育方法学」「特
別活動統合的な学習論」を教えてい
ます。外国語学部生も多く受講してい
て、後輩に教えることに感慨を持って
おります。
横山博史（大 A28）
再雇用で勤務して 3 年が経過しまし
た。人事部でキャリア研修・ライフ
プランセミナーの講師を担当していま
す。FP2 級合格目指しています。
川嶋恵子（大 D28）
40 年ぶりにサークルの同窓会の話が
出ていますがコロナで揺れています。
岩崎公徳（大 R28）
2020 年 7 月に会社を退職しました。
生活が激変しましたが、英語・ロシ
ア語の勉強が楽しいです。同窓生に
よる Zoom ロシア語講座に楽しく参
加させてもらっています。
小野邦雄（大 P29）
木こり、農業などに精を出しておりま
す。又、みんなに会いたいなぁ。
尾崎　拡（大 E29）
外大卒では珍しく医薬品業に 40 年近
く関わって来ました。三重大発バイオ
ベンチャーで感染症ワクチンの開発を
目立たず行って来ましたが、Covid-19
により、一躍注目され資金も集まり動
き出しております。この短信が咲耶に
掲載される頃にワクチンの目途が立っ
ていれば良いのですが…。
安井昌子（大 D29）
いつも会報をありがとうございます。

今回は所用があり出席できません
が、オンラインであれば次回は出席
可能かとも思います。
中川圭子（大 F29）
原田先生の訃報を心からお悔やみ申
し上げます。私は今、千葉市におります。
卒論のグリーンは私の生涯の友です。
上田（林）隆子（大 S29）
相変わらず発語もできず、全介助の
体で車椅子とベッドの生活が続いて
おりますが、年 2 ～ 3 回私（夫）の実
家九州へ出掛けています。
平岡恵津子（大 DM30）
平成 30 年度に定年退職し、母の支
援をしながら元気にすごしておりま
す。上本町と箕面粟生間谷校舎両方
にたくさんの思い出があります。校
舎がなくなってしまうのはとてもさみ
しいです。今後のご発展をお祈りい
たします。
徐　民夫（大 K31）
定年を控えて教職をよくがんばれま
した。第 2 の人生のプランを練って
います。
向頭達夫（大 K31）
上八で入学し、間谷で卒業した小生は
学校名に続いて再び学舎を失うこと
となり非常にさびしく感じております。
平井　亨（大 A31）
坦々と成すべきことを成しておりま
す。相も変わらず…マイクロプラス
チック深刻です。
朝戸理恵子（大 E31）
上八で入学、箕面で卒業でした。母
校のキャンパスがなくなるのは寂し
いです。「烈士の碑」はぜひ新キャン
パスに移設してほしいですね。
谷上郁子（大 S31）
市役所→英語教員と約 35 年の仕事
を引退しました。来春の孫の誕生を
楽しみにしてます。
林　 瑞穂（大 C32）
大学を含む高等教育の MOOC 開発
に取り組んでいます。
安部寛之（大 A32）
海外拠点のコンプライアンスを見て
います。監査でサウジアラビアに行
くのを楽しみにしています。
中路　亨（大 E32）
1980 年 4 月に入学した私は上八を
知らない世代の第一期生で粟生間谷
が外大そのものでした。みのお船場
移転で完全に統合完了という感じで
少々複雑な心境です。
有山暢之（大 F32）
来年、定年を迎えますが、引き続き
フランス語を生かした仕事に就ける
ことが出来ればと考えています。
田中理恵（大 B33）
箕面キャンパスがなくなる日が来る
とは夢にも思いませんでした。思い
出は永遠です。
青木由香（大 F33）
学んできたフランス語も活かしたい
なぁと思いつつ、現在、毎週 2 回宝
塚市内でフラワーアレンジメントレッ
スンを開催しています。ヨーロピア
ンスタイルのフラワーデザインなの
で少しは語学も役立っています !
佐川善久（大 F33）
箕面間谷キャンパスと同じく定年を
迎えます。
佐藤忠隆（大 F33）
還暦近くになって 3 回目の海外赴任
となります。この歳になってまた刺
激を与えてもらえるのはありがたい
ことと考えて頑張ってきます。

成冨達郎（大 C34）
実家が関西でないので卒業後足が遠
のく一方です。
中矢定隆（大 P34）
56 歳で再び語学に取り組み、現在、
英語・フランス語が中級の入り口程
度。ドイツ語・スペイン語・イタリ
ア語・ハングル語・中国語が初級程
度。ロシア語とラテン語は入門程度
です。専攻語のペルシア語は進歩な
しでニュースの 20％くらいが理解でき
る程度です。映画好きがこうじて外大
に入学しましたが、その選択は間違っ
ていなかったかな ?と思っております。
豊田裕子（大 IP35）
名古屋の市立中学校で非常勤講師と
して働いています。
福井　 浩（大 IT35）
卒業後ずい分年月が経ちましたが、
思い出多い 4 年間は忘れることがで
きません。
三苫冬子（大 IT35）
ご盛会をお祈りいたします。
小柴基弘（大 K36）
キャンパス移転を応援します。
川岡美智恵（大 M37）
大変な年でしたがオンラインで海外
のミュージシャンのライブを観る機会
に恵まれました。次は現地で生ライ
ブを観てみたいと思っています。
黒川（虫鹿）麻美子（大 E37）
色々ご苦労様です。
弓岡康輝（大 DM37）
NTT にてネットワーク管理者を拝命し
ております。ご相談事項があればお
手伝い申し上げます。
藤野富美（大 F37）
会社の方針で 3 月よりずっと在宅勤
務が続き、大阪で一人暮らしの母の
様 子を見に行くことも叶いません。
盛会をお祈り申し上げます。
谷田（森川）倫子（大 S37）
再び千葉に住んで丸 4 年となりまし
た。スペイン語を少し使う派遣の仕
事に就いて元気にやっております。
山本祐規子（大 C38）
故郷北海道へ戻ってきて 20 年近く。
すっかり北国仕様の体質となりまし
た。ですが、ノリはやっぱり関西の
方が合いますね。
三村章子（大 C40）
公立高校教員（英語）として忙しくし
ています。海外交流や台湾籍の生徒
対応で外大で学んだ中国語が少しで
すが役立っています。
小柴（調枝）久恵（大 IN40）
箕面船場のすぐ近くに住んでいます。
関わりが増えていくのではと楽しみに
しています。
野上麻理（大 E40）
在宅勤務で家族と過ごす時間が増え
ました。
川方亜紀（大 DM41）
落ち着かない世の中ですが、皆様の
ご健康と総会のご盛会をお祈りして
います。
井奥美和（大 R42）
事故にあってから家にずっといます。
大学時代の友人とは時々会ってます。
竹内英子（大 IN43）
4 月に日本料理 店をオープンしまし
た。コロナ禍の中、夫婦で何とかやっ
ております。
森　博美（大 A43）

「with コロナ」の大変な中、『咲耶』31
号を発行してくださったことに心から
感謝申し上げます。特集ページの皆

さまのレポートは、たくさんの勇気を
頂きました。わたしも頑張らなくては !!
平沢真斎木（大 S43）
バ ル セロナの 会社 勤めでほとんど
帰ってきません（家族）
武田祐子（大 IN45）
1997 年卒業後、就職のため愛知県、
そして 2005 年に大阪に異動で戻って
きました。在学時より始めたバリ舞
踊は、今は娘と 2 人親子で続けてい
ます。新しいキャンパス楽しみです。
小山香代（言語・情報大 46）
地元大分に帰って造園業を営んでお
ります。地方移住で外国の方をアル
バイトに雇うこともあり、楽しく過ご
しています。
服部貴子（ロシア・東欧  大 HG46）
おととし、間谷キャンパスの体育館
で部活の OBOG 会ができたことは、
とても嬉しい思い出になりました。
落合麻伊（東南アジア・オセアニア大
B48  院前東南ア 5）
ミャンマー語を離れて 18 年。それで
も第 2 の故郷はミャンマーです。ミャ
ンマー語を学んで良かった ! 外大生で
良かったと月日が経つほど、感謝す
る次第です。
中村　健（中南米大 S48）
2020 年 3 月に社会福祉士に合格しま
した。2019 年より 14 点アップして合
格できました。
中村聖史（南欧大 S48）
コロナ禍を乗り越え、無事に 100 周
年を迎えられるよう祈念しております。
山添耕平（開発・環境大 49）
国際石油で引き続き働いております。
現下の経済状況で努力しております
が…。
岡本純典（中東大 TR50）
入社以来 15 年間勤務した営業部門か
ら生産管理部門へ異動。欧州担当の
リーダーをしております。これで念願の
トルコ出向へも一歩近づいた気がして
おります。目指せ 2023 年トルコ出向 !!
※ 2023 年はトルコ共和国成立 100 年。
太田恵子（アフリカ大 SH52）
東京在住。第 3 子を妊娠中です。
竹内（小見）梓（アフリカ大 SH53）
東京都目黒区在住です。夫も外大（ド
イツ語 2003 年卒）竹内俊一です。
高橋　明（ロシア・東欧大 R53）
いつも咲耶を楽しく読ませて頂いて
います。今後もよろしくお願いします。
森田（植田）さやか（アフリカ大 SH55）
元気で働いています。
栗原（米田）美佳（開発・環境大 56）
昨年結婚し、出産しました。今は 0
歳児の育児中です。会報誌が届くこ
とがとても嬉しく、当時の外大を思い
出します。間谷キャンパスがなくなっ
てしまうのはとても寂しいですが、本
学の発展を願っております。
竹内雅則（東アジア大 C56）
コロナ 禍 にあり、 大 学 時 の友 人と
Zoom で久しぶりに再会しました。
波多野亮介（南欧大 IT56）
昨年子どもが生まれ育児にバタバタ
仕事もバタバタとしております。仕事
でもイタリア語を使うこともあり充実
しています。

片山夏紀（アフリカ大 SH59）
母校で半年間非常勤講師として授業
をもたせて頂くことになり、大変感
慨深いです。

織田明香里（阪大 U7）
只今、インドにおります。
立山美南海（阪大 IT7）
新キャンパス楽しみにしています。
齊藤涼花（阪大 C8）
伊丹空港の JAL の国際線乗り継ぎ手
続きの仕事をして 2 年目になります。
コロナ禍のためお客様の出国先の対
応も常に変わり、外国の航空会社と
のやりとりでより複雑な英語が求めら
れます。英語はもちろん専攻語の中
国語も日々勉強です。来年は観光英
語検定を受験します。
遠藤　彩（阪大 R8）
東京にて広告会社員として勤務して
おります。
京野初音（阪大 F8）
公益社団法人大阪フィルハーモニー
協会にて大阪フィルハーモニー交響楽
団の事務局員として勤務しております。
宇野寛人（阪大 M9）
モンゴル語専攻の皆さん頑張って下
さい。
森　万由美（阪大 E9）
コロナ禍の最中ではありますが、元
気に社会人をしております。
水本敞司（短 E1）
極度の近視（0.02）で時刻・運賃表が
見えず数年電車に乗ったことない。
古賀昭良（短 D2）
健在ですが、加齢とともに足腰の脆
弱が目立つようになりつつある今日こ
の頃です。
甚野松次郎（短 E3）
老人ホームに入居中です。
西川　満（短 S5）
福助㈱退職後、警備会社に勤務。77
才現役で健康第一に頑張ってます。
茂幾周治（短 R6）
7 月で 80 才になりました。毎日元気
で瀬田川を散歩しています。
𠮷江孝美（比較夜 28   院前国際 1
院後言語 3）
現在、同志社女子大学と花園大学で
非常勤講師をしております。
冨谷美香（南欧夜 S29）
次男が幼稚園に入園しました。
森本　智（夜 F31）
在学中、フランス語会話クラブの方々
と親しく交流させて頂きました。現在
もメンバーの方々とメール交換等させ
て頂いております。
吉留洋祐（ロシア・東欧  夜 R38）
咲耶を通して大学の情報や卒業生の
活躍を拝見すると、大学時代のこと
を懐かしく思い出します。出来るこ
とならタイムスリップしたいです。今
はパイロット教官としてフライトする
日々を送っています。
堤　真佐美（中・北欧夜 E39）
おかげさまで元気にすごしていますが、

海外旅行ができないのがストレスで
す。早く世の中が落ち着き、皆が自由
に色々な行動が出来る日が来ること
を願います。
野村信二（Ⅱ E2）
コロナ禍の中、元気に気楽に生きて
います。皆さんのご多幸と新学舎の
完成を祈っていますよ。
大北義郎（Ⅱ R4）
大手電機メーカーでのクーラー設計
に始まり、理系高校教員で職業生活
を終えました。卒業後、外大・ロシア
語との関わりはなく、同窓会の案内
をいただき会費を払いつづけること
が家内や息子に対し私が外大に籍を
置いていた事の証しとなっています。
黒木一吉（Ⅱ E10）
創立 100 周年を前にした総会、コロ
ナ禍で大変でしょうがご盛会をお祈
り申し上げます。咲耶会、万歳 !!
林　沢松（Ⅱ C11）
昨年、上海駐在より日本に帰任しま
した。
下山隆彦（Ⅱ C12）
卒業して入社できた会社で 40 年間勤
続し、今嘱託として現役で頑張って
おります。
佐藤兆昭（Ⅱ E12）
現在は文部科学省を退職し、筑波大
学東京キャンパスにいます。
西羅こづえ（Ⅱ E12）
シティマラソンに参加。結果に満足、
納得、健康に感謝。クリミア戦争供養
の旅。週末は海外滞在しています。親
善の為、音楽活動です。仏英中国にて。
粟津昌宏（Ⅱ E14）
大学非常勤を退職してから色々な仕
事をしてきましたが、今年はコロナの
影響を多大に受けました。
大島幹雄（Ⅱ F14）
大学を卒業後ボランティアで関西学
生アメフトの審判をしています。昨年
より小学生のフラッグフットボール普
及のお手伝いをしています。
村上逸子（Ⅱ C16）
年をとり、認知症が始まっています。
柴田直樹（Ⅱ E17）
現在、寝屋川市立桜小学校に校長とし
て勤務しています。元気にしています。
近藤孝一（Ⅱ S17）
今年はコロナで一騒動でしたが、阪大
生の後輩には頑張ってほしいですね。
小西辰郎（Ⅱ F18）
パーキンソン病の進行で要介護 4 と
なり、有料老人ホームに入 所して 6
年になります。
阪本貴志（Ⅱ E19）
大学時代に同じアルバイト先で一緒
だった皆さん、お元気ですか ? 生き
ているうちに再会したいですね。今は
大学生の息子と2 人で暮らしています。

武田秀武（Ⅱ E19）
今年の 9 月で 84 歳になりました。元
気にしています。平日は徒歩で在住
市内の図書館通いとレッスン（社交ダ
ンスと健康体操、各々週 1 回）に励み、
体力保持と気分転換をしています。
中嶋祥代（Ⅱ E19）
粟生間谷…なんて懐かしいひびき !!
荒川（尾﨑）貴佳子（Ⅱ S19）
外大のキャンパスがなくなるのは少し
淋しいです。
福原慶尚（Ⅱ E20）
自宅で「英語クリニック」を始めまし
た。（キッズ・ユース・シニアの 3 講座
があります）
北村和彦（Ⅱ F25）
来年にはこの事態が収束し、この文
が杞憂に終わりますように祈っており
ます。
六角みよ子（Ⅱ S25）
卒業後、長年を経て、翻訳に携わっ
ています。
富崎宏子（Ⅱ D26）
元気です。
森谷泰子（Ⅱ R27）
間谷キャンパスが移転になるのは淋
しいことですが、また新たな歴史が
刻まれることを切に願います。
村上幸夫（Ⅱ D27）
最 近は Grammary premium を利用
して、英語 writing を brush up して
います。
佐野薫子（Ⅱ E27）
コロナ禍で職業柄、移動制限を強い
られています。皆様のご健康とご多
幸をお祈りしています。旅が好きなの
ですが…旅ができず自由が欲しい !!
泉　真（Ⅱ R28）
元気です !!
植田初江（Ⅱ F28）
フランス語の勉強は続けています。
松岡利枝（Ⅱ F29）
フランスニース在住。現在 2 人の子
供とフランス人の夫と元気で生活して
いる様です。（家族より）
岡松由理香（院 TV28）
16 年仕事をしたタイからの帰任のタ
イミングがコロナと重なり、戸惑いな
がらも何とか落ち着いて参りました。
山西敏博（院後言社 8）
長野支部長です。来年度こそ皆様と
の直接対面を望みます。12/5（土）に
は長野で同窓会を開催したいと思っ
ております。今後ともよろしくお願い
申し上げます。
西村僚之佑（在学生）
博士後期課程にてモンゴル語の文法
研究をしております。来年度（2021 年）
の新キャンパス楽しみにしております。
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松倉（井澤）俊之
岡田孝憲
米田耕三
周藤道生
中井康夫
込茶三郎
山根矩昭
安達久雄
下神洋造
中井　隆
村上成人
青木明生
井戸太喜男
近沢節夫
富永（磯部）邦夫
増田栄三
村上利雄
山本義幸
柁山次雄
西勝幾雄
中空善彦
山田敬三
山本勝司
平岡　豊
辻　優
青木俊一郎
藤山陽三
村岡　穆
上垣邦夫
前田（尾形）潤子
片桐淳二
斎藤彰一
高松昌弘
玉山（西田）順彦
南　賢
喜田　修
樹下嘉之
坂野勝彦
住山　毅
竹下晃治
友永正和
西村成雄
𠮷田茂彦
森本（石川）芙佐子
伊藤彰一
大水　勇
小部　修
成瀬龍夫
守屋　求
若林道朗
若菜大樹
河原　清
武田（田辺）秀夫
中村忠之
西脇義彦
野口忠夫
井上尚弘
白木　通
春名　肇
荻田俊雄
小林和能
辻野六郎
服部健治
折田正明
名和（木村）真弓
名和又介
槇野喜代志
朝倉潤真
杉村（幸田）美智子
竹内（竹内）玲子
小野善史
岡田（塩野）光子
仲畑尚敏
福冨奈津子
笠井孝之
加藤（梶）恭子
西川孝次
杉田欣二
細井（高橋）由紀子
岸（魚谷）昌代
井上俊二
植谷雅一
水野義道
平松康弘
奥河（牛田）育子
前野（牟田口）初音
高瀬（和田）幸子
岸本あかね
児玉良紀
菱村（佐々木）千枝
市浦計宏
竹中俊穂
濱田麻里
森下圭造
二河（井上）ゆかり
満原（上野）逸子
岩並（大西）正見
多門美穂
西邑一美
稲子（馬場）寿恵
石光　猛
熊谷（小野）晃子
河本尚枝
濱田久美
今田憲男
越田正康
南　敦幸
池山良太郎
田中千賀子
長岡義博
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棚田（原田）由紀子
島村（河野）多鶴子
神田（牧川）友美
三村章子
関　弘司
藤田（秦野）理恵
松香（岡田）有紀子
谷村博明
秋田（李）麻貴
前田征信
横西慶宗
王　寛一
畑山康幸
雨谷忠彦
芦田　進
鈴木光男
三村浩一
河上淳一
竹鼻　毅
松本　哲
青野正明
任　喜久子
植村　茂
向頭達夫
栗生（勝本）昇
石走（佐々木）裕子
山根泰延
梶間貴志
佐藤昭二
平尾貞三
橋本　勝
吉田隆観
井本満照
藤田　忠
三村（正田）サカエ
橘　勲
林　卓也
東村孝郎
戸川　浩
山下尚志
阿部博司
井上清昭
大和謙一
伊藤道彦
鈴木麻里子
奥田麻美子
丹羽　務
塩谷茂樹
大崎　恵
川岡美智恵
鶴羽（岡）祐美子
小林悠子
石井（高田）慎子
東郷 温
浜田広一
山口一史
石川欣也
田中辰男
河野石根
梶谷敬二
島崎忠彦
桝谷昌博
田端 二
西（塚口）俊彦
吉村英男
河上宗弘
寺嶋正直
小黒　一
丹羽宏造
喜多山寛爾
滝本佳一
西田達雄
林　喜久雄
植田正博
松尾　大
石川恵二
髙野郁男
中田浩二
松木　優
大田中　実
小原一浩
嶋貫　全
中川昌衛
堀田　実
前田比佐夫
澤井佳一
苗村和男
有井　晟
嘉味本正保
宮崎衛夫
横田義明
鈴木安夫
朝倉俊雄
和田　肇
広瀬（山田）加代子
本田正伸
長尾善伸
鵜飼　茂
野崎淳一
林　昭男
佐伯　孝
塩見　澄
荒川啓司
奥　文昭
小田敏治
本田義英
三好勝春
米田洋一
矢田（友次）初恵
丹羽慎吾

大ＩＮ23
大ＩＮ24
大ＩＮ26
大ＩＮ26
大ＩＮ27
大ＩＮ27
大ＩＮ28
大ＩＮ28
大ＩＮ29
大ＩＮ29
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大ＩＮ30
大ＩＮ30
大ＩＮ31
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大ＩＮ38
大ＩＮ38
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大ＩＮ40
大ＩＮ40
大ＩＮ40
大ＩＮ42
大ＩＮ42
大ＩＮ43
大ＩＮ44
大ＩＮ44
大ＩＮ45
大ＩＮ45

ＩＰ25
ＩＰ26
ＩＰ26
ＩＰ27
ＩＰ27
大ＩＰ1
大ＩＰ3
大ＩＰ5
大ＩＰ5
大ＩＰ6
大ＩＰ6
大ＩＰ7
大ＩＰ7
大ＩＰ7
大ＩＰ8
大ＩＰ8
大ＩＰ9
大ＩＰ9
大ＩＰ9
大ＩＰ9

大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ12
大ＩＰ12
大ＩＰ12
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ14
大ＩＰ14
大ＩＰ14
大ＩＰ15
大ＩＰ16
大ＩＰ16
大ＩＰ17
大ＩＰ17
大ＩＰ17
大ＩＰ18
大ＩＰ18
大ＩＰ18
大ＩＰ19
大ＩＰ20
大ＩＰ20
大ＩＰ22
大ＩＰ22
大ＩＰ22
大ＩＰ25
大ＩＰ26
大ＩＰ26
大ＩＰ27
大ＩＰ27
大ＩＰ27
大ＩＰ28
大ＩＰ28
大ＩＰ30
大ＩＰ30
大ＩＰ31
大ＩＰ31
大ＩＰ32
大ＩＰ32
大ＩＰ32
大ＩＰ32

勝原（藤沢）紀美代
葊澤義幸
中村由実
江川（平井）典子
大野　泉
須田（坂元）和
片山信英
松本（西村）雅子
下野正一
道幸静児
南野忠之
今谷　誠
鷲尾賢一
佐々木紀子
砂取敬介
鶴田譲治
村田郁子
西川（今井）まさき
墨　史朗
太田幸大
矢島正志
村上（辻井）真紀
片山秀樹
沢地一夫
田中千晶
吉村（奥田）幸子
金子敦子
下平英輝
竹前（小林）望美
岡田（森）真理
竹内（岡）英子
藤原（田中）佳織
三隅理恵
武田（平松）祐子
興梠雅哉
松永通温
調子　肇
中島宏二
奥村義寛
竹内玉蔵
西形昭夫
小林富藏
北山義一
谷本幸夫
中島朝子
森西良俊
樫村　肇
高村充一
西川　毅
藤本清志
増田次郎
金子義和
神尾　佐
田中　勝
谷　昌宏
大西章文
大根瑞穂
久保泰三
髙　康治
瀬川茂七郎
濵口（東岡）恒夫
大湊幹郎
澤田眞一
田口重勝
中本　登
米澤（梁川）清恵
山川洋一
高水忠春
中村長生
横谷俊一
奥平龍二
坂口嘉一
中村佳永
日比敏夫
三上敦史
溝上富夫
池田（伊藤）正夫
坂口捷男
西川　勝
竹内俊一
稲岡俊一
奥田真隆
家城義男
諸川（村井）正子
山脇弘栄
宮崎（奥村）真知子
中川（谷）みさほ
山本次介
四方陽司
原田幸次
横山節夫
井上保教
小野俊一
秦　智
笹山喜市
瀧野真咲
中村隆雄
白水和憲
神野（杉野）弘美
堤　昌昭
山　眞
竹村（鈴木）康子
木本（鈴木）絹子
圓山　望
豊田（小田）美津子
竹内（佐々木）厚子
大橋廣美
ヴェンク（坂下）優子
田中栄次
水野（野村）敦子

大ＩＰ34
大ＩＰ34
大ＩＰ34
大ＩＰ35
大ＩＰ35
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ40
大ＩＰ41
大ＩＰ41
大ＩＰ42
大ＩＰ42
大ＩＰ43
大ＩＰ44
大ＴＶ7
大ＴＶ8

大ＴＶ11
大ＴＶ11
大ＴＶ15
大ＴＶ17
大ＴＶ17
大ＴＶ18
大ＴＶ20
大ＴＶ22
大ＴＶ28
大ＴＶ28
大ＴＶ30
大ＴＶ30
大ＴＶ31
大ＴＶ32
大ＴＶ33
大ＴＶ33
大ＴＶ33
大ＴＶ34
大ＴＶ36
大ＴＶ36
大ＴＶ36
大ＴＶ37
大ＴＶ40
大ＴＶ42
大ＴＶ43
大ＴＶ44

大Ｂ2
大Ｂ8
大Ｂ8

大Ｂ14
大Ｂ14
大Ｂ14
大Ｂ15
大Ｂ15
大Ｂ15
大Ｂ16
大Ｂ16
大Ｂ18
大Ｂ18
大Ｂ18
大Ｂ19
大Ｂ19
大Ｂ20
大Ｂ22
大Ｂ22
大Ｂ25
大Ｂ27
大Ｂ27
大Ｂ29
大Ｂ29
大Ｂ30
大Ｂ31
大Ｂ33
大Ｂ34
大Ｂ36
大Ｂ38
大Ｂ38
大Ｂ40
大Ｂ43

Ａ24
大Ａ10
大Ａ10
大Ａ11
大Ａ12
大Ａ12
大Ａ13
大Ａ13
大Ａ13
大Ａ14
大Ａ15
大Ａ15
大Ａ15
大Ａ16
大Ａ16
大Ａ17
大Ａ19
大Ａ20
大Ａ21
大Ａ21
大Ａ24
大Ａ27
大Ａ27
大Ａ27
大Ａ27
大Ａ28
大Ａ28
大Ａ28
大Ａ32
大Ａ32
大Ａ32

桑林浩治
辻　裕紀夫
中江加津彦
堀（太田）京子
高瀬竜一郎
中野（森本）純子
原田（岩根）明美
上床真弓
髙尾　誠
山中（辻）博弥
髙尾（藤林）節子
前田健二
西村昌也
秋山（藤本）和美
坂本（秋山）喜代子
池田（伊藤）由佳
今井久美子
山本（槙野）幸代
西村　清
高橋滋次
北村道郎
西沢毅彦
奥田（猪田）紘子
土森道雄
藪　庄治郎
田口　進
榎　崇
西村朋也
内田隆博
西村俊一
磯部英美
田中美穂子
森川栄一
堤中晴美
義若（大野）麗子
田島啓行
酒井伴行
長田義行
中村元泰
寺田（本多）美貴子
村上忠良
本田（髙木）広美
三田（中西）初音
佐藤智子
佐藤隆幸
岡松由理香
和田　達
石堂知宏
藤原史和
井上哲朗
大塚武宏
市川（服部）保子
大重昭子
前田義隆
　司郎
橋本（増田）賢
龍村季男
南田（井上）みどり
原田尚人
森　修三
田中茂明
森　英昭
小巻良二
髙城　豊
南　信夫
中川晴吾
谷口雅俊
松島勇治
中山（高木）あけみ
堂園弘之
花薗　誠
末永（三浦）成美子
田中（池田）理恵
山本（山本）和子
本田頼子
倉本和寛
野口千恵
秋山達也
岩崎洋一
松村　平
小島良和
森野欣一
柴　久次
軸丸則男
松川宇一
妹背捷二
小栗康嗣
長浜栄一
加藤　勇
塩尻　宏
塩尻（中村）和子
吉崎史明
梅野順義
中元康裕
小林良三
高階美行
石田（大西）明子
岡崎友美
野中正晴
山岡幸一
久保田法順
下脇一博
林　幹雄
山森雅弘
後藤（木村）泉
松原　浩
横山博史
安部寛之
LEROUX（後藤）尚美
野間　厚

大Ａ32
大Ａ33
大Ａ34
大Ａ35
大Ａ36
大Ａ37
大Ａ37
大Ａ38
大Ａ38
大Ａ38
大Ａ42
大Ａ42
大Ａ43
大Ａ44
大Ｐ13
大Ｐ14
大Ｐ15
大Ｐ15
大Ｐ16
大Ｐ16
大Ｐ18
大Ｐ18
大Ｐ20
大Ｐ22
大Ｐ22
大Ｐ25
大Ｐ25
大Ｐ26
大Ｐ28
大Ｐ28
大Ｐ28
大Ｐ29
大Ｐ30
大Ｐ33
大Ｐ34
大Ｐ36
大Ｐ37
大Ｐ41
大Ｐ42
大Ｐ43
大Ｐ44

Ｅ26
Ｅ26
Ｅ26
Ｅ27

大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ2
大Ｅ3
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ5
大Ｅ5
大Ｅ5
大Ｅ6
大Ｅ6
大Ｅ6
大Ｅ6
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9

大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12

森　裕賀
勝木利誉子
川口（一番ケ瀬）洋子
島田郁子
東條謙治
野間（榎本）了子
武藤宏幾
汐田直美
河田ふじ
山本了司
磯田（阪口）真理
田中（田中）久美
森　博美
前川（今元）裕美子
髙濵　昭
岸川　登
大嶌俊彦
山尾　進
香川英明
中浦泰彦
竹田　彰
半田康彦
長塚　匠
石田義博
泉　四郎
泉（安達）るみ子
日比　隆
宮原武文
吉田（大見）多恵子
稲村（加藤）洋
松井俊一
志茂（小方）智子
成実幸彦
野垣（清松）和美
中矢定隆
宮城（坂本）展子
米田（森田）豊子
山川　静
髙橋（貞利）厚江
佐藤慶一
平尾祐美
金井　清
林　慶夫
由里正雄
森田啓司
井尻益次郎
東條（太田）喜代子
岡本晴三
笹井常三
正保富三
柴田千蔭
本多謙一
鍋　雄
釜谷研造
金山弥寿雄
内山正克
堀江幸夫
森　茂
佐々木誠継
馬場弘行
藤中藤男
金川弘美
清水重雄
田渕弘通
六藤隆夫
井口　毅
伊藤豹一郎
河盛龍三
芳賀直美
東　明宏
福岡正彦
藤田欣吾
浅野　弘
石井純一
菊井忠雄
清水正治
竹中　弘
松尾尚治
屋敷　潔
網本保榮
加嶋廣繁
小和田晴康
住江　漠
高木成佳
谷口成彦
宮川（中嶌）長生
縄田（縄田）洋子
孝橋（吉田）明子
加地重信
稲岡（川口）忠行
木下勝弘
丹野哲男
荒木（新田）泰子
西村茂忠
細川清秀
芳野祐三
石原　了
弓庭（大景）喜和子
紀野（奥田）道子
木戸淑夫
栗本博夫
佐治洋一
少德敬雄
柴山幸彦
西尾　齊
浅井正博
山邊（上田）利正
梅田一德
岡崎邦夫
中村明人

｜ 年会費支払者・賛助金寄付者一覧 ｜年会費のお支払い、賛助金のご寄付ありがとうございました。
※■は年会費と賛助金の両方を納入いただいた方です。ご協力ありがとうございました。

令和2年8月から令和3年6月までに連絡いただき、確認がとれた方々のお名前を掲載いたしました。
慎んでご冥福をお祈りいたします。｜   物故者  ｜
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大Ｃ11
大Ｃ11
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大Ｃ16
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大Ｃ28
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Ｍ22
大Ｍ5
大Ｍ7
大Ｍ11
大Ｍ15
大Ｍ17
大Ｍ27
ＩＮ14
ＩＮ20
ＩＮ23
ＩＮ23
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ＩＮ27
大ＩＮ3
大ＩＮ4
大ＩＮ4
大ＩＮ5
大ＩＮ5
大ＩＮ6
大ＩＮ8
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大ＩＮ15
大ＩＮ16
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大ＩＮ18
大ＩＮ19
大ＩＮ27
ＩＰ19
ＩＰ21
ＩＰ23
ＩＰ27
大ＩＰ1
大ＩＰ4
大ＩＰ5
大ＩＰ5
大ＩＰ6
大ＩＰ7
大ＩＰ7
大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ12
大ＩＰ13
大ＩＰ16
大ＩＰ16
大ＩＰ19
大ＩＰ23
大ＴＶ1
大ＴＶ3
大ＴＶ5
大ＴＶ40
Ｂ24
大Ｂ6
大Ｂ10
大Ｂ12
大Ｂ12
大Ｂ16
Ａ24
Ａ27
Ａ27

大Ａ8
大Ａ15
大Ａ27
大Ｐ15
大Ｐ25
Ｅ18
Ｅ23
Ｅ24
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Ｅ27
Ｅ27
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ2
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大Ｅ4
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大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ5
大Ｅ5
大Ｅ6
大Ｅ6
大Ｅ7
大Ｅ8
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大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ11
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大Ｅ14
大Ｅ14
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大Ｅ25
大Ｅ31
Ｄ14
Ｄ23
大Ｄ7
大Ｄ8
大Ｄ9
大Ｄ9
大Ｄ11

近藤　魁
三木琢次
中野昭司
三木　修
森（頼藤）徳三
大江　淳
藤堂真弘
大森昭和
西田靖敏
橋本　敬
奥田英一郎
前田勝次
尾崎泰雄
垣内正健
柏原新星
亀山昌玄
芳田　忍
山本（鳥山）瞳
本荘完二
松下　修
大和滋雄
赤阪　昂
小西利博
瀬越末彦
藤園　修
朝熊建治
川上賢二
黒田貞一
田中　孜
米沢　潤
南　康夫
百田整治
工藤克志
中島真治
上村幸治
和田久美子
大前（西谷）暢子
近藤常太郎
村川栄治郎
島田雅吉
槇　常良
山田隆義
伊津野武晴
太田裕治
清水民雄
田中（堂薗	）正雄
板坂勇夫
加藤昭三

山中信雄
磯田良一
中園好哉
西尾昭雄
金田利章
日比野武則
大野圭一
林　晃
三木　智
安見壽矩
内田旭彦
椿井捷信
藤本良信
長尾善伸
鵜飼静雄
野口朋之
吉田（大江）明
木村万平
大塚尚美
谷　孝治
武藤友治
福井義男
石渡雄一郎
湯山　明
平岡暉啓
田外敦朗
中崎　巧
新谷邦雄
藤内壽一
白井完男
三上敦史
奥田真隆
後藤　章
廣江彰正
角崎篤弘
谷　直衛
前川清一郎
髙橋（戸田）孝一
戸田貴之
小寺恒男
美濃部親良
桂田啓一
小宮毅士
藤山（中野）幹司
吉井謙一
井本利一
伊田　巧
岡村　一

小池　坦
森　昭興
林　幹雄
羽田亨一
松田　力
前田　昇
隅田周治
筒井　溢
富田　
立間早苗
藤井　暲
大喜田由馬
鍋　雄

水野　力
森本圭市
大森卓蔵
川瀬　厚
坂井正弘
田川弘雄
新田　稔
日笠陽一郎
山田利秋
加茂康郎
清水　誠
中原章雄
堀田　広
岸田　洋
出原　勲
阿部（佐々木）祚子
小和田晴康
早川泰洋
安田晃久
紀野晋一
芳野祐三
小川　宏
近藤達夫
篠原昌彦
中村恭一
上（藤崎）弘子
鈴木正美
伊丹　豪
山本　耐
山尾昭一郎
鹿田昌明
保元秀憲
尾上久男
増田良平
奥出恒夫

黒澤正志
山下恵美子
武田憲明
近江　謙
柴田（小柳）百合
杉　定雄
斎藤　裕
小川（武藤）栄二
赤木昭三
村井茂昭
佐藤　尚
佐野　博
原田　武
井尻　寛
安田正雄
丹治恆次郎
大藤（満村）房子
髙橋　護
浦田良一
山田隆一
奥田忠男
上杉昭夫
岩﨑雅樹
坂本正稔
二見千尋
毛受　晃
石田勇二
一圓貞治
大喜多誠治
太田道則
草川　博
越水洋一
玉利　虹
岡田清美
西村（多田）啓介
長瀬康夫
増本幸一
高橋一三
加納鐸朗
三木泰久
山本　茂
熊谷義夫
豊福葊之
山根康男
芦田周道
大倉秀介
石井　潔
田中久仁夫

大Ｄ14
大Ｄ16
大Ｄ17
大Ｄ18
大Ｄ22
大Ｄ25
Ｆ22
Ｆ23
Ｆ25
大Ｆ1
大Ｆ3
大Ｆ3
大Ｆ3
大Ｆ4
大Ｆ4
大Ｆ8
大Ｆ9
大Ｆ10
大Ｆ11
大Ｆ11
大Ｆ16
大ＩＴ16
大ＩＴ18
大ＩＴ18
大ＩＴ22
Ｓ20
大Ｓ2
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ5
大Ｓ5
大Ｓ6
大Ｓ7
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ11
大Ｓ12
大Ｓ13
大Ｓ15
大Ｓ19

大Ｓ19
大Ｓ29
Ｒ6
Ｒ23
Ｒ25
Ｒ27
Ｒ27
大Ｒ4
大Ｒ9
大Ｒ12
大Ｒ13
大Ｒ17
大Ｒ17
大Ｒ17
大Ｒ18
大Ｍ50
大ＳＨ58
中北欧大Ｅ45
大ＩＴ58
阪大Ｆ7
短Ｃ5
短Ｅ2
短Ｓ2
短Ｓ5
短Ｓ5
ⅡＣ4
ⅡＣ10
ⅡＣ14
ⅡＣ18
ⅡＣ26
ⅡＥ5
ⅡＥ9
ⅡＥ10
ⅡＥ11
ⅡＥ26
ⅡＥ28
ⅡＤ2
ⅡＤ23
ⅡＦ5
ⅡＳ1
ⅡＳ2
ⅡＲ14
夜Ｃ37

北米夜Ｅ35
院Ｅ2

麓　千浪
上田（林）隆子
小林忠治
勝西雅夫
河合（鈴木）喬夫
羽山（高橋	）淳三
宮下　正
中西　治
波多野哲朗
和田　捷
小林靖彦
田畑（小阪）登美子
見上昌
横田静雄
徳永光庸
渡辺　亮
岩佐れん
塚本清隆
佐藤博子
岡田早苗
平中誠二
上田紀雄
由藤正宏
一柳忠三
梅田　勲
浅野幸男
新居（竹内）克佳
峯尾臣一
海老名徳和
児玉當雄
川下康男
笠鬼徹郎
藤田修二
向井　茂
酒見倉造
菅野ひろみ
西出誠作
福嶌康人
飯島英治
三輪日出夫
渡辺俊子
深串芳治
與沢英五郎
浅水多恵子
西光義弘

語  科 氏  名

2000 年から 2006 年の間、咲耶会の会長として、その後は相談役として、母校と同窓会の発展のため、獅子奮迅
のご尽力を賜りました、第 5代咲耶会会長、磯田良一様が 3月 22日にご逝去されました。語科の先輩・後輩として
ご親交の深かったお二方に、追悼の言葉をご寄稿いただきました。

平成 16 年（2004 年）総会にて。

情熱の人　磯田良一さん逝く
石川恵二（大 IN10）

咲耶会と陸上競技部に全精力を注いで来られた磯はんが逝かれま
した。大きな声で熱弁を振るう磯田節が聞けなくなると思うと寂しさ
いっぱいです。
咲耶会と陸上部の行事を最優先とし仕事のスケジュー

ルを調整するという、母校と陸上部に情熱の人でした。
陸上関係の集まりでは「外大陸上部卒」と公言されてい
たのは周知の事実です。
陸上競技の「り」の字も知らない素人が同級生に勧め

られ入学半年後の10月に陸上部に入部、翌月の東外戦
で生まれて初めて借り物のスパイクを履き2種目に優勝
しました。（陸上部創部 70周年記念誌に記述）。
私個人としては1960 年東外戦の試合後、磯田先輩

の小金井のアパートに泊めていただき語り明かしたのが一番の想い出
です。
「同窓会と陸上部が生きがいの父、足の怪我をしてから外出もまま
ならなくなり口数も少なくなりました。特にここ1年は体の自由が殆ど
利かなくなりましたが、最期までしっかりしていました」という娘さんの
お言葉を記し追悼の文とさせていただきます。

磯田先輩を偲んで
咲耶会前副会長・南十字星会前会長	宮崎衛夫（大 IN13）

「趣味は同窓会」と自負され、“外語愛 ”に溢れた磯田良一様のご逝
去の報に接し、無念な思いで一杯です。咲耶会会長として阪大との統

合前に難しい課題に前向きに対応されたのをはじめ、イン
ドネシア語同窓会「南十字星会」にも多くの痕跡を残され
ました。
もう25 年以上も前のことですが、それまで忙しさにか

まけて無縁であった同窓会活動に参加させていただくよう
になったのは、磯田様からお声をかけていただいたのが、
きっかけでした。それ以来長きにわたり、何かとご指導い
ただきました。いわば昭和型の親分肌を持つおやじ的存
在で、いつも後輩のことを気にかけ、面倒をみていただい
たことを、懐かしく思い起こしております。

つい数年前まで同窓会の会合などで大阪に来られるたびに、「私は
まだまだ現役だ」と自社の営業活動にも精力的に動いておられました。
また拙宅にお電話いただくことも時折ありましたが、電話に出た妻が
一声聴くだけで、磯田様と分かるほど迫力ある大きな声でありました。
もうあの声が聴かれないかと一抹の寂しさを覚えるのは私だけでなく、
OB/OG の皆様の中にも数多くおられるのではないでしょうか。
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｜ 年会費支払者・賛助金寄付者一覧 ｜年会費のお支払い、賛助金のご寄付ありがとうございました。
※■は年会費と賛助金の両方を納入いただいた方です。ご協力ありがとうございました。

阪大Ｃ3
阪大Ｃ4
阪大Ｃ5
阪大Ｃ6
阪大Ｃ7
阪大Ｃ8
阪大Ｃ9
阪大Ｋ7
阪大Ｍ1
阪大Ｍ3
阪大Ｍ3
阪大Ｍ4
阪大Ｍ7
阪大Ｍ7
阪大Ｍ8
阪大Ｍ8
阪大Ｍ8
阪大Ｍ8
阪大Ｍ9

阪大ＩＮ4
阪大ＩＮ7
阪大ＩＮ9
阪大ＰＨ7

阪大Ｔ5
阪大Ｔ5
阪大Ｔ6
阪大Ｔ8
阪大Ｔ9
阪大Ｖ6
阪大Ｖ7
阪大Ｖ8
阪大Ｖ8
阪大Ｈ2
阪大Ｈ4
阪大Ｈ8
阪大Ｕ1
阪大Ｕ3
阪大Ｕ6
阪大Ｕ7
阪大Ａ3
阪大Ａ5
阪大Ａ7
阪大Ａ8
阪大Ｐ5

阪大ＴＲ2
阪大ＴＲ7
阪大ＳＨ8
阪大ＳＨ8

阪大Ｒ5
阪大ＨＧ3
阪大ＨＧ3
阪大ＨＧ5
阪大ＨＧ5
阪大ＨＧ6
阪大ＤＭ4
阪大ＤＭ5
阪大ＤＭ7
阪大ＤＭ7

阪大Ｄ1
阪大Ｄ2
阪大Ｄ4
阪大Ｄ5
阪大Ｄ6
阪大Ｄ6
阪大Ｄ7
阪大Ｄ7
阪大Ｄ8
阪大Ｄ9
阪大Ｄ9
阪大Ｅ1
阪大Ｅ2
阪大Ｅ3
阪大Ｅ5
阪大Ｅ6
阪大Ｅ7
阪大Ｅ7
阪大Ｅ7
阪大Ｅ8
阪大Ｅ9
阪大Ｅ9
阪大Ｅ9
阪大Ｆ2
阪大Ｆ3
阪大Ｆ4
阪大Ｆ8
阪大Ｆ8

阪大ＩＴ1
阪大ＩＴ2
阪大ＩＴ5
阪大ＩＴ7

阪大Ｓ2
阪大Ｓ4
阪大Ｓ4
阪大Ｓ5

阪大ＰＢ2
阪大ＰＢ3
阪大ＰＢ4
阪大ＰＢ8

阪大Ｊ3
阪大Ｊ4
阪大Ｊ6
阪大Ｊ7
阪大Ｊ8
阪大Ｊ9

短Ｃ6
短Ｅ1
短Ｅ1
短Ｅ1
短Ｅ3
短Ｄ4

山村尚子
氏家道登
實　亜里紗
楢橋広基
満仲陽平
齊藤涼花
面出　望
本岡真以子
井上（長谷川）奈美
𠮷岡（浅井）優子
田中　力
新井脩平
千島奈々
西村僚之佑
粟野萌子
大橋花帆
岸田直昂
森山賢美
篠田百杏
宮本有紀子
谷　美千帆
松井　惇
加藤千尋
川谷真以
堂前佑輔
酒井聡里
八亀璃子
前田愛実
有馬菜央
中嶋弘子
小林久実
堀　俊太郞
寺石雄伍
坂下知世
武井洋陽
吉村（北藤）真美
有年孝将
今西あかり
織田明香里
三倉　南
倉場基行
鈴木真生子
小田京佳
榎村　輝
上野仁嗣
山岡茉奈
川上　凌
塩井杏奈
中野満里奈
本間千穂
髙熊（𠮷田）知可
掛川敦史
夏目実希
船曳真央
中川麻琴
椀田明子
伊勢田如奈
増田歩実
能勢尚子
岡田（多田）歩美
中田皓大
山本佑子
武田一紗
藤江宗達
安藤大成
中西温子
尾花大輝
永松忠士
松井沙野花
松藤（山下）泰代
笠嶋祐志
吉中真優
平山理沙
貴志　彩
谷岡翔平
前田咲織
飯干（村山）綾香
石原実咲
清池紗央
東　幸永
望月あすか
山中美乃
北村　彩
下川拓哉
大月北斗
京野初音
亀岡洵弥
辻（宮内）瑞穂
鳥井　輝
高木紗也香
河野千晶
七條憲正
鳥生知美
渡邊佳央里
山本（鈴木）友規
町屋瑠璃
山本真悠子
渡辺　格
橘髙めぐみ
平田（石田）絵美
向井沙代子
笹川史絵
西畑宏紀
荒川清蘭
今林英雄
林　昌也
井上（馬場）章之
水本敞司
佐々木淳子
久國宣弥

短Ｄ4
短Ｄ6
短Ｆ2
短Ｆ4
短Ｆ4
短Ｆ5
短Ｆ7
短Ｓ4
短Ｓ5
短Ｒ2
短Ｒ5
短Ｒ7
ⅡＣ1
ⅡＣ1
ⅡＣ2
ⅡＣ2
ⅡＣ6

ⅡＣ11
ⅡＣ12
ⅡＣ13
ⅡＣ14
ⅡＣ16
ⅡＣ17
ⅡＣ17
ⅡＣ18
ⅡＣ20
ⅡＣ20
ⅡＣ20
ⅡＣ21
ⅡＣ22
ⅡＣ22
ⅡＣ27
ⅡＣ28
ⅡＣ28
ⅡＣ29

ⅡＥ1
ⅡＥ2
ⅡＥ2
ⅡＥ3
ⅡＥ3
ⅡＥ3
ⅡＥ3
ⅡＥ3
ⅡＥ8
ⅡＥ8

ⅡＥ10
ⅡＥ10
ⅡＥ10
ⅡＥ10
ⅡＥ10
ⅡＥ12
ⅡＥ12
ⅡＥ14
ⅡＥ15
ⅡＥ17
ⅡＥ17
ⅡＥ18
ⅡＥ18
ⅡＥ19
ⅡＥ19
ⅡＥ19
ⅡＥ20
ⅡＥ20
ⅡＥ20
ⅡＥ23
ⅡＥ24
ⅡＥ24
ⅡＥ25
ⅡＥ25
ⅡＥ26
ⅡＥ27
ⅡＥ27
ⅡＥ27
ⅡＥ28
ⅡＥ28
ⅡＥ28
ⅡＥ28
ⅡＥ29
ⅡＥ31
ⅡＥ32

ⅡＤ2
ⅡＤ2
ⅡＤ5
ⅡＤ8
ⅡＤ8

ⅡＤ12
ⅡＤ15
ⅡＤ16
ⅡＤ20
ⅡＤ22
ⅡＤ27

ⅡＦ1
ⅡＦ9

ⅡＦ12
ⅡＦ13
ⅡＦ13
ⅡＦ14
ⅡＦ18
ⅡＦ19
ⅡＦ19
ⅡＦ22
ⅡＦ22
ⅡＦ24
ⅡＦ27
ⅡＦ27
ⅡＦ28
ⅡＦ28

ⅡＳ1
ⅡＳ2
ⅡＳ4

野上（森本）則子
疋田武
乾　昭
木下（永田）芙佐子
仕田原（三宅）順子
豊田英男
福島（堀下）財
峯松（川上）順江
大下勝巳
金田茂和
林（岩田）省治
陳内直樹
有田昌義
幸　英隆
木村克美
福島勝彦
幸谷隆資
林　沢松
下山隆彦
三村　勝
早稲田良彦
村上大洋
岡野晃次
吉田法明
伊皆修一
井村　隆
橋本恭佑
古川季靖
小島（中尾）紀代子
今村増徳
広川由美
瀧本文治
津田慎介
津田（長井）陽子
堂山綾子
住吉正行
石川定義
野村信二
杉下達也
茂木（土屋）文子
西出恵子
水戸章二
荒木（米谷）博子
伊藤孝夫
西田達昭
金村義夫
黒木一吉
斉藤雄司
福元静枝
三加茂憲明
熊野誠治
佐藤兆昭
粟津昌宏
野本裕之
天野豊子
森田厳一
岡内（冨永）三重
馬場恵子
垰　美江
武田秀武
中嶋祥代
池永　洋
永井宏紀
福原慶尚
丸田雅信
志賀元喜代
神　研二郎
仲本（田代）直美
松村時男
長尾　操
興津純子
佐野薫子
田原節子
岡本敏之
田村（髙田）広子
中村　泉
森下明輝
秋田博美
初島広治
本田和也
飯代恒彦
高橋善介
金城徹男
武部俊和
三谷克治
石黒真一
木之下恵介
久野直樹
武市（石川）真寿美
河田義博
村上幸夫
井上洋治
福田隆夫
宮山博光
杉元明
森　稔
高田　正
小西辰郎
田坂雅弘
中井康人
永田（棚橋）杉子
松山晋二
平野拓也
小野拓之
野本久美子
植田初江
濱田佳秀
山川太三
脇　信義
中川浩二

大Ｒ24
大Ｒ24
大Ｒ25
大Ｒ25
大Ｒ26
大Ｒ27
大Ｒ27
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ29
大Ｒ29
大Ｒ30
大Ｒ31
大Ｒ31
大Ｒ32
大Ｒ32
大Ｒ33
大Ｒ33
大Ｒ33
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ35
大Ｒ35
大Ｒ37
大Ｒ37
大Ｒ37
大Ｒ37
大Ｒ38
大Ｒ38
大Ｒ40
大Ｒ40
大Ｒ43
大Ｒ45
大Ｊ40
大Ｊ41
大Ｊ41
大Ｊ42

言語大45
言語大46
言語大50
言語大50
言語大52
言語大52
言語大53
言語大53
言語大57
言語大57
言語大58

日本語大46
日本語大49
日本語大50
日本語大53
日本語大55
日本語大57
日本語大58
日本語大59
日本語大59

比較大50
比較大50
比較大51
比較大52
比較大58
国際大46
国際大47
国際大48
国際大48
国際大49
国際大54
国際大58
国際大60
開発大47
開発大49
開発大49
開発大58
開発大58
開発大59

大Ｃ45
大Ｃ45
大Ｃ45
大Ｃ46
大Ｃ46
大Ｃ46
大Ｃ47
大Ｃ53
大Ｃ54
大Ｃ56
大Ｃ57
大Ｃ60
大Ｋ45
大Ｋ46
大Ｋ58
大Ｍ47
大Ｍ49

大ＩＮ46
大ＩＮ51

大ＰＨ52
大ＰＨ56
大ＰＨ57

大Ｔ53
大Ｔ57
大Ｔ57
大Ｔ58
大Ｔ59
大Ｖ53
大Ｈ46

竹下（森）雅樹
白鳥（山根）由美子
高木　亨
水池亮一
伊藤昌之
河井（小川）洋子
村田純一
西郷（青木）佐登美
岩崎公徳
和田（谷澤）園子
進藤（簾）喜予
川辺　亮
三浦　実
市川　浩
穴田（石原）理枝
中本（川崎）浩美
中松基史
白井（福井）元子
西村（後藤）加代
島田英明
橋本優子
縄田（川村）真織
誓山祥子
松本裕之
宮永祐子
金岡（吉岡）路子
崔 秀
西　正重
野口（阿部）昌美
冨田（堀）智子
松本直子
山村浩之
井尻　誠
鐘ケ江（岡本）美津子
片岡　泉
堀内（齊内）明子
三島（小原）桃子
稲葉（上条）美和子
山本邦博
大下（植月）佐和子
横山（宮）早苗
高橋康浩
織田淑子
小山（目原）香代
増田（酒井）亜澄
西村幸起
杉岡亜矢子
山腰かおり
和田（小貫）美咲
根本紘実
梅谷　綾
井川（渡部）亜希子
今岡（山根）牧子
重盛直子
坂西（栗木）真由美
ハウグ（小林）雅美
池田　梓
蛭沼芽衣
井川　暁
土屋彰子
村上絢美
藤本（森田）千博
𠮷田（北川）理恵
角南圭祐
高梨美和
橋本明郎
羽鳥（花元）加苗
大西（山野）優子
阿部（田中）緑
青木（高畑）あいこ
八木（高見澤）恵美
藤井俊宏
田端篤史
近藤美佳
宮前昌太
金行抄穂
林　重行
山添耕平
真砂周子
川上（山島）あゆみ
西　彩香
海老名健司
片岡（窪田）綾子
中内亜紀
長江衣佐子
濵島千裕
早野暢秀
塚本松枝
石崎浩司
油井（中島）菜穂子
日比野正之
島本浩平
浅野哲生
酒井（福田）さおり
孫　美幸
藤井（金岡）歩美
中山佳子
柴田（堀之内）友美
佐々木（服部）志津香
藤田（木塚）裕子
髙橋啓介
美馬香都子
大槻（河合）有子
中島勇輔
竹野（石井）晴美
吉村光平
佐々木友香
本田栄介
井筒（柳坂）京子
明石（荒川）尚子

大Ｈ53
大Ｈ59
大Ｕ46
大Ｕ50
大Ｕ53
大Ｕ54
大Ｕ58
大Ａ46
大Ａ57
大Ａ57
大Ａ57
大Ｐ45
大Ｐ47
大Ｐ49
大Ｐ52
大Ｐ52
大Ｐ53
大Ｐ58
大Ｐ59

大ＴＲ46
大ＴＲ50
大ＴＲ50
大ＴＲ55
大ＴＲ60
大ＳＨ48
大ＳＨ50
大ＳＨ51
大ＳＨ55
大ＳＨ55
大ＳＨ56
大ＳＨ58
大ＳＨ59
大ＳＨ61

大Ｒ46
大Ｒ54
大Ｒ58

大ＨＧ48
大ＨＧ49
大ＨＧ50
大ＨＧ52
大ＨＧ53
大ＨＧ53
大ＨＧ55
大ＨＧ55
大ＨＧ57
大ＨＧ58
大ＤＭ48
大ＤＭ49
大ＤＭ50
大ＤＭ52
大ＤＭ53
大ＳＤ47
大ＳＤ49

大Ｄ45
大Ｄ46
大Ｄ46
大Ｄ46
大Ｄ47
大Ｄ49
大Ｄ50
大Ｄ50
大Ｄ54
大Ｄ56
大Ｄ57
大Ｄ58

中北欧大Ｅ47
中北欧大Ｅ52
中北欧大Ｅ56
中北欧大Ｅ57
中北欧大Ｅ58
中北欧大Ｅ59
中北欧大Ｅ59

大Ｆ45
大Ｆ45
大Ｆ46
大Ｆ46
大Ｆ48
大Ｆ49
大Ｆ50
大Ｆ51
大Ｆ58

大ＩＴ50
大ＩＴ56
大ＩＴ58
大ＩＴ58
大ＩＴ59

南欧大Ｓ48
南欧大Ｓ51
南欧大Ｓ55
南欧大Ｓ56
北米大Ｅ45
北米大Ｅ46
北米大Ｅ47
北米大Ｅ47
北米大Ｅ47
北米大Ｅ48
北米大Ｅ49
北米大Ｅ53
北米大Ｅ55
中南米大Ｓ45
中南米大Ｓ48
中南米大Ｓ51
中南米大Ｓ54
中南米大Ｓ55
中南米大Ｓ63
中南米大ＰＢ45
中南米大ＰＢ47
中南米大ＰＢ55
中南米大ＰＢ55

阪大Ｃ3

前田綾子
濱口（桾）麻耶
多喜大祐
大谷健一郎
百富隼也
松田果奈
中村　悠
堀尾明子
中村（菅原）里美
髙橋留唯
三宅（松岡）智保
三宅（西田）純子
盛岡（市野）雅恵
齋藤裕行
川村由加里
丸山（森本）尚子
中村幸柄
島岡志帆
今吉（番匠）未来
堤　将洋
岡本純典
和田MIRAS（和田）桃江
岡崎貴志
若林直樹
新田幸太郎
香川（深谷）香奈
中山依子
田上未紗
葊田　大
山瀨靖弘
西脇大史
片山夏紀
土井真美
森口（井石）敦子
植原邦雄
木下裕美
田平亜美子
中野雅博
森田（植田）さやか
高田清司
釜田広樹
山下茂輝
石原亜希子
香田龍太朗
松本陽大
バルコーツィ（森下）友里加
小林恵士
鎌倉（福島）容子
高柴（青木）加奈子
内田（小池）玲子
山本真利
中川　幸
吉田麻衣子
牧野喜弘
坂井（幸地）晶子
前原亜希子
森本安紀
前田吉太郎
相馬朗子
菊地一恵
吉岡玲名
屋地元（波多野）留美
奥村直敏
永尾真美
横山祐美子
木村麻子
槌矢（藤原）文子
松井（青木）奈津子
新阜耕三
片岡真美
林（嶋田）彩花
大和静香
浦本　華
本田麻育子
岡　隆之
柏谷（冨永）真紀
河野（松原）美紀
木下（松永）ひとみ
徳永（岩本）友紀
岩嵜（西嶋）亜紀子
趙　潤子
門脇（山田）奈未
波多野亮介
佐藤博子
天藤愛子
杉本和世
中村聖史
水谷（仙田）晃子
竹田千亜希
刀根（小西）希望
髙西和佳
Rothrock（髙田）Ikumi
木村憲治
川島（草間）紗織
森川（前田）晃江
穗刈哲明
宮原瑞香
橋本（伊崎）永子
水谷（石村）文
小山博季
中村　健
坂本啓之
村田喜庸
八木（宮脇）由貴
西中聖大
小林（矢嵜）菜穂子
澁谷（松平）和子
前田陽一朗
松本雅治
河野直也

ⅡＳ6
ⅡＳ6
ⅡＳ7

ⅡＳ10
ⅡＳ12
ⅡＳ14
ⅡＳ15
ⅡＳ17
ⅡＳ17
ⅡＳ19
ⅡＳ19
ⅡＳ23
ⅡＳ23
ⅡＳ27
ⅡＳ29

ⅡＲ2
ⅡＲ3
ⅡＲ4
ⅡＲ9

ⅡＲ13
ⅡＲ14
ⅡＲ16
ⅡＲ18
ⅡＲ26
ⅡＲ27
ⅡＲ27

言語夜28
言語夜32
比較夜30
比較夜35
比較夜41
国際夜35
国際夜36

夜Ｃ28
夜Ｃ32
夜Ｃ32
夜Ｃ33
夜Ｒ30
夜Ｒ32
夜Ｒ34
夜Ｄ33
夜Ｄ33
夜Ｄ41

中北欧夜Ｅ28
中北欧夜Ｅ30
中北欧夜Ｅ30
中北欧夜Ｅ36
中北欧夜Ｅ38
中北欧夜Ｅ38

夜Ｆ36
南欧夜Ｓ34
南欧夜Ｓ35
南欧夜Ｓ36
南欧夜Ｓ41
南欧夜Ｓ43
北米夜Ｅ30
北米夜Ｅ36
中南米夜Ｓ28
中南米夜Ｓ29
中南米夜Ｓ30

院Ｃ6
院Ｃ12
院Ｃ15
院Ｃ21
院Ｃ28
院Ｋ27

院ＩＰ13
院ＩＰ19
院Ａ22
院Ｐ12
院Ｐ27

院Ｅ5
院Ｅ26

院Ｄ7
院Ｆ15
院Ｆ23

院ＩＴ17
院Ｓ4

院Ｓ11
院Ｓ13
院Ｓ19
院Ｓ32
院Ｒ22
院Ｊ14
院Ｊ16
院Ｊ22
院Ｊ28
院Ｊ28
院Ｊ28

院前東南ア5
院前東南ア6
院前ロ東欧7
院前中北欧4
院前中北欧7
院前中北欧8

院前南欧3
院前南欧8
院前アメ2

院前アメ11
院前国際5
院前国際7
院前国際7
院後言語3
院後言語7
院後言語8
院後言語9
院後言語9
院後言社8

本山（郭）星求
桃井（北川）みち子
諫山和可
近藤哲二
浅井延亮
西川昌芳
仲谷喜代子
近藤孝一
後町英明
土屋まゆみ
本庄達夫
植田和彦
森田（北尾）文枝
菊本孝一
山下　毅
藤井　誠
横田芳一
大北義郎
小澤正三
西川英次
田村勝也
藤田（西田）恵津子
戸田雅久
諸田宣広
齊藤洋一
森谷（森谷）泰子
山下（岩浅）麻利子
木本（片石）純子
中道望美
小山郁江
市川博章
古永敬一
藤原信也
北野（廣田）祐子
岩永浩一
堀澤良充
春日厚子
大日南（堀）苗香
楠（平井）晶
藤原智美
岡部（小松）沙織
竹島豊彦
野崎真二
倉田（出村谷）由美
小原越史
富永（鄭）真己
渡邊拓人
野木則子
西村（大和）祥子
内田育子
三浦（清水）史子
丹羽由衣
宇谷直樹
井上裕三
吉村卓也
江川竜昭
広井康延
北林文恵
有澤恭子
呉　恵美
杉村博文
青野繁治
谷川　毅
盧　濤
芦木通保
髙橋　学
高橋　明
山根　聡
竹村景子
藤元（香川）優子
竹原　新
樋上　勲
石井昌子
楠根重和
安慶名　操
渡邉　肇
武田　好
山蔭（蔭山）昭子
東　明彦
大内　一
内藤みちよ
野口有子
上原順一
澤田田津子
寺尾（渡邊）裕子
脇田里子
門脇（門脇）薫
橋本佳美
坂東正子
宮井芙実子
田﨑（宮野）若菜
新津文隆
秋山實子
大辺理恵
久保田勝己
港道すみ江
石破（江角）はな恵
久保田ゆかり
川邊靖子
岡野彩子
河野朋子
清水雅子
西村君代
村上陽子
岡本淳子
脇坂（佐々木）洋子
須藤　潤
山西敏博

大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ13
大Ｅ13
大Ｅ13
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ16
大Ｅ16
大Ｅ16
大Ｅ16
大Ｅ17
大Ｅ17
大Ｅ17
大Ｅ17
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ19
大Ｅ19
大Ｅ19
大Ｅ19
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ21
大Ｅ21
大Ｅ21
大Ｅ21
大Ｅ22
大Ｅ22
大Ｅ22
大Ｅ22
大Ｅ22
大Ｅ23
大Ｅ24
大Ｅ25
大Ｅ25
大Ｅ26
大Ｅ26
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ28
大Ｅ28
大Ｅ28
大Ｅ28
大Ｅ29
大Ｅ29
大Ｅ29
大Ｅ29
大Ｅ30
大Ｅ30
大Ｅ30
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ32
大Ｅ32
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ34
大Ｅ34
大Ｅ34
大Ｅ34
大Ｅ35
大Ｅ35
大Ｅ35
大Ｅ35
大Ｅ35
大Ｅ36
大Ｅ37

長谷川　清
松村孝義
武藤禎雄
茂籠昭男
米田　堅
田中　篤
出口健治
横山憲次
魚谷浩章
奥西保彦
黒田（真屋）好子
渡辺（山田）麗子
伊東昭葊
下川（瓜生）紘子
佐々木康治
井上（冨田）泰子
早稲田（中山）由美
足立（西本）幸枝
穂積健次
松木　博
村山久二子
山形幸彦
吉田征子
今城（小田）八洲子
小林正受
津田雄三
宗田（広嶋）京子
上杉（佐藤）千代子
長谷川和久
松見芳男
奥山（宮崎）玲子
大沢久美子
小野田裕司
坂本俊弘
中尾史朗
竹田（中川）郁子
八木　一
吉田久夫
川崎（上原）佳代子
岡嶋正雄
藤岡　繁
船戸誠一郎
小泉（稲山）明紀子
交野正隆
河端省三
須藤眞一
永田雅治
平井（太尾）佳代子
宮里　護
原田（天上）知子
十名立己
垣見（前原）益子
八木哲夫
藤岡（上田）和代
小松（黒木）由紀子
谷渕初枝
倉吉（秀島）知恵子
福満雅子
磐城春江
田中（藤井）容子
高井知二
榊原（鶴田）啓子
上山光夫
平田（金田）廣子
味岡保雄
大橋章子
荻野清彦
窪薗晴夫
武田　聡
小巻（能勢）靖子
橋本（松林）かほる
吉川靖弘
小林信彦
横田（竹内）優子
山尾（松原）好子
宮島早苗
豊田（安宅）直美
奥村弘史
尾崎　拡
中山純江
中川優子
中野新一
松本　徹
朝戸理恵子
大橋達夫
浜田（木場）圭子
中吉宏幸
辻（野田）早苗
松崎慎吾
坂井（森）由美子
武知千津子
中路　亨
秋田（泉）佳子
松井（井本）洋子
宮本（梶浦）直子
金山亮太
松田（西浦）加奈
平野博一
多田昌美
田邉（濵田）裕紀子
市原（安原）修
檜垣（山本）美保
明吉正知
畑田（石田）美緒
内田千恵
森岡佐紀
吉井誠二
金谷（玉石）奈津子
梅迫（池辺）陽子

大Ｅ37
大Ｅ37
大Ｅ38
大Ｅ38
大Ｅ38
大Ｅ38
大Ｅ38
大Ｅ39
大Ｅ39
大Ｅ40
大Ｅ41
大Ｅ41
大Ｅ41
大Ｅ42
大Ｅ42
大Ｅ42
大Ｅ43
大Ｅ43

Ｄ21
Ｄ23
Ｄ26

大Ｄ2
大Ｄ3
大Ｄ4
大Ｄ4
大Ｄ4
大Ｄ4
大Ｄ4
大Ｄ5
大Ｄ5
大Ｄ5
大Ｄ6
大Ｄ6
大Ｄ6
大Ｄ7
大Ｄ7
大Ｄ8
大Ｄ8
大Ｄ9
大Ｄ9

大Ｄ10
大Ｄ10
大Ｄ11
大Ｄ11
大Ｄ11
大Ｄ12
大Ｄ14
大Ｄ15
大Ｄ15
大Ｄ16
大Ｄ16
大Ｄ17
大Ｄ17
大Ｄ17
大Ｄ17
大Ｄ17
大Ｄ18
大Ｄ18
大Ｄ18
大Ｄ19
大Ｄ19
大Ｄ19
大Ｄ19
大Ｄ21
大Ｄ21
大Ｄ21
大Ｄ22
大Ｄ22
大Ｄ22
大Ｄ23
大Ｄ25
大Ｄ25
大Ｄ25
大Ｄ25
大Ｄ27
大Ｄ28
大Ｄ29
大Ｄ29
大Ｄ30
大Ｄ30
大Ｄ30
大Ｄ31
大Ｄ31
大Ｄ33
大Ｄ33
大Ｄ34
大Ｄ34
大Ｄ34
大Ｄ37
大Ｄ37
大Ｄ43
大Ｄ44
大Ｄ45
大Ｄ45

大ＤＭ18
大ＤＭ18
大ＤＭ20
大ＤＭ20
大ＤＭ21
大ＤＭ21
大ＤＭ21
大ＤＭ24
大ＤＭ24
大ＤＭ25
大ＤＭ25
大ＤＭ30
大ＤＭ30
大ＤＭ30
大ＤＭ31

浅野（白井）元子
小川（真﨑）文香
金野（岩井）千春
鐘ケ江慎司
平田朋絵
藤井香子
横瀬克之
北村元哉
吉本憲司
村田（木津）育子
佐々木　愛
野村（中濱）明美
井川（中村）千穂
池垣　徹
田中裕幸
松原陽子
植田壮彦
田宮（岡）淳子
堀　秀光
寺澤健治
金加行雄
岡本弘次
高岸芳郎
乙政　潤
久保章雄
西　知夫
張田正宏
三野達夫
畦地敏則
市間　博
西　彰
北尾利夫
清水大三
保田武司
冨田省吾
布施俊夫
大塚　享
望月敬三
大西　宏
鈴木庄太郎
石本皓一
市場（伊藤）めぐみ
村主寧民
松本（本多）ヒロ子
森下修一郎
花田正男
福積康光
岡田三郎
内藤　丘
平野　直
吉川昌宏
𠮷岡（北村）陽子
貴田昭和
立野隆資
春名幹男
松尾洋二
髙岡寛治郎
津田眞人
村瀬　孝
藤本（今井）久子
大塚敏雄
白岩　修
三木輝美
飯尾勘一郎
北田（畠仲）勉
分林寛三
石野（高竹）伸子
小笠原（洞井）保夫
村山（𠮷野）恵美子
藤田　尚
遠藤　裕
杉　定雄
髙池久隆
中山敏朗
大槻孝昭
梶田（八田）真左子
草地芳孝
安井昌子
橋本圭司
宮島光志
山本直光
中西雅代
平井博英
澤（根岸）朗子
松居洋司
高見（大谷）素子
岸田暁子
原　千史
津村（岩崎）綾子
上林（橋本）美也子
佐藤（金平）真由美
山口　壮
村上智哉
山口美穂子
荒木和夫
福島義明
松浦弘司
宮辻政夫
岩瀬正一
円居総一
神下　誠
中島裕司
牧野　厚
若松（後藤）君子
清水（森田）直子
鍜治（泉）裕子
溝部（稲井）みどり
奈良岡（松田）明子
川井田　修

大ＤＭ31
大ＤＭ32
大ＤＭ32
大ＤＭ32
大ＤＭ35
大ＤＭ35
大ＤＭ36
大ＤＭ36
大ＤＭ36
大ＤＭ37
大ＤＭ40
大ＤＭ40
大ＤＭ41
大ＤＭ41
大ＤＭ41
大ＤＭ41
大ＤＭ43

Ｆ21
大Ｆ2
大Ｆ2
大Ｆ4
大Ｆ4
大Ｆ5
大Ｆ6
大Ｆ6
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ9
大Ｆ9

大Ｆ10
大Ｆ11
大Ｆ11
大Ｆ11
大Ｆ12
大Ｆ12
大Ｆ13
大Ｆ13
大Ｆ14
大Ｆ15
大Ｆ16
大Ｆ16
大Ｆ16
大Ｆ16
大Ｆ17
大Ｆ17
大Ｆ18
大Ｆ18
大Ｆ19
大Ｆ20
大Ｆ20
大Ｆ20
大Ｆ20
大Ｆ22
大Ｆ22
大Ｆ22
大Ｆ23
大Ｆ25
大Ｆ26
大Ｆ26
大Ｆ26
大Ｆ26
大Ｆ26
大Ｆ27
大Ｆ27
大Ｆ27
大Ｆ28
大Ｆ29
大Ｆ30
大Ｆ30
大Ｆ31
大Ｆ32
大Ｆ32
大Ｆ33
大Ｆ34
大Ｆ34
大Ｆ35
大Ｆ36
大Ｆ37
大Ｆ37
大Ｆ38
大Ｆ40
大Ｆ42
大Ｆ43
大Ｆ43
大Ｆ45

大ＩＴ19
大ＩＴ20
大ＩＴ20
大ＩＴ21
大ＩＴ21
大ＩＴ21
大ＩＴ21
大ＩＴ22
大ＩＴ25
大ＩＴ28
大ＩＴ29
大ＩＴ29
大ＩＴ29
大ＩＴ29
大ＩＴ30
大ＩＴ35
大ＩＴ37
大ＩＴ39
大ＩＴ39
大ＩＴ41

星野　信
荒瀬規之
松野（於勢）世央子
箕浦まゆみ
高橋真理
兜坂裕一
大森久美子
片田　聡
田邉　欧
弓岡康輝
岩佐托朗
松下（守安）雅子
石黒　暢
奥寺（山口）友子
桜井（渡辺）史子
小城裕子
井形（原田）真理子
福田玲三
高輪　琢
原　勇
竹中清蔵
寺村　武
原田　修
武田富男
恒成喜久子
田舍　豊
小川 治
酒井　斌
千布正人
長山泰利
狭川（米沢）真
長縄正治
南野　均
大藤　勲
大西　弘
田中友義
千田　享
丸山一朗
水野正明
板倉信吾
古畑　功
山家俊夫
成願紘一
朝妻（乾）和子
髙畑千秋
仲本（山本）邦子
横田　納
高木政広
西村 司
井村博司
大沢（堀川）晶代
神崎康彦
稲田　力
神崎（岡野）信子
杉本和恵
宮川文子
谷尾毅司
田中（玉置）和子
藤田　明
南谷（飯塚）聖美
上田（福田）伴子
奥田一夫
大亀（富田）恵子
輿石（永見）美和子
𠮷田（松本）潤子
川崎（森村）和代
内山浩二郎
岩下（鈴木）知子
西尾啓子
森本剛司
板垣（大川）公子
岡辺（梅田）豊栄
高山さと美
小林（岩本）和子
田中富美子
戸田（長田）伸子
佐藤忠隆
山端（河西）佐地子
長尾達浩
今村（橋本）祐子
喜多（小畑）美葉
松尾孝治
藤野（松村）富美
米山（倉本）直美
藤原（城口）智子
田中（澤田）郁子
中家　渉
矢加部　桜
𠮷開秀勝
名波谷吉則
谷尾（白土）裕子
永田（高橋）典子
小南重治
永田一惠
永野雄造
松木（横手）美知子
粟野修司
西村（小松原）秀也
松宮良衛
吉川（鴨井）由香利
島崎（木村）晶子
辻田（武村）敦子
大路（古川）美文
橋本誠司
福井　浩
吉田（林）孝子
稲本　淳
辻村秀一
信田（田邊）阿芸子

大ＩＴ41
大ＩＴ42

Ｓ21
Ｓ24
Ｓ24
Ｓ27

大Ｓ2
大Ｓ2
大Ｓ2
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ5
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ7
大Ｓ7
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9

大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ12
大Ｓ12
大Ｓ12
大Ｓ12
大Ｓ12
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ14
大Ｓ14
大Ｓ14
大Ｓ15
大Ｓ15
大Ｓ15
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ17
大Ｓ17
大Ｓ17
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ21
大Ｓ21
大Ｓ21
大Ｓ21
大Ｓ22

和田隆二
三宅陶子
寺田　傳
都村晃治
山田善郎
西村貞夫
入江則嘉
中原孝三
松永和泰
長谷川匡則
林　幸雄
丸木正登
壬生川　裕
織田利彦
川口静彦
竹原順三郎
本多祥二
三宅正澄
増本幸一
稲永丈夫
今西統衍
吉田（片山）力俊
木村義彦
田中溥一
内藤秀彦
福士正嘉
中野正治
森　幸彦
石原正紀
応武善登
清水忠彦
多田　脩
塚本修造
三宅　敬
和田　衛
辻田義尚
津森健吾
西澤　清
早川幸夫
原　秀雄
山本紘八郎
大西昌三
今川（一見）彰男
川瀬光彦
中村邦雄
西川　進
根岸史修
直場徳宥
東谷穎人
八木三木男
山口勝三
庵原專三
岡本耕蔵
小畑克之
小上馬昭雄
杉山　晃
髙島陸雄
北条博彦
山本幹雄
辻　辰彦
永田憲一
萩原準子
三好康明
安野正起
石川善夫
市川英二
大倉（上島）美和子
酒井（鬼頭）礼子
細　英機
柴田　進
三好準之助
久保（吉川）義昭
塩屋　裕
西村信勝
森本（宮崎）勝幸
大釜心一
川越茂雄
阪本喜代松
鈴木惟司
染田秀藤
西野　誠
土屋（久谷）育子
板村哲也
辻井順二
中川裕二
阿部能成
石橋伸夫
長谷川　望
藤岡慎弥
小林（堀井）房子
亀井廉幸
木下育夫
小林士郎
根田　忠
諏訪忠泰
谷山泰朗
樋口喜美代
芦田正裕
岩城邦夫
岡本　修
下郷義男
田中清二
東井和世
村中敏則
石田新一
大島直信
加藤直樹
杉本重雄
足立明洋

大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ24
大Ｓ24
大Ｓ24
大Ｓ25
大Ｓ25
大Ｓ26
大Ｓ26
大Ｓ27
大Ｓ27
大Ｓ28
大Ｓ28
大Ｓ28
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ30
大Ｓ30
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ33
大Ｓ33
大Ｓ33
大Ｓ34
大Ｓ35
大Ｓ36
大Ｓ37
大Ｓ37
大Ｓ37
大Ｓ38
大Ｓ40
大Ｓ43
大Ｓ44
大Ｓ44
大Ｓ44

大ＰＢ31
大ＰＢ32
大ＰＢ32
大ＰＢ33
大ＰＢ33
大ＰＢ33
大ＰＢ34
大ＰＢ38
大ＰＢ39
大ＰＢ41
大ＰＢ42
大ＰＢ43
大ＰＢ43
大ＰＢ44
大ＰＢ45
大ＰＢ45
大ＰＢ45

Ｒ25
大Ｒ2
大Ｒ4
大Ｒ7
大Ｒ7
大Ｒ9

大Ｒ10
大Ｒ10
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ12
大Ｒ12
大Ｒ12
大Ｒ13
大Ｒ13
大Ｒ14
大Ｒ14
大Ｒ15
大Ｒ15
大Ｒ16
大Ｒ17
大Ｒ17
大Ｒ18
大Ｒ18
大Ｒ19
大Ｒ19
大Ｒ19
大Ｒ19
大Ｒ20
大Ｒ20
大Ｒ21
大Ｒ22
大Ｒ22
大Ｒ23
大Ｒ23
大Ｒ23
大Ｒ23
大Ｒ23
大Ｒ24
大Ｒ24
大Ｒ24

亀田陽一
轟（小山）潤子
下村孝夫
轟　俊一
井上　明
岡野恭介
児玉益夫
辻　秀和
宮本（徳田）博
長野　稔
東　雄二郎
岡本隆宏
小竹　勝
小森絹子
白石（藤野）道子
木越　勉
尾藤（長谷川）とよ子
植田（千馬）友子
吉川佳之
上田恭子
辻　泰弘
佐藤（松永）美子
加来由美子
斉藤達郎
片桐（龍田）眞美
福嶋　寛
岡本（宮崎）晶子
梅澤美香子
小松正伸
久米川（清水）みどり
東村誠司
牧本成俊
久保田（我孫子）昌栄
戸山（内匠）令子
八田（葊野）知永子
林　由紀子
藤井（津村）幸
鈴木正士
石倉　博
明吉（高野）里子
相築（武藤）美奈子
梅田孝敬
吉田（丸瀬）都子
苗村（谷岡）伸子
渡部（源氏田）泉
佐藤理香
加藤（杉山）真紀
山田（葊瀬）由美子
大島昭博
高岡　尚
今村俊昭
臼井史江
山野（高橋）美千代
関戸（寺田）三紀子
伊藤淳一
藤井典子
三井（岡﨑）裕美
軽込　郁
太田和麻
由田扶佐
鈴木（中西）恵子
一瀬　淳
酒井夏子
田中（長坂）智春
深谷真二
和田政雄
玉木功一
中林速雄
宮田敏郎
坂田　愃
坂下善亮
松村孝一
竹馬（岩郷）悠紀子
笹井明夫
野木英樹
濱田（古海）ケイコ
馬野喜夫
横井弘昌
藤川昌良
藤本和貴夫
武藤誠四郎
足立　勝
仲下尚治
岡田尚三
村上（淡中）美枝子
岩浅武久
渡辺　昭
柳　善一
浅井　徹
桐山久行
大東健治
加藤尚平
明場幹夫
岡田　茂
松原繁生
宮地（宗近）淳子
吉岡伸一
吉嶺恵助
中村友則
幸田正章
杉野（南出）ゆり
澤田和彦
汐崎啓子
中根進吾
片山（松村）ふえ
吉田雅美
上田哲也
山田（中村）実和子
汐崎（古川）澄夫
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発　行　令和 3年 9月

発行者　咲耶会（大阪大学外国語学部・大阪外国語大学同窓会）
〒 5 6 2 - 8 6 7 8  箕 面 市 船 場 東 3 - 5 - 1 0  

大阪大学 箕面キャンパス 外国学研究講義棟 1F
　   072（728）2327　　　sakuya@sfs.osaka-u.ac.jp
　   sakuyakai.net　　　   www.facebook.com/SAKUYAKAI
郵便払込口座番号： 00910-7-21536　加入者名： 咲耶会

咲耶会 facebook
QR コード

咲耶会 メールアドレスおよび
連絡先 QR コード

◆ 個人情報の取扱いについて
咲耶会は個人情報保護法遵守の立場から会員個人情報については適切に扱うことが重要であると考えています。

○ 登録の個人情報は、下記の目的に利用します。
● 会員のデータ管理 
● 総会・同窓会活動各種案内 
● 会報『咲耶』の送付 
● 各支部からの申請に基づき、当該地域のデータ提供 
● 語科・同期会責任者からの申請に基づき、データ提供 
● その他会則に基づく活動

編集
後記

○ 自己情報の提供は任意です。

○ 個人データの本人からの請求があった場合には、開示、訂正、
追加、利用停止、削除を行います。

○ 同窓生情報のお問合せは、相手方会員の了解があった場合のみ
のご案内といたします。

○ 登録の個人情報は委託先も含め、機密保持に万全を尽くします。

令和３年度 咲耶会役員名簿

『咲耶』編集委員会　委員長  井上泰子 ／ 委員  上原順一・松本健二 ・並川嘉文／ 事務局  天野豊子・西田貞子・大熊美紀

本　部 会　長 連絡先 E-mail or TEL/FAX 

大水　勇 (大C15） 事務局 〒562-8678 箕面市船場東3-5-10 
　大阪大学  箕面キャンパス  外国学研究講義棟1F

TEL&FAX (072)728-2327 
sakuya@sfs.osaka-u.ac.jp

支　部 支部長名  

北海道 笹山喜市 （大IP25) 〒003-0029 札幌市白石区平和通9丁目北1番29号 sasayama@sapporo.email.ne.jp

東　北 黒木一吉 (ⅡE10) 高橋啓介 (大PH52) 〒982-0821 仙台市太白区松が丘15-7 cb250Keisuke@yahoo.co.jp

東　京 久保義昭 (大Ｓ14) 樽井一仁 (大R23) 〒114-0003 東京都北区豊島5-2-20-1603 taru2742@yahoo.co.jp

長　野 山西敏博 （院後言社8） 〒386-0034 長野県上田市中之条371-7-202 ezm11541@nifty.ne.jp

名古屋 白岩　修 (大D19） 〒465-0066 名古屋市名東区梅森坂西1-801-107 shiraiwa1123@yahoo.co.jp

岐　阜 丹羽宏造 (大IN7) 〒508-0101 岐阜県中津川市苗木4827-48　 k.niwa@ena-gf.jp

石　川 楠根重和 (院D7) 吉田孝子 (大IT37) 〒921-8171 金沢市富樫1-10-4-601 taka5yomako@gmail.com

福 　井 山下裕己 (大S23) 〒915-1232 越前市二階堂町18-8 h.yamashita@fukuishimbun.co.jp

京　都 宮川德三 (大S16) 西尾　齊 (大E11)        〒606-8404 京都市左京区浄土寺下南田町70 dkals108@kyoto.zaq.ne.jp 

奈　良 神谷忠雄 (大E4) 佐柄保夫 (大C26) 〒631-0804 奈良市神功1-4-125 sagara07@hera.eonet.ne.jp

大　阪 金村義夫 (ⅡE10) 〒540-0021 大阪市中央区大手通3-3-3 
　日宝東本町ビル ykanemun@forest.ocn.ne.jp

神　戸 大森久美子 (大DM36） 〒662-0835 西宮市平木町3-21 ルモンド西宮229号 kmkom93@yahoo.co.jp

播　但 釜谷研造 (大E2) 〒675-0038 加古川市加古川町木村140-8　 FAX (079)424-7777

丹　波 岸田　功 (大IN15) 〒669-3309 丹波市柏原町柏原47 rskq59484@zeus.eonet.ne.jp

香　川 大西　晏（R25） 森本勝幸 (大S15)   〒760-0080 高松市木太町九区843-1 morimoto.kren@docomo.ne.jp

徳　島 小田敏治 (大IN21) 〒770-0003 徳島市北田宮3丁目2-34 　 tom_oda@emn.ne.jp

愛　媛 垣生千春 (大IP40） 〒799-2460 愛媛県松山市苞木甲119-8 hazar-baharjulai-25@ezweb.ne.jp

高　知 周藤健史 (大S30) 〒780-0024 高知市前里335-7 tkmrn1917825@me.pikara.ne.jp

岡　山 草野　徹（大DM23） 〒701-1221 岡山市北区芳賀5112-98 akirakusano0319@i.softbank.jp

広　島 山岡　哲 (大IT20)　 〒733-0814 広島市西区己斐西町19-37 sakuya.hiro555@gmail.com 

鳥　取 小原越史（中北欧夜E30） 〒683-0802 鳥取県米子市東福原5-8-26-202 a2coh@yahoo.co.jp

島　根 勝部由紀夫 (大D33) 〒693-0101 島根県出雲市上島町1-363 yukiokatsube@icloud.com

福　岡 吾郷健二 (大S10) 中尾史子 (大IN27) 〒815-0083 福岡市南区高宮2-18-12-501 nfumi3191@gmail.com

熊　本 かじえいせい (大S21) 〒861-2405 熊本県阿蘇郡西原村宮山1547-1　 dreamincountry@gmail.com

宮　崎 近藤哲二 (ⅡS10) 〒880-1101 宮崎県東諸県郡国富町大字本庄1720-2 tekondo64@gmail.com

沖　縄 金城徹男 (ⅡD5) 鈴木正士 (大S36) 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原1 
　琉球大学法文学部国際言語文化学科 msuzuki@ll.u-ryukyu.ac.jp

北　京 中嶋清治 (大C21) 實亜里紗 （阪大C5) 北京市朝陽区 (以下略) arisa.minoru@eneos.com.cn

上　海 渡邊　洋 （大C29） 伏村和展 (大C59) sh_oufs@yahoo.co.jp

香　港 太田明雄 (大IT26) 小林敏子
(東アジア大C57)　

Flat 9B, Chuen Fat Building, 9 Valley Road, Ho Man Tin, 
Kowioon, Hong Kong 4styles.enterprise@gmail.com

ソウル 渡邊浩一 (大K35)
Daiwa Securities Capital Markets Korea Co., Ltd 20 
Fl.&21Fl., OneIFC, 10 Gukjegeumyung-Ro, 
Yeongdeungpo-Gu, Seoul, Korea

kwatanabe@kr.daiwacm.com

ジャカルタ
坂口広之 (大IN36) Bandung, Indonesia (以下略) darwin0708@gmail.com

高岡容子 (大IN35) Jakarta, Indonesia (以下略) ytakaoka@cbn.net.id

マニラ テンマタイ都喜代
(大E25）

＃16 Waling-waling St., Tahanan Village, Paranaque 
City, Metro Manila Philippines 1720   tsukiyotenmatay@gmail.com

バンコク

川村芳範 (大TV24) kawamura-yoshinori@earth-chem.co.jp

阪本法子
(開発・環境大47)

Ms. Noriko Sakamoto #2007 Cape House Serviced 
Apartments, 43 Soi Langsuan, Ploenchit, Road, 
Lumpini, Pathumwan, Bangkok 10330 Thailand

 osakagaidaibkk@yahoo.co.jp

ハノイ外語会 中本修一 
(開発・環境大48) shuuichi.nakamoto@mizuho-cb.com

ヤンゴン外語会 松島勇治 (大B27) centro318@gmail.com

ニューヨーク 石田佳子 (大D29) 230 East 44th Street ＃3C New York, NY 10017 USA　 hime.yoshikoishida@gmail.com

ロサンゼルス
望月一郎 (大E25) 951 Kingsley Drive Arcadia, CA91007 USA ichimochizuki@yahoo.co.jp

西川ノーマン裕子
(大TV36) 4060 Alla Road, Los Angeles, CA 90066 USA hirokonaumann@gmail.com

サンパウロ 草薙綾子 
(中南米大PB48)

Alameda Santos, 705-cj. 17-Cerq. Cesar Sao Paulo-SP-
Brasil-01419-902 wec@wecbrazil.com

ロンドン

デュッセルドルフ 片岡　惇 (大S4) 小玉亜衣 (大D52) Grenzstr. 33 40670 Meerbusch Germany

パ リ 松本隆男 (大F4) c/o Mr. Takao MATSUMOTO
11 Rue Delabordere 92200 Neuilly / Seine France matsumototakao@netntt.fr

ミラノ

モスクワ 岩本　茂 (大R18) c/o JAPAN TOOL SERVICE 
119049 Ul..Korovij Val dom7, kv168 Moscow iwamoto@jtools.biz 

シドニー外語会 河原一夫 (大DM40) 45 Moree Street Gordon, 2072 NSW Australian kawahara345@oki.com

イスタンブル 片田　聡（大DM36） satoshi.katada@molgroup.com

名 誉 会 長

会 長

副 会 長

〃

〃

〃

幹 事

〃

〃

〃

竹村景子　　院 A22　　

大水　勇　　大 C15　　   　

井上泰子　　大 E15

小林正受　　大 E16　

荒木和夫　　大 DM18

樽井一仁　　大 R23

西尾　齊　　大 E11

藤本和貴夫　大 R12  

前田征信　　大 K16

深川泰博　　大 E16

幹 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

幹 事

〃

〃

〃

大 学 役 員

〃

会 計 監 査

〃

相 談 役

白岩　修　　大 D19 　 　

三次召尚　　ⅡC5

西村朋也　　大 TV22　

石野伸子　　大 D22

笹原敬生　　大 IN27 

河井洋子　　大 R27

大森久美子　大 DM36 

上原順一　　院 R22       

松本健二　　院 S24  

福田義昭　　院後言語 1

並川嘉文　　院前日本 7　　

菊池信孝　　開発大 57

福山泰海　　大 H59

後藤　峻　　南欧夜 F42

岸田文隆　　院 K15

村上忠良　　大 TV36

岡本晶子　　大 S29

野垣和美　　大 P33

少德敬雄　　大 E11

『咲耶』32 号をお届けします。
創立 100 周年のこの年、キャンパスの引っ越しに伴い、

咲耶会事務局も粟生間谷から新船場に移りました。新学
舎では 1 階エレベータホール横に居を構え、先生方や学生さんと
の距離が随分近くなったと感じます。アクセスが便利になったお
蔭で、ふらりと訪ねてくださる卒業生も増えました。会報『咲耶』
を通じ、次の 100 年へと新しい歴史を紡ぎ出した母校の「今」を伝
えるには格好の環境です。皆様からいただいた浄財により設置さ
れた「大阪外国語大学記念ホール」は廊下を挟んで向かい側。ホー
ルに隣接する坪庭には、上本町から箕面間谷キャンパスを経て、

はるかな旅路の末に辿り着いた「烈士の碑」が、母校の歴史を俯瞰
するかのごとく安置されています。旧箕面キャンパスの象徴であっ
た「世界時計」も坪庭の道路に面した一角に移設され、悠久の時を
刻んでいます。

「創立 100 周年・新キャンパス開学特別記念号」の名のもと、「こ
れからの百年も大阪に国際人を育てる」をテーマに特集を組みまし
た。多彩な皆様からのご寄稿により、紙面に深みを添えていただ
きました。新しい環境のもと、新しい時代にふさわしい内容の充
実に努めたいと思います。引きつづき皆様の温かいご理解、ご支
援をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　（編集委員会）


